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序章　運命のキス！　それは伝説の始まり







　どさっ。

　砂の上に、背中から落ちた感覚があった。目を開けると、夜空に穴があいていた。

「……何だ、この空は？」

　俺おれは起き上がる。

　俺は学校帰りで、秋深い東京都心部の駅のホームにいたはずだ。

　けれども今、ここは地平線の果てまで続く、夜の砂さ漠ばくである。

「何だここは！　俺が知ってる世界じゃないんだがっ？」

　さっきまで持っていた学生カバンも無い。俺が持っているのは、冬服のブレザーのズボンのポケットにねじこんだ、駅前でもらったティッシュだけ。

　夜空には、輪っかのある緑色の惑わく星せいが大きく浮うかんでいる。巨きよ大だいな銀河や、色いろ鮮あざやかな星雲。ひときわ大きな銀河のど真ん中には、大きな真っ黒い穴があいていた。

　ふと、俺の背後から答える声があった。

「ここはソードス。偉い大だいなるソード・ドラゴンの地、偉大なるラーフィア姫ひめが統すべる龍りゆうの大地、ソードスです」

　俺は振ふりかえった。星明りに照らされた砂さ丘きゆうの上に、小さな女の子がいた。六歳さいぐらいだろうか。白地に紫むらさきのふちどりがあるフードとローブ、フードからは淡あわい紫色の長い髪かみがこぼれている。その手には、背中に羽根がついた紫色の、くちばしをパカッと開いた、鳥っぽいぬいぐるみを持っていた。ぬいぐるみの目は淡い紫色の宝石で、きらきらしていた。

「そしてあなたはソータ様……野の尻じり蒼そう大た様。それはいずれソードスの伝説にきざまれる、ウロコ無き救世の戦士の名前」

　女の子は緊張したようすで、紫むらさき水すい晶しようのような淡い紫の瞳ひとみで俺を見つめた。

　俺は知っている……この紫の瞳を、たしかに知っている。

　あれは十年前、俺が小学一年生の夏休みだった。




　俺の祖父・野尻正まさ影かげの家は、信濃しなのの野の尻じり湖この近くにあった。

　俺は東京の都心部のほうに住んでいてふだんは山が見えないので、自然に囲まれた祖父の家が楽しくて、毎年夏休みには遊びに行っていた。そこでは祖父の趣しゆ味みの天体観測にはじまり、キャンプだのバードウォッチングだの昆虫採集だの登山だの、わんぱく系のイベントがてんこもりだった。

　で、そのときは野尻湖でボートをかりてブラックバス釣づりを教えてもらってたんだが、よほどでかい魚がかかったらしく、俺は引っぱられて湖に落ちてしまったのだ。

（太陽が見えない……水の中って、こんなに暗いんだ……）

　どっちへ行けば水面に出られるかわからず、怖こわくてもがくこともできないまま、俺はどんどん闇やみの底に沈しずみこんでいった。

　だが、その闇の中に突とつ然ぜん、きれいな女の人が現れた。十七歳か十八歳ぐらいで、淡い紫色の瞳と髪……髪は彼かの女じよの身長よりもはるかに長く、まるで龍りゆうのしっぽのように、水の中に長く尾おを引いていた。見たこともない外国の服をまとい、手には紫色の鳳ほう凰おうが羽を広げた扇おうぎのような、大きく豪ごう奢しやな杖つえを持っている。髪に飾かざった繊せん細さいな金色の宝冠テイアラには、大きな淡い紫色の宝石がいくつも輝かがやいていた。

「何という好運でしょう。敵の巣そう窟くつを探しに旅立ち、こんなところでウロコの無い男、龍の子の末まつ裔えいに出会えるとは。覚えておいてください、龍の子よ。わたしの名はイシュカ、そして滅ほろびゆくわが世界の名はソードス。あなたがその血に秘ひめた『結けつ晶しよう』の力、いずれソードスを救う光となるでしょう。けれど今はお帰りなさい、彼かれらとの戦いに身を投じるには、あなたはまだ幼く弱い……」

　彼女の声が頭の中に響ひびく。その背後の闇の底から、漆しつ黒こくの影かげが大群をなして飛んできた。

「彼ら……『ダーク・ドラゴン』との戦いに」

　漆黒の影は、鳥のガイコツのような醜しゆう悪あくな姿をしていた。動物園で見たコンドルよりもはるかに大きく、翼つばさを広げると軽く十メートルはあるだろう。

「キュェェエーン！」

　そいつらは甲かん高だかい威い嚇かくの声を上げ、骨の翼で羽ばたきながら、後あと足あしの鋭するどい爪つめでいっせいに襲おそいかかってきた。

「うわあああガボボボボッ！」

　叫さけんだ俺の口に、水がドッと入ってきた。そのとき彼女は、溺おぼれる俺の唇くちびるにそっとキスをして言った。

「恐おそれることはありません。あなたは今はまだ小さな光、けれどもいずれ、彼らを恐れぬほどに強くなる。だからわたしは今、その未来へとあなたの運命をつなぎましょう」

　次の瞬しゆん間かん、彼女の全身が紫色のまばゆい光を放った。その光は彼女の体からスウッと抜ぬけだすと、まぶしく輝いて激しく爆ばく発はつし、巨大なドラゴンの形に変わった。淡い紫色のウロコに包まれた、すらりとした美しいドラゴンで、大きさは大型ダンプカーほどもあった。

「放はなてっ、呪いのカース・シ災渦ユトローム！」
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　彼女が敵を指さして凛りんとした声で命令すると、紫のドラゴンは頭を大きく振りまわし、口から凄すさまじい紫の渦を噴きだした。

「キュェェェー……！」

　ガイコツ鳥の群れは巨大な渦に巻かれながら、あっという間に洗せん濯たく機きの中のチリ紙のようにバラバラになって、完全に溶とけてしまった。

　その渦は溺れている俺の体も巻きこみ、一気に水面へと運ぶ。けれども俺の下に広がる水底の闇の中から、今度は漆黒の巨大なドラゴンが現れていた。

（あれがイシュカさんの言ってた『ダーク・ドラゴン』なのか？）

　あまりにも巨大で、その姿はまがまがしい。

「イシュカさん、逃にげて！」

　思わず叫んで、俺はまた水をのんだ。意識が薄うすらぐ。最後に覚えているのは、イシュカさんが俺を振りかえってほほえんだきれいな笑え顔がおと、紫のドラゴンがダーク・ドラゴンに突っ込んでいって、まばゆい紫の光がはじけたこと。

　それと同時に水底の闇は消え、水は元通り、青く明るい色になった。水面の上に、明るい太陽が揺ゆれていた。

「蒼大！」

　祖父の声が聞こえた。消えかけた意識の中で必死に手を伸のばすと、手を引いてボートに引きあげてくれた。

　祖父は大泣きしていた。俺が湖の底で見たいろいろなことを話すと、ますます号ごう泣きゆうして、溺れてどうかしたんじゃないかと、病院に連れていかれてしまった。

　それで、それきり誰だれにもその話はしなかったんだが、心の底ではずっと信じていた。野尻湖の底で、俺は本当にあれを見たのだ。あれが現実だったのなら、イシュカさんが言ったように、いずれあの巨大な「ダーク・ドラゴン」と戦わなければならない日がきっと来るのだ。それは予感をこえた、確信だった。




　そういうわけで、俺……野尻蒼大は、いつか来る戦いにそなえて、暇ひまさえあれば図書館で、あのドラゴンたちについて調べていた。

　いろいろ調べてわかったことが、いくつかある。野尻湖のまわりの信濃地方は弥生やよい時代から人が住んでいて、その時代にさかのぼる古い龍の伝説があったこと。女の龍が人間の姿に化けて、人間の男と結けつ婚こんした。二人の間に生まれた男の子を背に乗せると、龍の姿に戻もどって、山を崩くずし湖を埋うめて水田にしたのだそうだ。

（龍の子の末裔ってのは、たぶんその男の子の子孫ってことなんだろう。といっても二千年前の話だから、子孫は日本中に大量にいそうだが……俺でいいんだろうか？）

　この春、俺は都と立りつ北きた東とう京きよう高校に進学し、新しい図書館にめぐりあった。それで毎日放課後ギリギリまで本を読み、読み切れなかった分は借りて帰った。この砂漠に放ほうりだされるほんの三秒前まで、俺は本でぱんぱんにふくらんだ学生カバンを手に、夕暮れ深い駅のホームに立っていたのだ。

（ホームからこの砂漠までのあいだに、何があったんだっけ？）

　紫の髪の女の子を前に、俺の頭はぐるぐると混乱している。混乱しながら、俺は必死に思い出した。

　たしか俺は学校の最も寄より駅のホームで、帰りの電車を待っていたのだ。そのとき、向かいのホームの下のぽっかり暗い闇の中から、もやもやとした闇が俺のほうに伸びて足首に巻きつき、ぐいっと引っぱった。

　俺は線路のほうへバランスを崩し、体が完全に宙に浮いた。そこへ、この駅を通過する特急電車が突っ込んできた。目の前が真っ暗になった。

（ああ、これはブチ当たって死ぬタイミングだ）

　妙みように冷静に俺はそう感じていた。時間がいやに長く感じられた。

　いや、じっさいに時間は長かったのだ。目の前は真っ暗なまま、線路に落ちるでもなく、電車にぶつかるでもなく、俺の体は宙にただよっていた。

（何だこりゃ、死ぬ前の走そう馬ま灯とうにしちゃえらく長いな。臨死体験ってやつなのか？）

　そのとき、さっき俺を引っぱったもやもやが、俺に襲いかかってきた……それは腹の下から百本ぐらい触しよく手しゆが生えた、骨の翼を持つ漆黒のドラゴンだった。それほど大きくはない、牛と同じぐらいだ。

「ウジュルルル～！」

　そいつは百本の触手を俺に伸ばしてきた。おいおい、臨りん死し体験ってのはお花畑とか天使とか、きれいなもんだろ？　何で俺ばかり、こんなキモコワ系の臨死体験なんだ？

「何だこいつ、あっち行け！」

　俺はとっさに、手にした学生カバンを武器がわりにしてたたきつけた。図書館の本がたっぷり入ってるから、ちょっとしたハンマーぐらいの威い力りよくはあるはずだ。ところがカバンは触手に触ふれた瞬間、何の手ごたえもなくスカッと消しよう滅めつしてしまった。

　やばい、あれに触れたら俺も消えてしまう。触さわってはいけない相手とどう戦えばいいんだ？　カバンが消えて、もう武器も無い。とまどっている俺を、触手が襲った。

「うわああああ！」

　やられる、と思ったそのとき、俺の前に紫色の光が走った。それは紫に輝く大きなカラスに似た鳥で、ドラゴンに突き刺さると、紫の閃せん光こうを放って両方消滅した。

「今のうちです、ソータ様！」

　闇の中で、誰かが俺の手を引いた。




　……と、そこまで俺は思い出した。

「ひょっとして、あの闇の中から俺の手を引いてくれたのは君？」

　夜の砂丘に立つ紫の髪の少女にたずねると、彼女はこくりとうなずいた。

「わたしの名はチャスカ。ソードスの大国、ソーデリア帝てい国こくの巫女イシュカの妹で、見習い巫女です」

「イシュカさんの妹？」

　まさか、その名をもう一度聞くとは。不思議な胸の高鳴りを感じながら俺がたずねると、チャスカはもう一度うなずいた。

　この世界が、イシュカさんの言っていたソードスなのか。ああ、ソードスは本当にあったんだ……。

「さっきソータ様がいた空間は、さまざまな世界を結ぶ回廊分岐ラウンド・アバウト。死せる魂たましいが行く場所、生まれる前の魂がめぐる場所、そしてダーク・ドラゴンの巣である場所。ここに生きたまま入れるのは、ソードスの巫女だけです。ただしソータ様、あなたのようなソードスの巫女の子孫は、生と死のはざまに挟はさまれたときに限り、回廊分岐ラウンド・アバウトに滑すべりこむことができるのです。一度目は姉イシュカが救い、二度目はわたしが助けた……」

　チャスカはそう言うと、砂丘を降りて俺に近づき、小さな両手で俺の手を取った。なぜか彼女の表情はこわばり、その手は緊張のあまり氷のように冷えきっている。

　イシュカさんが言った「龍の子の末裔」が、チャスカの言う「ソードスの巫女の子孫」ということは、つまり野尻湖の伝説に残る女の龍は、ソードスの巫女だったのか？

「……と、過去形でそう言いたかったのですが、すみません。わたしでは力が足りなくて、途と中ちゆうで落っことしてしまいました」

　む？　チャスカ、今何か気になることを、それとなく言い足したぞ。

「嫌いやな予感がするけれど、勇気を出して聞いてみよう。何をどこに『落っことし』たんだ？」

「ソータ様を、安全地帯ではない場所に」

　砂漠の彼方かなたに、黒い影の群れが見えた。そのとき俺は、チャスカの表情がこわばっていた理由を理解した。







一章　振り上げろソード！　貫つらぬく敵はダーク・ドラゴン







　砂漠の彼方は、まるでカステラを切り落としたように、地面がごっそり消えていた。その深い闇の深しん淵えんから、次々に黒い影が現れる。骨の翼を広げ、砂丘を越こえて、低く砂漠の表面すれすれを、砂さ塵じんを切きり裂さいて飛んでくる。そいつらは闇よりも漆黒の、ガイコツの鳥だった。

「キュェェー……」

　遠くから聞こえる金切り声を、俺はたしかに幼いころ湖の中で、聞いたことがある。

「ダーク・ドラゴンか！」

　敵の数は数十はいる、どう考えても戦って勝ち目は無い。だが逃げ隠れするにしても、見み渡わたすかぎり三六〇度何も無い砂漠の地平線である。

「ソータ様を安全地帯まで連れて帰れなかったのはわたしの責任、わたしが時間をかせぎます。そのあいだにソータ様は、あの岩の上へ逃げてください」

　チャスカが短い指で示した先に、高さ十メートルほどの岩が、砂の上に顔を出していた。岩はほのかに輝いている。距きよ離りは、二百メートルほどだろうか。

「あんな小さい岩の上に逃げて、どうなるんだよ」

「光っている岩は、純度の高い結晶石クリスタライトをふくんでいます。ダーク・ドラゴンは、結晶核クリスタレアー（太陽）と結晶石クリスタライトの光に弱いんです」

　チャスカが早口で言った。二百メートル、全速力で走るにはちょっとキツいが、あのガイコツ鳥にガリガリかじられるほどはキツくないだろう。

「よし、行くぞ！」

　俺はチャスカを米こめ俵だわら状態で肩かたにかつぐと、光る岩に向かって走りだした。肩の上で、チャスカが悲鳴を上げた。

「きゃー！　ソータ様、おろしてくださいっ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、岩についたらおろすから」

「そうじゃなくて、ソータ様一人なら逃げられる距離なのにぃぃぃ！」

　チャスカが、俺の背中をポカポカ叩たたいた。けっこうダダっ子である。

「叩くな泣くな、暴れるな！　男ってものは、女の子を盾たてに逃げたりしないんだよ！」

「そんなこと知りませんっ、わたしが足留めするんだからおろしてぇぇぇ！」

　わめくチャスカを無視して、俺は必死に走った。チャスカはすごく軽かったし、二百メートルなんて特に足が速くはない俺でも、三十秒ほどで走れる距離だと思っていた。だが、砂地は足が埋もれてふんばれず、思ったようにスピードが出ない。半分ほど走ったところで、ガイコツ鳥に追いつかれてしまった。

「キュエエェェーン！」

　頭の真後ろから、金切り声が聞こえる。これは、あのギザギザしたくちばしで頭をぱっくり食われるか、あの鋭い爪で首をかっ切られるかだ。取りあえず俺は、砂の上にヘッドスライディングして最初の攻こう撃げきをかわした。

「キュェェーッ！」

　砂の上にうつぶせた俺たちの上を、ガイコツ鳥が飛びすぎる。ビュウッ、と風圧を感じた。かなりのスピードを出していたようだ。あれにぶつかられたら、俺の頭は床ゆかに落とした生卵みたいになっていたことだろう。

　スピードを出しすぎて、ガイコツ鳥はけっこう遠くまで通りすぎてしまい、Ｕターンして俺たちのほうへもう一度襲いかかってくるのに、一いつ瞬しゆん間があいた。その一瞬、俺の背中の上にいたチャスカが、鳥のようなぬいぐるみを振りあげた。

「この距離ならわたしの呪のろい魔ま法ほうが届くっ……恐怖の鴉スケアー・クロウ！」

　チャスカが、ガイコツ鳥にぬいぐるみを向けた。すると、ぬいぐるみのパカッと開いたくちばしの中に紫色の光がゆっくりと集まり、それが紫色の、カラスのような姿でトサカのある四本足の鳥の姿となって、ミサイルのように飛びだした。さっき俺がホームから落ちたあと、闇の中で見たのと同じ鳥だ。

「クゥアァァーッ！」

　紫色の鳥はガイコツ鳥の口の中に自ら飛んで行ったかと思うと、ガシャンと頭骨を砕くだいて突き抜けた。突き抜けた鳥は、そのまま消える。ガイコツ鳥は首から上が完全に無くなり、傷口の部分が紫色の光を放っている。その紫色の光はたちまちガイコツ鳥の体を溶かしはじめ、ボロボロと溶け落ちた部分は紫の光に包まれながら、地面につくかつかないかのうちに、あとかたもなく消滅した。

「すごい！　あの紫色の光がダーク・ドラゴンを溶かしたのか？」

「そうです。ダーク・ドラゴンは体の一部を破は壊かいしても、すぐ元に戻ってしまいます。彼らを倒たおすには、結晶核クリスタレアーや結晶石クリスタライトと同じ波動を持った『魔法力』が必要なのです」

　砂丘を越えて、まだまだガイコツ鳥は集まってくる。チャスカは言った。

「……とはいえ、わたしたちが使えるのは『単体魔法』、つまり一度に一体ずつしか倒せません。複数の敵にかこまれると歯が立たないのです」

「じゃあやっぱり、逃げなくちゃってことだな！」

　俺はチャスカの手首をつかんで、立ちあがった。そのとき背後から、ヒュンッ、と鋭い音がした。

「うぐ！」

　それは太ももを貫かん通つうした。小さな黒い骨のかけら……ダーク・ドラゴンが飛ばしてきたのだ。脚に小さな穴が開き、血がドクドクと漏もれだして、俺は立っていられなくなる。

「ソータ様、しっかり！」

「逃げろチャスカ、岩山はすぐそこだ！」

　叫んだ俺たちの頭上に、骨こつ弾だんが次から次へ、ヒュンヒュンと飛んできた。俺は再びうつ伏せになり、チャスカもあわてて頭を下げる。

「だめです、ソータ様を姫ひめ様さまのところまでお連れするのがわたしの役目です！」

「俺は動けないから一人で逃げろ、砂の上を這はっていけば骨弾に当たらずにすむ！」

「だめですうううう！」

　チャスカは泣きながら俺の腕うでを引っぱった。けれど出血のせいで、俺は這いずる力すら出せない。ガイコツ鳥が風を切って近づいてくる、ガシャガシャとした羽音が聞こえる。このままでは二人とも殺される、どうすればいいのか策を考えたくても、頭からも血の気が引いて、このままでは意識が……。




　ポウッ。

　小さくはじけるような音が、乾かわいた砂漠に響いた。かすんでいた俺の目を、赤くまぶしく輝く小さな星の光がつきさした。

「流れ星……？」

　俺は重だるくなった腕を上げて、目をこする。きれいな光だと思った。その光は、ヒュウウウ、と音を立てて空を横切り、放物線を描えがいて、俺たちのすぐ背後にせまっていた一羽のガイコツ鳥の上に落ちた。

「ギュエエエエー！」

　光の玉は、ガイコツ鳥に当たるとバゴオオオオンッと爆発した。ガイコツ鳥はバラバラに砕け散り、その骨片は地面に落ちる前に全すべて燃えつきてしまった。

　ポウポウポウッ。

　さらに間かん髪はつ容いれず、次々に赤い星が降ふってきた。連発花火のように降りそそぐそれは、次々にガイコツ鳥を砕き散らし、全て倒してしまった。

　よくわからないが、どうやら俺たちは助かったらしい。俺たちの周囲には、ガイコツ鳥の残ざん骸がいが散らばり、赤い炎ほのおを上げて燃えながら、みるみる消滅していく。

　いったい、あの赤い光の玉は何だったんだろう……？　俺はうつぶせの姿勢から砂にひじをついて、重い上体を起こした。目の前に、ガイコツ鳥が燃える炎がメラメラとゆらめいている。その炎の向こうに、黒い影が見えた。

「……誰かいる？」

　火がまぶしくて、よけいに目がかすむ。その人ひと影かげらしきものは、炎が起こす熱風に、長い髪をはたはたとなびかせていた。そして炎をこえて、ゆっくりと俺たちのほうへ近づいてきた。

　炎の中に踏ふみこんでも、「彼女」は平気なようだった。そう、その人影は女だった。さらさらとした長い髪に、きゅっとしまった細い腰こし、すらりと伸びたバランスの良い腕と脚あし、大きすぎず小さすぎずほどよく膨ふくらんだふたつの胸……。影を見ただけで、きれいな人だとわかる。いや、小こ柄がらできゃしゃな感じからすると、きれいな「人」というより、きれいな「娘こ」と言うべきかもしれない。

「……ひょっとして、姫ひめ姉ねえ様さま？」

　チャスカが、赤くゆらめく炎の向こうへ声を投げかけた。

　その声にこたえるように、人影はもう一歩、炎の中から踏みだした。散りゆく赤い炎を祝福の花はな吹雪ふぶきのように身にまとって現れたのは、俺の想像を軽々とこえる、とほうもない美少女だった。
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　炎の熱風にあおられてなびく長い髪は、炎よりも明るい、淡いピンク色だった。すきとおるような白い肌はだを、動きやすそうな軽快さと気品ある優ゆう雅がさをあわせもった、豪ごう華かなドレスに包つつんでいる。ぱっちりした大きな目を、羽う毛もうのように長いまつげが丁てい寧ねいにふちどっている。淡いピンクの瞳は宝石のように澄すみきった美しい輝きをたたえ、そして桜貝のような愛らしい唇は、優やさしい笑えみを浮かべていた。

（かっ……かわいい！）

　今までこんなかわいい娘を見たことがなくて、俺は出血で意識がもうろうとしていたことすら忘れ、思わず彼女の顔をガン見してしまった。

　彼女の淡いピンクの髪には、ピンク色の宝石がはめ込まれた金の宝冠テイアラが輝いている。手にした杖にもピンクの宝石が飾られ、杖には炎のような彫ちよう刻こくがほどこされていた。歳は、俺と同じぐらいだ。小柄できゃしゃなので年下っぽくも見えるけれど、物もの腰ごしは静かに落ちついているし、白鳥のように優雅で気品にあふれている。

　俺の視線に気づいた彼女は、ちょっとびっくりしたように大きな目をぱちくりとした。

「もう一人いたのね。『巫女みこの離り宮きゆう』では見たことがない女の子だわ、わたしたちの他ほかにも生き残りのソード・ドラゴンがいたのね！　うれしい！」

　彼女は、いきなり俺にぎゅうっと抱だきついた。俺はうつぶせから上体を起こした姿勢だったんだが、彼女が抱きついてきた勢いで後ろに押おされ、尻しりをついた。足を投げ出している俺に覆おおいかぶさって、彼女はさらにぎゅうぎゅうと抱きしめてくる。

　俺に押し当てられている腕とか胸とかは、まるで真ま綿わたをつめた絹のクッションのように柔やわらかい。とくに胸は、ドレスを着ていると「ほどよくふくらんでいる」というイメージだったのだが、押し当てられると「けっこうふくらんでいる」という感想に変わった。着ヤセするタイプみたいだ。全身がふにゃんと柔らかくて気持ちいいし、それに何だか花のような良い香かおりがする。

　俺は十六年間の人生において、女の子に抱きつかれたことなどはじめてである。とくにこんなかわいい娘こに抱きつかれるなど、ありえない。緊きん張ちようを通りこして、ガチガチに固まってしまった。

　というか、今、彼女は俺のことを「女の子」って言わなかったか？　かんちがいして抱きついているのか？　ふつう「女の子と見まちがう」っていうのは美少年の形容であって、俺みたいなのはよっぽど目が節穴でないかぎり、見まちがうわけがないと思うが。

「もしもし、お嬢じようさん。つかぬことをお伺うかがいするが、視力はいくつかね」

　緊張しすぎて、言葉づかいまで変になってしまった。

「うん？　けっこう声が低いのね、でもハスキーボイスの女の子って大人っぽくて魅み力りよく的てきだわ」

「そうではなくて、お嬢さん」

「それに、女の子にしてはけっこう体がゴツゴツと硬かたいのね。肩かた幅はばも張っているし……」

　彼女は俺に抱きついたまま、確かめるように俺の肩から背中にかけて、ナデナデと撫なでた。いきなりガイコツ鳥に襲われたり足をケガしたり、ひどいところに来たと思っていたけれど、前言撤回、何という天国に来たのだ、俺は。

「あなた、もしかして戦士の家系の娘さん？　強力な攻こう撃げき魔ま法ほうを使えるなら、わたしたちには戦士が不足しているからとてもありがたいわ。そうでなくても、わたしたちの他に生き残りがいるとわかっただけでうれしい。ダーク・ドラゴンたちが襲ってきた『崩ほう壊かいの七なな夜よ』のあと六年間、わたしたち以外の生き残りをどんなに探しても見つからなくて、あきらめていたから」

　彼女の声は、うれしすぎて少し涙なみだ声ごえになっていた。生き残り……ということは、彼女たちの他の仲間はみんなダーク・ドラゴンに殺されてしまったのか？

「あなた、お名前は？　あなたがいたところには、他に生き残りはいる？　ひょっとして、そこには男もいる？　わたしたちが身を隠している『巫女の離り宮きゆう』には女の子しかいないの。男がいないと『ソード・アウト』できないから、戦力不足で……」

「いや、あの、お嬢さん。俺が男なんだが」

「え？」

　ぴたり、と俺を抱きしめる彼女の動きが固まった。

「……え？」

「『え？』って、ふつう見てわかると思うが」

「た、たしかに女の子と思うには不自然なほど、声は低いし体も硬いけど……」

　俺を抱きしめている彼女の腕が、プルプルと震ふるえはじめた。

「で……でも、ウロコが無いわ。ウロコの無い男なんているわけがないから、やっぱり女の子よね……？」

「あのう、姫姉様。ご紹しよう介かいがおくれました、この方はソータ様、伝説の『異世界から来たりしウロコの無い男』です」

　おずおずと声をかけたチャスカの言葉に、彼女の動きは再び止まった。

「それとソータ様、この方は偉大なるソード・ドラゴン族の統とう率そつ者しや、ソーデリア皇こう帝ていソルディオス陛下の第一皇こう女じよ、ラーフィア姫ひめ殿でん下かです」

　顔もかわいいけど名前もかわいい。というか、なんか肩かた書がきがすごそうなんだが、俺はそんなお姫様に抱きつかれてしまっているのか？　しかしお姫様、ラーフィアは、固まったまま動かない。どうしたんだろうと思って目を向けると、顔は俺の肩の向こうにあって見えないんだが、白い耳たぶが真っ赤に染まっているのが見えた。

「あの伝説って、ほんとだったの……？　『結晶核クリスタレアーが西からのぼる』とかと同じ、『ありえない物の代名詞』的なものだとみんな思ってたけど……じゃあ、『異世界から来たりしウロコの無い男』は本当にいたの？」

　ラーフィアは、ばっと俺から離はなれた。顔は今にも火がつきそうなほど、真っ赤になっている。

「じゃあ……あなた、本当に男なのっ？」

「はい」

「きゃあああ！　ごっ、ごめんなさい、わたし何てふしだらなことを！」

　ラーフィアは顔を手で押さえて、全身からポッポポッポと湯気が出そうなほど真っ赤になっていた。いや、こんなにかわいい娘こに長時間抱きつかれて恥はずかしいのは俺のほうである。

「どうしました、姫姉様？　いつもわたしが眠ねむれないときは抱きしめてくださるのに、男を抱きしめてはいけないのですか？」

　チャスカは両手を後ろで組み、ちょこんとかわいく小首をかしげた。ラーフィアは顔を押さえたまま、ブンブンと首を横に振る。

「チャスカ、あなたは一度も男を見たことがないからわからないかもしれないけれど、女性がこのようなことをするのははしたないことだし、男性に対してもとても無礼な行こう為いなの。知らなかったとはいえごめんなさい、ソータ、ああどうしましょう。何ておわびをすればいいのかしら」

「いやいやいや、そんな、おわびするようなことじゃないから」

　むしろラーフィアみたいなかわいい娘こにまちがって抱きつかれるなんて、宝くじに当たるようなラッキーなご褒ほう美びで、むしろ俺のほうからお礼をしなければならないところである……なんてのは、さすがに胸の奥おくにしまっておこう。

「わたしの無礼を許してくれるの？　ソータ、あなたとても心が広いのね」

　ラーフィアが両手を胸のところできゅっと組み、恥ずかしさで涙なみだがうっすらにじんだ大きな目を俺に向けた。涙ぐんだ目は、星の光を受けてきらきらと輝き、かわいすぎて俺はとても直視できない。心臓が止まって死にそうになる。

「そ、それほどでもないさ」

　必死にクールを装よそおって視線をそらして、そう答えるのがせいいっぱいだ。「い」のところでうっかり声が裏返ってしまったのには、かなり焦ったが。

「心が広いのは当然です、だってソータ様は伝説の救世主なのですから！」

　チャスカが、俺の腕に抱きついて誇ほこらしげに言った。

「『崩壊の七ななつの夜よののち、ソードスが滅びしとき、異世界より来たりしウロコの無い男がソードスの地に降り立つ。その者は救きゆう世せいの戦士としてソード・ドラゴンとともに戦い、光の巫女アルカディアスの封ふう印いんを解き、ソードスの地に光と平和が戻るであろう』……あの伝説は本当だったのです、姫姉様」

　俺が救世の戦士？　ただの高校生の、この俺が？

　とはいえ、不思議にとまどいは無かった。十年前のイシュカさんの言葉を信じ続けていた俺には、心のどこかでいつかこの日が来る覚かく悟ごはできていた。体育の授業で、剣けん道どうや柔じゆう道どうなどの武道があったとき、特にがんばって練習したのも、どれぐらい実戦で役に立つかはわからないけど、このときにそなえたものだった。心の準備は、できていた。

「そうね、チャスカ。ソータは伝説の救世の戦士、彼が本当にいるのなら、あの伝説のとおりソードスに再び光と平和が戻る日が来ると信じられる。ソータ、あなたはわたしたちの希望よ、ソードスに来てくれて本当にありがとう」

　ラーフィアは両手を胸のところで押しいただくように重ね、底そこ抜ぬけに澄みきったきれいな目で俺おれをまっすぐ見つめた。なんで帝国のお姫様が俺と同じ砂の上に座すわって、感謝と喜びに満ちた瞳で、俺の顔をじっと見つめてるんだ？　かわいすぎて、照れくさいので目をそらしたい。でも、かわいすぎて目をそらせない。

「どうしたの、ソータ？　わたしの顔が珍めずらしいの？」

　俺がラーフィアの顔を凝ぎよう視ししすぎたせいで、怪け訝げんに思われたようだ。俺はあわてて、首を横に振る。首を振ったいきおいで、何とか彼女から目をそらすことに成功した。

「あ、いや、別に……」

「ソータの世界の女は、わたしのようではないの？　あ！　もしかして、ソータの世界では男にウロコが無いかわりに、女にウロコがあるのかしら？」

　せっかく目をそらしても、ラーフィアは声もかわいすぎて、さすがに耳はそらせなくて、何だかクラクラする……。

「うっ」

　俺は、本気で頭がグラッときた。うっかり忘れていたが、俺は脚からけっこうな大量出血をしていたのだった。倒れかけた俺を、ラーフィアがあわてて抱きとめた。

「きゃあ！　どうしたの、ソータ！」

　ふたたびラーフィアの柔らかい胸が、今度は俺の肩に押しつけられた。けれども今度はラーフィアは必死で、照れている余よ裕ゆうはなさそうだった。

「はわわわわっ、すみません、姫姉様に会えてうれしくて忘れてました！　さっきダーク・ドラゴンに骨弾を撃うたれて、ソータ様は足にケガを～！」

　チャスカは真っ青になって、あたふたした。けれど、チャスカを責めることはできない。ケガをした当事者であるこの俺ですら、ラーフィアに抱きつかれて頭の中がパニクるあまり、脚のケガの痛みを完全に失念していたのだから。

「ケガ？　あっ、ここね！」

　ラーフィアは俺の頭と背中を支えてそっと砂の上に横たえると、俺の脚のほうへ移動した。次の瞬間、彼女はためらいもせず、豪華なドレスのすそに手をかけるとビリビリッと破いた。ドレスは腰の近くまで破け、ラーフィアの白い太ももがあらわになった。

「姫姉様！　そのドレスは姫姉様が大切にしていた……」

　チャスカが叫んだ。えっ、と俺は目を見開く。けれどラーフィアは、真しん剣けんな表情でドレスを破きつづけている。

「ま、待て、ラーフィア！　それ大事なドレスなんだろ、なんか高級そうだし、そんなに破るなよ」

「いいえ、この世に人の命より大事な物など存在しないわ。六年前の『崩壊の七夜』では、わたしはまだ幼くて何もできず、この砂さ漠ばくにかつてあったソーデリアの国土が消えて行くのを見ていることしかできなかった。だから今はもう、誰も死なせたくないの」

　ラーフィアは破ったドレスの切れ端で、俺の太ももをぎゅっと縛しばった。

「こんな応急手当しかできなくてごめんなさい。もうすぐ結晶戦車クリスタリオツトに乗って回復魔ま法ほうを使える娘こが来てくれるから、がんばって」

　ラーフィアがそう言い終わるかどうか、というタイミングで、砂漠に凛とした声が響いた。

「姫ひめ殿でん下か、結晶戦車クリスタリオツトを持ってまいりました！」

　見えたのは、虹にじ色いろに輝かがやく車だった。

　戦車というには優美すぎて、外国の童話に出てくるおとぎの馬車のように見える。ただし、それを引く馬はいなくて、車だけだ。その結晶戦車クリスタリオツトとやらは全体が透とう明めいな石でできていて、虹色に輝いていた。

　りりしい声は、戦車の前部に座っている女の子のものだった。淡あわい水色の髪かみで、俺より少しだけ年下に見えるから、十五歳さいぐらいだろう。彼かの女じよも、髪に水色の宝石をはめた金の宝冠テイアラを飾かざっている。細身で背が高く、鋭するどいぐらいに涼すずしい目をし、整いすぎているぐらい整った容よう貌ぼうの持ち主だ。目が涼しすぎるせいか、感情すら無いように見えるのが、少し気になった。

「姫殿下、チャスカは無事でしたか？」

　戦車の真ん中には操そう縦じゆう桿かんのような物が一本あって、女の子はそれに右手を置いている。それはラーフィアの杖つえと同じように、美しい彫刻がほどこされ、竜たつ巻まきの渦のようなモチーフの部分に、淡い水色の宝石がはまっていた。

「ええ、シャイラ。でも、ケガ人がいるの」

　ラーフィアがそう言うと、戦車から女の子が一人、あわてて降りてきた。

「はいですっ、ラーフィア姫様、このムーメの出番ですねっ！」

　その娘ムーメは淡い緑色の髪で、十三歳ぐらいに見える。おとなしそうだけれど、そそっかしそうだ。手には繊せん細さいな彫刻がほどこされた薬箱を持っていて、薬箱には淡い緑の宝石が飾られていた。そしてムーメも、その淡い緑の髪に、淡い緑の宝石がはまった金の宝冠テイアラを飾っている……気になってチャスカを見ると、激闘の間にフードが外れ、紫むらさきの宝石がはまった金の宝冠テイアラがのぞいていた。彼女たちの間で、宝冠テイアラが流行はやってるんだろうか？

　ひとつ気づいたのは、彼女たちの金の宝冠テイアラの宝石の色は髪の色と同じで、そしてラーフィアたちが持つ魔法の杖や、チャスカのぬいぐるみの目、ムーメの薬箱などの宝石の色もそれぞれの髪の色と同じ、ということだ。コーディネートしてるんだろうか、髪と宝石の色が同じだと目立たない気がするんだが、ソード・ドラゴンの美的感覚は俺たちの世界の人間とは違ちがうのかもしれない。

　ついでに、ムーメは焦あせっているわりには戦車の上から砂の上に飛びおりるのを、戦車のへりにぶら下がってもたもたと手間取っていたので、運動神経はかなり鈍にぶいとみた。

「このムーメがラーフィア姫様のために魔法力を発揮できるとは光栄のいたり、それで、おケガはどこです？」

「わたしではないわ、この人を治して」

　ラーフィアが俺を示すと、ムーメは不思議そうに俺に顔を近づけて、至近距離でまじまじと見つめてきた。

「ほえ？　この方は、巫女の離宮で見かけたことはありませんね？　よそで生き残っていた仲間の方でしょうか、ずいぶん肩幅のしっかりなされたお嬢じよう様さまですが」

「ウロコは無いけれど、彼かれは男の子よ。名前はソータ、伝説の『ウロコの無い男』」

　ラーフィアの言葉に、ぽやぽやしていたムーメはびっくりして、あわてて数歩後ずさった。

「ふああ～っ、男性の方でしたか！　これは失礼いたしましたです、どうしましょう、わたしあんな至近距離に近づいてしまいましたです～！」

　ムーメはリンゴのように真っ赤になったほっぺたを両手で押さえ、焦りまくっていた。

「男の子を前にして恥ずかしいのはわかるけど、今は近づいてくれなければ困るの、ムーメ。彼はダーク・ドラゴンに襲おそわれてケガをしているのよ」

「はっ、はい、了りよう解かいしましたです！　ここですね？」

　ムーメはおどおどしながら俺の横に座ると、薬箱をパカッと開いた。薬箱の中はからっぽだったが、淡い緑の魔法の光が渦うず巻まいていて、それが薬箱からふわっと浮うきあがると、俺の太ももの傷の部分にふわりとしみ込んだ。すると、傷のまわりがほんわりと温かくなり、痛みが消えた。

「傷をふさぎましたです、ソータ様。いかがですか、痛みは消えましたか？」

　ムーメは、薬箱のふたをぱたんと閉じた。

「あ、うん。全然痛くない」

　本当に、嘘うそのように痛みが消えていた。少し貧血で体がだるいだけだ。その貧血も、体の中にぽかぽかとした温かさが広がるにつれ、ましになってくる。血を失って冷たかった手足に、熱と力が戻もどってきた。

「すごい、これが回復魔法か」

　俺は立ちあがろうとした。しかし、立とうとしたら足がもつれて倒れかけ、あわててラーフィアとムーメが支えてくれた。

「まだ無理です、ソータ様。残念ながら、このムーメの回復魔法はいまいち効力が足りなくて、自然治ち癒ゆを早めることはできますが、一瞬で完治するというわけにはいかないんです」

「けれども、これだけ回復すればとりあえず命の危険は無いわ。ソータを助けてくれてありがとう、ムーメ。結晶戦車クリスタリオツトまで運ぶのを手伝って」

　ラーフィアとムーメは俺を支えて、戦車のほうへ歩いていった。

「キリル、ソータを引きあげてちょうだい」

　ラーフィアは、戦車の上に声をかけた。戦車の上から十二歳ぐらいの、ふわふわした淡い金色の髪の女の子が、おずおずと顔を出した。彼女もやはり、髪に淡い黄色の宝石をはめた金の宝冠テイアラを飾っていた。

「は、はい、姫姉様……わたしなんかじゃダメだと思いますが、がんばってみます」

　キリルと呼ばれたその子は、ずいぶん内気な感じだった。自信無さそうに俺の右みぎ腕うでを両手でつかみ、うーん、と引っぱってみる。けれどもその細ほそ腕うででは当然ながら、びくともしない。ラーフィアが下から押しても、やっぱりびくともしない。

「お、重い……！　男の子って、こんなに重いものなのね」

「すみません、姫姉様、やっぱりわたしなんかじゃダメなんです～」

　キリルがへこたれた声を上げる。ラーフィアが言った。

「そんなことないわ。わたしがもっとがんばって下から持ちあげれば、きっと……」

　そのとき、水色の髪のシャイラが俺の左ひだり腕うでをつかんだ。

「いいえ、姫殿下に力仕事などさせられません。わたくしが手伝います。引っぱりますよ、キリル」

「は、はい、シャイラさん！　いちにーの、さん！」

　キリルとシャイラが、俺の腕を引っぱった。シャイラはけっこう力があって、俺はぶじに馬車の上に引っぱり上げられた。

「すごいわ、シャイラ！」

　ラーフィアが感心して拍はく手しゆすると、シャイラはあくまでも冷静に、うやうやしく返事をした。

「お誉ほめいただきまして恐きよう縮しゆくです、姫殿下」

「さすが、将軍の家柄の令嬢ね。それに、キリルも……」

　と、ラーフィアはキリルに視線を移して、

「キリルも、手伝ってくれてありがとう」

　と言ったのだが、キリルは、

「いえ……わたしじゃなくて、全部シャイラさんのお力です」

　と、小さくなっていた。謙けん遜そんを通りこして、ずいぶん引っ込み思案な感じの子だな。俺が男だから恥ずかしい、っていうのともちょっと違うような……。

「うんしょ、うんしょ」

　チャスカは背が低くて乗りにくそうだったので、ラーフィアが抱っこしてやった。俺はだいぶ力が戻ってきていたので、戦車の上から手を伸のばして受け取った。

「ありがとう、ソータ」

　ラーフィアはにこっと笑うと、自分は戦車のへりに手をかけ、鉄棒選手のように身軽に体を持ちあげて、難なくひょいっと戦車の座席に飛びこんだ。ドレスのすそが破れているので、足が動かしやすいのか、身のこなしが軽かろやかだ。その鮮あざやかな姿に、俺はまたうっかり見とれてしまいそうになる。

「結晶戦車クリスタリオツト、出発進行！　巫女の離宮へ戻ります！」

　シャイラが操縦桿の杖を前方へ倒すと、戦車は音もなくすべるように進みはじめた。戦車が進みはじめると、戦車に積まれた結けつ晶しようの光が強くなったので、どうやらこの結晶は電池のようなエネルギー源らしい。

　戦車は、砂漠を進んでいった。




　それから三十分ほど、俺たちは戦車に揺ゆられていた。戦車が向かう先に、大きな山があった。いくつもの高山が集まった山さん塊かいで、全体が虹色に光っている。

　三十分のうちに、俺の貧血はだいぶましになった。ムーメの回復魔法が効いてきたんだろう。そしてそのあいだ、ダーク・ドラゴンの姿はまったく見えなかった。戦車が奴やつらの苦手な結晶石クリスタライトでできているので、近づいて来られないようだった。

「ラーフィアたちは、『生き残り』だって言ってたけど……」

　俺は戦車に揺られながら、向かいの座席に座っているラーフィアに声をかけた。ちなみにチャスカは俺の隣となりにいたが、他の三人は隣に座るのを恥ずかしがって、向かいの席に座っていた。戦車は広くて、向いあわせの五人掛けの座席が、三組もある。戦うための戦車ではなく、戦士の輸送用の戦車のようだ。

「六年前の『崩壊の七夜』とかいうやつって、何があったんだ？」

　俺がたずねると、ムーメとキリルは悲しそうな顔をした。思い出すのも辛つらい思い出のようだ。けれどもラーフィアは、気き丈じように答えた。

「……それは、突とつ然ぜんのダーク・ドラゴンの襲しゆう撃げきから始まったの。ある日突然赤い霧きりが空を覆って結晶核クリスタレアーの光をさえぎった。ダーク・ドラゴンは昼も夜もなく攻撃をつづけた。わたしたちはそのとき、ソード・ドラゴンの女子のたしなみとして、『巫女の離宮』で魔法の修しゆ行ぎようをしていたので難をのがれた……けれども、わたしたち以外のソード・ドラゴンは全員、全ぜん滅めつしてしまったの」

　つまり巫女の離宮は男子禁制で、魔法の教官である巫女たちと、生徒である女の子たちしかいなかった。その離宮にいた彼女たち以外の全員が滅ほろんだから、彼女たちのソード・アウトに必要なソード・ドラゴンの男は、もう一人も残っていないのだ。

　ラーフィアの話によれば、イシュカさんはこの離宮の教官の一人だったそうだ。卒業したばかりの一番若い教官だったが、弱じやつ冠かん十二歳にして超ちようエリート魔ま法ほう使つかいで、その魔法力は巫み女こ長ちようリザドラにも匹ひつ敵てきしていたという。

　崩壊の七夜の当日、イシュカさんは生まれたばかりの妹チャスカを子こ守もりのため連れてきていた。巫女の離宮では、百人ほどの教官や世話係の大人の女性と、魔法を勉強していた千人ほどの女の子が共同生活をしていた。

　その日、攻撃を受けるソーデリアの様子を遠くに見た巫女長リザドラは、時々起こる他国からの攻撃だと考えて、いつものように防衛軍に協力するため大人たちを率いて離宮を出た。イシュカさんは巫女長リザドラの次に魔ま力りよくが強かったため、千人の女の子たちを守るよう留守を任された。しかし、誰だれも帰ってこなかった……。

（つまり、巫女の離宮とやらには男だけじゃなくて、大人の女ももういないのか……？）

　七日後、誰も帰ってこず連れん絡らくも無いことを不ふ審しんに思ったイシュカさんは、魔法の鳥を飛ばして周囲を偵てい察さつした。しかし緑豊かなソーデリアの大地は砂漠（つまり、俺たちが今いるこの砂漠）となり、この六年間、ソードスじゅうを探しつづけたが、他に生き残りは見つけられなかったらしい。




　淡たん々たんと、ラーフィアは悲劇の物語を話した。思い出したのか、ムーメもキリルも泣いていた。そのころまだ赤ちゃんでよく覚えていないチャスカはポカンとしていて、シャイラは冷静に眉まゆひとつ動かしてはいなかった。チャスカはともかく、よく覚えているはずのシャイラが冷静すぎるのは、やはり感情が無いようで違い和わ感かんがあった。

「おっそろしい話だな……ダーク・ドラゴンってのは、何なんだ？　何が目的で、ソードスをぶっ壊こわしたんだ？」

　俺がたずねると、ラーフィアは首をそっと横に振ふった。

「わからないわ。だから、イシュカはずっと彼らが何なのか調べていた。どんなに倒してもわいてくるダーク・ドラゴンの巣が、実はこの世界ではなく、巫女にしか入りこめない回廊分岐ラウンド・アバウトにある、と先月ようやく突つき止とめて、危険を承知で偵察に向かったの」

「イシュカ姉様は焦ってたんです、どんなにソードスを探しても生き残りの男がどこにもいないから。どんなにわたしたちが魔法の修行をしても、男がいなければ本来の戦せん闘とう力りよくを一割も発揮できない。それではダーク・ドラゴンからソードスを取り戻すことはできない、と言って……」

　チャスカが、悲しげにうなだれた。

「先月？　俺が湖の底でイシュカさんに会ったのは、十年も前だぞ？」

　俺が何気なくそう言うと、ラーフィアは驚おどろいて俺を見つめた。

「イシュカに会ったの？　イシュカはどこ？」

　俺が答える前に、チャスカが口を開いた。

「ソードスと回廊分岐ラウンド・アバウトと異世界とは、全て時間の流れがちがうんです。わたしもイシュカ姉様といっしょに回廊分岐ラウンド・アバウトに入って、イシュカ姉様が幼いソータ様を助けたところも、ダーク・ドラゴンの襲撃を受けて戦っていたところも見ていました。つまりソータ様の世界の十年は、回廊分岐ラウンド・アバウトの中ではほんの数分……」

「ソードスでは一ヶ月よ、あなたたちが一ヶ月も帰ってこなくて心配していたの。砂漠で紫の魔ま法ほうが見えたから、やっと帰ってきたと思って、助けに駆けつけたのよ」

　ラーフィアがそう言ってから、一度息をのみ、必死に冷静さを保とうとしながらチャスカにたずねた。

「イシュカが襲撃を受けた、と言ったわね。それはつまり、妹のあなたが答えるのは辛つらいと思うけれども、イシュカは帰ってこないということなのね？」

「わかりません。戦いが激しくて近づけず、やっと戦いが終わったらイシュカ姉様は行方不明で……」

　俺が湖に落ちたとき、チャスカも近くにいたのか、と俺は驚いた。

　あのあと俺は祖父のボートに助け上げられたわけだが、チャスカのほうはイシュカさんが死んだような気がしなかったし、戦いが終わってまわりにいたダーク・ドラゴンも全滅していたので、「数分ほど」そのあたりを探していたらしい。そこに「十年後」の俺が、電車にひかれかけてまた回廊分岐ラウンド・アバウトに落ちてきた。それで、イシュカさんが見つけた「ウロコの無い男」である俺を助け、ソードスへ連れてきたということだった。

「あの、チャスカ。イシュカさんはきっと大だい丈じよう夫ぶよ」

　語り終えて悲しげにうなだれるチャスカに、淡い金色の髪のキリルがおずおずと声をかけた。

「だって、姉妹って心がつながってるというでしょ？　イシュカさんが死んだような気がしてないなら、イシュカさんは死んでないのよ」

「そ、そうでしょうか」

　チャスカの沈ちん痛つうな表情がゆるんだ。ムーメもうなずいた。

「そうですよ、魔法の教官をつとめるぐらい魔法力が強いイシュカ様のことですもの、きっとチャスカ様たちを回廊分岐ラウンド・アバウトから逃にがすためにどこか別の場所で戦ってたんです。回廊分岐ラウンド・アバウトの数分間がソードスの一ヶ月になるんですから、また一ヶ月もすれば帰って来られますですよ」

「ありがとうございます、ムーメさん」

　支え合う彼女たちの姿が、いじらしかった。教官にあたる人が誰もいなくなったのなら、みんなさぞかし不安だろうに。俺に何かできるなら、支えてやりたいと思った。助けてあげたかった。でも、俺に何ができるんだろう？　伝説の救世主とか言われても、俺はただの高校生である。とはいえ、元の世界へ帰るための回廊分岐ラウンド・アバウトはダーク・ドラゴンの巣そう窟くつだから、帰れない。じゃあこの世界で、俺にいったい何ができるというんだろう？

　俺の頭はぐるぐるして、いろんなことが一度にありすぎて、考えがまったくまとまらなかった。

　砂を巻き上げて戦車を走らせながら、シャイラは俺のほうを振りかえった。

「大だい丈じよう夫ぶですか、ソータ。車に酔よってはいませんか？」

　ぐるぐるする頭を抱かかえていた俺は、その言葉にはっと顔を上げた。

「あっ、ごめん。大丈夫、ちょっと考えごとしてただけだから」

「ならば良かった。姫殿下が乗り物酔いをしやすいたちなので、なるべく揺れないよう心こころ掛がけてはいるのですが。姫殿下は大丈夫ですか？」

「ええ、わたしはシャイラの操縦で酔ったことはないもの」

　ラーフィアがにっこり笑う。たしかに、でこぼこした砂漠を走っているというのに、結晶戦車クリスタリオツトはあまり揺れない。これは、シャイラの操縦技術によるものだったのか。

「ところで、姫殿下」

　と、シャイラはラーフィアに声をかけた。

「伝説の『ウロコの無い男』とは、『結晶核クリスタレアーが西からのぼるとき、ソードスは滅ぶ』というようなありえない例を出すことで、逆にソードスの永遠の繁はん栄えいを祝福する系の言葉だと思っていました。まさか本当に『ウロコの無い男』がいるなんて……だとしたら、『光の巫女』アルカディアス様も実在するのでしょうか？」

「そうね。今までは、この世に光属性の魔法なんて存在しないから、光属性の魔法を使う『光の巫女』もいないと思ってたけれど、ソータみたいに異世界にいるのかもしれないわ。そして伝説のとおり、ソードスに再び平和が来るという希望が持てる」

　ラーフィアが、俺に目を向けてたずねた。

「ソータ、ひょっとしてあなたの友達に『光の巫女』がいたりする？」

「いや、俺の世界の巫女さんは、お神楽かぐらを踊おどったりお守りを売ってくれたりするのが仕事で、魔法は使えない。そもそも俺の世界では魔法を使える奴なんていないから、どこか他の異世界にいるんじゃないかな」

「そう……まあ、ゆっくり探しましょう。少なくともどこかにいるっていう希望は、持てたんだもの」

　ラーフィアは優しくほほえんだ。さっきダーク・ドラゴンの群れと死し闘とうを繰くり広ひろげ、今もイシュカさんが行方不明になったという少し絶望的な話を聞いたばかりなのに、そんなことは何でもないことであるかのようにほほえんでいる。

　もちろん、何も感じていないわけじゃない。他の女の子たちを不安がらせないため、必死に気丈にふるまっているのだろう。だってラーフィアの手は、何気なくひざの上に置いているように見えるが、腱けんが白く浮き出るぐらい強く握にぎりしめられている。いろんな思いを、必死にこらえているのだろう。

「ラーフィア」

　俺はたまらず、ラーフィアに声をかけた。

「俺がこの世界の救世主だと言うんなら、何かあったら、いつでも俺に言ってくれ。俺にできることなら何でも手伝うし、できないことでもやってやる」

　心の底から、思わず出た言葉だった。

　それを聞いてラーフィアは、大きく目を見開いた。涙がその目から、ぽろりとこぼれる。

（しまった、元気づけるつもりだったのに、必死に辛さをこらえていたラーフィアを俺が泣かせてしまった！）

　俺は焦った。ラーフィアもあわてて、俺たちに顔を見られないよう、戦車の後ろへ顔をそむけた。だがその瞬しゆん間かん、ラーフィアの動きがピクリと止まった。

「……来たわ」

　緊張した声だった。他の女の子たちも、いっせいにその視線を追った。

　砂漠の彼方かなたの闇やみの深しん淵えん……かつてソーデリア帝てい国こくの宮きゆう殿でんがあったというその方角を、ラーフィアは指さす。メコメコメコッ、と砂漠が溝みぞのようにへこんでいくのが見えた。砂漠の彼方から、俺たちの方へ向かって、その溝はものすごい速度で伸びてきていた。

「ダーク・ドラゴンよ！　全員、迎撃用意！」

　ラーフィアは杖を手に、立ち上がった。シャイラは戦車の操縦を続け、チャスカは鳥のぬいぐるみを持って立ち上がる。キリルも自信が無さそうにおずおずと、杖を持って立ち上がった。キリルの杖は、内部で放電している透明な球体が先についていて、長さは短く、マイクかおもちゃの魔法ステッキみたいに見える。

　どうやらダーク・ドラゴンは、砂の中を進んできているらしい。モグラなら、土をかき分けて進むので、その軌き道どうはモコモコとふくらむ。けれどもダーク・ドラゴンの場合は、砂の底の物質を消しよう滅めつさせながら進むので、軌道は逆にくぼんで溝になるのだ。

「あ、あの、わたし攻撃魔法が使えないのでよくわからないのですが、あの溝はけっこう大きい感じなのですが、大丈夫でしょうか……？」

　ムーメが他の女の子たちの邪じや魔まにならないよう、薬箱を抱いて、座席のすみっこに縮こまった。シャイラが答えた。

「安心なさい、ムーメ。この結晶戦車クリスタリオツトに搭とう載さいした結晶石クリスタライトは最高純度の光の防ぼう壁へき、大型のダーク・ドラゴンが相手でも相そう殺さいはされません」

「そう、だから敵は結晶石クリスタライトの光を避さけるため、地中に潜もぐって近づいてきているのよ」

　ラーフィアは、メコメコと追ってくる砂のくぼみをキッと見すえた。淡いピンクの髪が激しく風になびいて、炎ほのおのようだ。

「けれども、誇り高きソード・ドラゴンの前には、卑ひ小しような小細工など無意味！　こそこそ隠かくれず堂々と戦いなさい、嫌いやだと言っても力ずくで砂の覆おおいをはがして光のもとに晒さらしてあげましょう！　灼熱火球フアイアー・ボール！」

　きれいに澄すんだまっすぐな声とともに、ラーフィアは杖を振る。杖の先の宝石に光が集まり、火の玉が飛びだした。火の玉はメコメコの溝の先せん端たんにぶち当たり、爆ばく発はつして砂が激しく飛び散った。

「ジャオオオオオ！」

　砂漠にあいた巨きよ大だいな穴から、長さ数十メートルはあろうかという、漆しつ黒こくの太いヘビみたいなやつが飛びだした。最高純度の結晶石クリスタライトの光をあびると、そいつはすごい勢いで蒸発していった。けれども大きさがそこそこあるので、蒸発し切る前に戦車に追いつきそうだ。

「みんな、もっと撃って！　近づけないで！」

「はい姫姉様っ、恐怖の鴉スケアー・クロウ！」

「ふええっ、来ないでぇ、電光雷撃サンダー・ボルト～！」

　チャスカの鳥のぬいぐるみの口から紫の鳥が、キリルの杖からは金色のイナズマが飛びだし、ラーフィアの赤い火の玉といっしょになって、太いヘビに襲いかかった。

　ところがそのとき、太いヘビの頭部が変形したかと思うと、次々にガイコツ鳥の形になった。無数のガイコツ鳥は煙えん幕まくのように、魔法の前に立ちはだかった。魔法はガイコツ鳥を消滅させて吸収され、その中から太いヘビが飛びかかってきた。

「ジャオオオオオンッ！」

　速い、戦車の速度では逃げ切れない。ラーフィアたちが必死に魔法を放っているが、敵が大きすぎて表面を蒸発させるばかりだ。

　そのとき、操縦していたシャイラが、この状じよう況きようでも恐おそれもせず怯ひるみもせず、機械のような無感情さで、凍こおりつくほどに冷静に魔法を使った。

「突貫旋風ドリルネード！」

　シャイラが操縦桿に使っている杖の先から、ギュルギュルとうなりを上げたのは、青く渦巻く風だった。それは敵ではなく戦車の下へ回りこみ、大きな戦車をふわっと浮かせた。その後に太いヘビが突っこんできて、砂の中にズボッと埋うもれた。

「さすがシャイラ、お父様の将軍ゆずりの戦車術ね」

　ラーフィアが誉ほめると、シャイラは最初驚いたような顔をしていたが、無感情の底からのろのろと感情が目を覚ましたかのように、ゆっくりと白い頬ほおが赤く染まっていった。

「恐れ入ります、姫殿下」

　シャイラは恥ずかしそうに目を伏ふせて、遠えん慮りよがちに答えた。

（あ、この娘こ、こんな顔もできるんだ）

　はじめてシャイラが感情を見せたので、自分に関係ないこととはいえ、俺はちょっと安心した。

　そのまま戦車は再び着地して走りだした。光る山は、まだ遠い。そして太いヘビは砂の上でモゾモゾと立ちあがると、粘ねん土どのように形を変え、三階建ての建物ほどもある巨大なドラゴンの姿になった。妖よう怪かい図ず鑑かんなどで俺たちがおなじみの、翼つばさを持ったドラゴンだ。

「ジャオオオン！」

　ダーク・ドラゴンは、何のためらいもなく結晶戦車クリスタリオツトの上に落下してきた。結晶石クリスタライトの光を浴びているというのに、その表面はチリチリと小さな音を立てるばかりで、ほとんど蒸発しない。

「表面の闇の密度を高めてきたわ、あれを貫かん通つうするには結晶石クリスタライトの力が足りない！　戦車から逃げて！」

　ラーフィアが叫さけび、女の子たちは戦車から転がり出た。シャイラは操縦桿に使っていた杖を引ひっこ抜ぬいてから、逃げだした。後で聞いたが、魔法の杖は魔法力の伝導体であり、それを戦車にはめることで魔法力を戦車の中へ流しこんで、操縦できる仕組みになっているそうだ。

　みんなが砂の上をちりぢりになって逃げるその背後で、ズシーンと激しい音がした。ダーク・ドラゴンが結晶戦車クリスタリオツトの上に完全に乗りかかり、その下の砂をも消滅させて、半分ほど砂に埋もれていた。

「ふああああぁっ、やっぱりわたしなんかの魔法力じゃダーク・ドラゴンにかなうわけなかったんです、役立たずでごめんなさいぃー！」

　キリルが半泣きになりながら逃げている。

「キリル様が役立たずなら、攻こう撃げき魔ま法ほうを使えない非戦闘員なわたしはもっと役立たずです、あーん！」

　ムーメは薬箱を抱だきしめて、完全に泣いている。俺も逃げながら、みんな無事だったか視線をくばって人数を確かく認にんしようとしたが、ばらばらでよくわからない。

　いや、全員無事だ。なぜなら、ダーク・ドラゴンに向けて赤と青と紫、三つの魔法が三方向から放たれたのを見たからだ。

「キリル、へこたれないで！　戦車が無くなった以上、力ずくで倒たおすしかないわ。魔法をガンガン放つのよ、灼熱火球フアイアー・ボール！」

　ラーフィアが炎魔法を撃ちまくっていた。このお姫ひめ様さまは、この絶望的な大きさのダーク・ドラゴンを前にして、よくもまあ「力ずくで倒す」という荒あらっぽい発想が出るものだ。

「そのとおりです、姫ひめ殿でん下か。そもそも逃げ回るよりも力でねじ伏せるほうが、わたくしも好みです。というわけで、突貫旋風ドリルネード！」

　シャイラも風魔法を放った。このお姫様にして、この部下ありというか、よくぞこの巨大な相手を「ねじ伏せる」という上から目線の発想が出るもんだ。チャスカも、二人に比べて魔法の威い力りよくは劣おとるものの、ぬいぐるみを振り回して必死に撃っている。

「ふあああっ、ぜったい無理だけど、電光雷撃サンダー・ボルト～！」

　キリルは完全にへっぴり腰ごしで、雷かみなり魔法を放った。

　けれどもラーフィアたちの魔法は、ダーク・ドラゴンの表皮をわずかに蒸発させることしかできない。どんなに高速で魔法を連発しても、敵が大きすぎて火力が足りないのだ。まるで大きな氷柱つららを、マッチの火で必死に溶とかそうとしているように。

「ジャオオオン！」

　砂に埋もれていたダーク・ドラゴンが、しばらくラーフィアたちの攻こう撃げきを黙だまって食くらっていたが、どうやらまったく脅きよう威いではないと認にん識しきするや、再び羽ばたいて空に舞まいあがった。そして、ばらばらに立っている俺おれたちを見下ろし、誰から先に倒そうかと選びはじめた。

　それに気づいたラーフィアが、突然、自分からダーク・ドラゴンのほうへ駆かけだした。

「わたしが足留めするわ、みんなは逃げて！」

　俺はびっくりした。魔法が全然効かないこの状況でも、まだ逃げるという選せん択たく肢しが無いのか、このお姫様は！

「待て待て待て！」

　俺は必死の全速力で走って、ラーフィアに追いつき、腕うでをつかんだ。ラーフィアはびっくりして、振りかえる。

「ソータ、もう足が治ったのね。ムーメの回復魔法、けっこう上達してるじゃない」

「殺されるのがわかってて突っこんでいくとか、無む茶ちやにもほどがある！　バラバラに逃げれば、奴が誰を追いかけるか迷ってるすきをついて、うまく全員逃げられるかもしれないだろ」

「もしうまく逃げられなかったら、だれかが殺されるのよ？　それならわたしが犠ぎ牲せいになるわ、それが人の上に立つ者の崇すう高こうな義務だと、父皇こう帝ていソルディオスにいつも教えられてきたんだもの。だから放して、ソータ！」

　ラーフィアは俺を振り払おうとして、いきなり腕を引いた。まさか女の子の力に負けるはずはないのだが、不意をつかれてよろけてしまう。

「わあ！」

「きゃっ……！」

　ぽふん。

　てっきり砂に顔からズザザッと突っこんで、砂やすりで顔をこすったみたいに血まみれになるかと覚かく悟ごしていたのに、意外にもそれはふんわりとした、ソフトランディングだった。つまり俺は文字どおり、柔らかソフトな物の上に着地ランデイングしていた……うつ伏ぶせになった俺の体の下に、よろけたときに巻き込んでしまったラーフィアを敷しきこんでいたのだ。

　一いつ瞬しゆん、目の前が真っ暗で何がどうなってるのかわからなかった。それと、息苦しい。口と鼻が、何か柔らかい物に埋まって息ができなくなっている。急に息ができなくなって、よけいに俺は混乱していた。

「ふあっ……？」

　ラーフィアが空気の抜けたような不思議な声を出した。そして、やっと俺は状況が把は握あくできた。俺の鼻はラーフィアの柔らかいほっぺたに、口はラーフィアのもっと柔らかい唇くちびるに押おし当あてられていた。それで俺は息ができなかったし、ラーフィアは何か言おうとした唇がふさがれていたせいで、空気が抜けたような声を出したのだ。

「うわあああ！　ごめん！」

　俺はあわてて顔をそむけると、全力で手を突っ張って、ラーフィアの上からどいた。さらに最悪なことに、突っ張った俺の手に、むにっとした感かん触しよくがあった……俺の手は地面ではなく、ラーフィアの胸の上にあるふたつの盛り上がりに、偶ぐう然ぜんにもジャストフィットしてしまったのだ。ふにゃふにゃして、すごくさわり心ごこ地ちがいい。けれど、これはさわっちゃいけないやつだ。







[image: ]







「悪い、すまない、ごめんなさいっ！　でも取りあえず今は逃げっ……」

　謝罪の三段活用の最中で、俺ははっと気づいた。手の下で、ラーフィアの体がほのかに光っていたからだ。

「えっ？」

　俺はラーフィアを見下ろす。ラーフィアの全身がピンク色に光り、その光がみるみる強くなっていく。この光、昔イシュカさんの体からドラゴンが抜けだしたときと同じだ……そういえばあのときも、キスした直後に体が光りだしたのだ。

　やがて全身の光がラーフィアの胸のあたりに集まり、ポウッと光の球となって胸から浮きあがる。

「何だ、これ……？」

　俺が触ふれようとした瞬間、光の球はまばゆい閃せん光こうとともにはじけた。あまりにまぶしくて、俺は一瞬目がくらんだ。チカチカした目で見たものは、はじけた光の中から現れた、一ひと振ふりの大剣だった。ラーフィアの体の上に浮いているその剣に、俺は吸い寄せられるような感じがして、手を伸ばした。

「何だ、この剣は？」

　俺は剣を持ち、よく見るために立ちあがった。それは、ピンクの宝石が柄に飾られた両手剣だった。刀身は鋭くとぎすまされ、真新しい表面は一点のキズも曇くもりもなくつややかに光っている。

　ラーフィアも信じられないように、自分の胸むなもとを押さえた。

「ソード・アウトだわ！　はじめて見た、これがわたしの武器ソード……！」

「この剣、どこから出てきたんだ？」

「わたしの中よ、いいからそれを持って戦って！　それはわたしの魔法力の結晶、剣ソードを体内から放出アウトしてしまったら、わたしは魔法で戦えないのよ。ソータが戦って！」

「ええっ？」

　ラーフィアが魔法で戦えないってことは、俺が守ってやらないと、自分では身が守れないってことか？　俺はいちおうこの日のために体育の授業で剣けん道どうなどがんばってはいたが、実戦で通用するのか？　というか、魔法も効かない、触れるだけでこっちが消滅してしまうダーク・ドラゴンを相手に、剣なんかで戦えるのか？

　考えているひまは無かった、ダーク・ドラゴンは超低空飛行でまっすぐ俺たちに突っ込んできていた。俺たちが動きを止めているので、こいつらが一番仕留めやすそうだと判断したのだろう。

「危ないラーフィア、逃げ……」

「逃げなくていいわ、ソード・アウトできたなら勝負はこっちのものよ！　ソータ、その剣を振りかざして！」

　ラーフィアの声が弾はずんでいる。俺はそんなラーフィアを信じて、両手剣を振りあげた。剣は長いが、竹刀しないほどの重さしかなく、片手でもたやすく扱える軽さだった。

「ジャオオオオン！」

　俺に向かってダンプのように突っ込んできたダーク・ドラゴンは、一瞬ののち、俺の後ろにいた。たしかに真正面からぶつかってきたはずなのに、何の衝しよう撃げきも感触も無かった。

「何だ、ひょっとしてワープした？」

　俺は振りかえった。ダーク・ドラゴンはそのまま、俺のことなど忘れたかのように数十メートルほど飛びすぎて行った。そして、突然ぴたりと動きが止まったか、と思うと、

「ジャッ……」

　ダーク・ドラゴンはスイカみたいにまっぷたつになり、左右に分かれてドサッと砂の上に倒れた。その切断面は真っ黒で、中には骨も内臓も筋肉も入っていない……ただ、何の形も持たない闇が詰つまっているだけだった。

　そして、切断面は赤く燃えていた。固形燃料に火をつけたときのように、ゆらゆらと透すき通とおった炎が揺れて、ダーク・ドラゴンの残ざん骸がいはわずか数秒で燃えつきた。

「……斬きれた？　ひょっとして、この剣で？」

　俺は大きな両手剣を、信じられない気持ちで見つめる。ダーク・ドラゴンを斬ったのに、包丁で豆とう腐ふを切るよりももっと何の手ごたえも無い。よく見ると剣のふちにはパン切りナイフのようなごく細かいギザギザがあり、チェーンソーのように高速回転していた。丸太を切断するチェーンソーの原理と、刃はが帯びる赤い炎ほのお魔ま法ほうの力、そのふたつによってダーク・ドラゴンを、チーズケーキを切るようにサックリと切り分けてしまったのだ。

　けれども、安心してはいられなかった。さらに地平線の彼方から、新たなガイコツ鳥が飛んできたのだ。空を全すべて覆い、星の光を消し去るほどの大軍である。

「おいおいおい、しつこすぎるだろ！」

　俺は思わず叫んだ。野球やサッカーの試合ならイニングや時間の制限があるし、ゲームなら巨大で手ごわいラスボスを全力を出しきって倒せばすっきり終わりで、そのあとでまたザコ戦が再開したりはしない。正直うっとうしいんだが、いったいいつ終わるんだ？

「大丈夫よソータ、わたしを信じて、その剣の力を信じて。心を合わせて共鳴するほど、大きな力が増ぞう幅ふくされる。あれぐらいの敵、一いち撃げきで粉ふん砕さいできるわ」

「一撃？　あの数を？」

　とても信じられなかった。でも、ラーフィアは自分を信じろと言う。

　敵に勝てないと思うことが敵の力を信じることで、勝てると思うことがラーフィアの力を信じることなら、俺はラーフィアを信じる。ラーフィアの両手剣を持った、俺を信じる。信じる心が胸を熱くする、体の中に力がわきあがる。さっきムーメに治ち療りようしてもらったときに少し感じた感覚、それがもっと強くなったこれが、共鳴ってやつなのか？

「粉砕って、どうすればいいんだ！」

　敵がぐんぐん近づいてきて、俺は焦あせる。けれども、ラーフィアは冷静に、剣を持っている俺の手にそっと手を添そえた。

「簡単な答えよ。魔法を放てばいいのよ、ソータ」

「魔法って、どうやるんだよ！　俺はただの高校生で、ふつうの高校生は魔法なんか使った経験無いわけなんだが！」

「興奮しないで、落ちついて。共鳴が乱れるわ」

　ラーフィアが、俺の手を優やさしく撫でた。それは一定したリズムで、恐きよう慌こう状態だった俺の心がスッと嘘うそのように静まった。共鳴のリズムだったことに、後で気づいた。

「そう、ゆっくり呼吸をして。精神を集中させて、大丈夫、わたしが教えてあげるから」

　ラーフィアが、剣を持つ俺の手を両手で優しく包つつんだ。ラーフィアの手から、脈みやく拍はくを感じる。それは俺の心臓の鼓こ動どうと同期して、共鳴して、まるで俺たちがひとつになったように感じた。心は静まっているのに、体の中心にわき上がった熱はますます大きく熱くなって、まるで体の中でストーブが燃えてるみたいだ。

「何だこれ、ラーフィア、胸が熱いっ……！」

　苦しくて、たずねる声がかすれてしまった。ラーフィアは驚いて俺を見た。

「胸が熱いのは、炎の魔法力がたまってるからだけど、そんなに苦しいほど熱いの？　わたし一人のときには、苦しいほど熱くはないのよ。きっと共鳴して、魔法力がソータの中で何倍にも増幅してるんだわ」

「それでどうすればいいんだ、熱くて苦しいっ……」

「がまんして、ソータ。もっと増幅すれば、より大きな魔法力で敵により巨大なダメージを与あたえられるから」

　体が張はり裂さけそうに熱くて苦しくて、けれどもその熱はどこへも逃げられなくて、俺の全身に脂あぶら汗あせがドッと浮ういた。頭の中に火花が散って、苦しくて気を失いそうだった。

「悪い、ラーフィア。ちょっともう俺、本気で限界かもしれない」

「いいわソータ、初めてなんだもの、無理してはいけないわ。大丈夫、これだけ増幅していれば、きっと十分な魔法力がたまっているはずよ」

　ラーフィアの優しい声に、俺は救いを感じた。意識が飛びそうになり、指の力が緩ゆるみかけた俺の手を、ラーフィアはしっかり握って剣をつかませた。

「魔法を放つわよ、ソータ。指先に意識を集中して。魔法力は、そのままでは体から出て行かないの。わたしたちの杖つえやこの剣のような、魔法伝導体を伝わらせて外へ放出するの。体の中の熱を手に集中して、剣へ流し込んで」

「熱を集中って、どうやって……」

「ソータの手を握ってるわたしの手に意識を集中して、わたしの脈とソータの呼吸を合わせて。最初はわたしが導くから、この魔法を放出する感覚を覚えてちょうだい」

　頭が熱くてぼんやりしていたが、この苦しさから早く楽になりたい一心で、俺はラーフィアに呼吸を合わせた。夢中で呼吸を合わせていると、体の中を何か熱い物が流れていくのを感じた。怒ど涛とうのように、俺の手へ、そこからせきを切ったように剣のほうへ……。剣はまるで、電化製品についているアースのように、俺の中にたまりまくった魔法力を外へと放出させた。剣が赤く燃えるように光る。敵はもうすぐ目の前だ。ラーフィアが叫んだ。

「今よ、放って、ソータ！　灼熱火球フアイアー・ボール！」

　その声に、体の中の熱が一気に引き抜かれるような感覚を覚えた。引き抜かれた熱は剣へ一気に流れこんでほとばしり、先端からすさまじい炎の渦うずとなって飛びだした。さっきラーフィアが使っていた魔法とは範はん囲いも威力も段だん違ちがいで、まるで炎の嵐あらしのようだ。

　炎の嵐はゴオゴオとすさまじい音を立てながら、竜たつ巻まきのように渦を巻き、空を覆っていた大量のガイコツ鳥を襲おそった。ガイコツ鳥は、まるで炎の洗せん濯たく機きの中に放り込まれたチリ紙のように、一匹残らずちりぢりに打うち砕くだかれ、引き裂かれる。そしてちりぢりになった破は片へんが炎に包まれて、空はまるで花火大会の「スターマイン」みたいになった。

　魔法力を一気に噴出して、俺は体の中がぽっかりと、からっぽの抜け殻がらになったように感じた。さっきまでの熱と苦しみから解放され、一気に脱だつ力りよくして、俺は思わずひざをついた。

「す、すごい……これが、魔法か」

　ひざをついたまま、祝福の紙かみ吹雪ふぶきのように降りそそぐ炎を見上げて、俺はまだ高鳴る胸の動どう悸きがおさまらなかった。

「ええ。こんなに魔法力が増幅するなんて、わたしたちきっと相あい性しようがいいんだわ。ソータが慣れてくれば、もっともっと魔法力をためて大きな威力に……」

　ラーフィアは興奮して、うれしさのあまり頬を真っ赤にしていた。けれど、ふとハッと何かに気づいて、あわてて両手の人差し指をツンツンする。

「あっ、ごめんなさい、あのっ……相性がいいって、その、恋愛的な意味じゃないのよ」

「あ、う、うん。大丈夫、うん」

　何が大丈夫だかわからないが、俺も照れくさかったので、取りあえず同意しておいた。

　そこに、シャイラたちがわらわらと戻もどってきた。

「姫殿下、すばらしいソード・アウトでした。ソード・アウトによってあれほど攻こう撃げき力りよくが上がるとは、イシュカ殿どのが生き残りの……特に『男』を必死に探していた理由がよくわかりました」

　たしかに一体ずつしか倒せない単体魔法が、敵全部を一度に撃げき破はする全体魔法になっただけでも、特にすぐ分ぶん裂れつしたり変形したりするダーク・ドラゴン相手には有利である。その上、魔法そのものの威力も格段に上がっている。

　ラーフィアも、満足げにうなずいた。

「とりあえず、今の魔法の威力は灼熱火球フアイアー・ボールという感じではないわね、何か他ほかの名前をつけないと。ソータ、何か名づけのアイディアはある？」

「えっ？　魔法の名前って、そんな適当に決めていいのか？」

「魔法の名前をとなえるのに、あまり意味はないの。みんなで戦うときに敵の攻撃かどうかわからないと混乱しちゃうから、味方どうしの意思疎通のためのものね。魔法の名前も特に大きな意味はなくて、便べん宜ぎ的てきに決めているだけなのよ」
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「なるほど、球技のときに体育の先生がよく『声出して行け！』って言ってるやつか。う～ん、それなら爆炎フアイアー猛嵐・ストームっていう名前はどう？」

　ちょっとシンプルすぎるかな、と思ったけれど、ラーフィアはうれしそうに両手をパンと合わせた。

「いいわね、それで行きましょう！」

「姫姉様、そろそろ夜が明けます。もうダーク・ドラゴンは襲ってきません、使わない剣ソードはさっさとお片付けソード・インしないと、ソータ様の気力がむだにどんどん消しよう耗もうしてしまいます」

　チャスカが心配そうに言った。そういえば体がまただるくなってきてるのは、戦いの疲つかれかと思っていたが、何かを吸い取られているようにも感じる。

「きゃあ、ごめんなさい、ソータ！」

　ラーフィアはあたふたしながら俺の手から剣を取った。すると剣の全体が光りはじめ、その光がじょじょに球となる。その光の球をラーフィアが赤子のように優しく抱きしめると、それは彼かの女じよの胸の中へ溶けるように消えていった。

　地平線は、赤く染まっていた。そして、地平線から不思議な天体が姿を現した。白銀色に、まばゆく輝いている……。太陽かと思ったけれども、目を細めて見たその形は、太陽のような球形ではない。結けつ晶しようでできたウニのような、トゲトゲとした形をしていた。

「ソータ、あれが結晶核クリスタレアー。結晶界の回転の中心、そしてソードスに光を与え命を育はぐくんでくれる太陽よ。結晶石クリスタライトもあれと同じ波動の光を放つけれども、その何億万倍も強いエネルギー、どんな巨大なダーク・ドラゴンも一瞬で消し飛ぶわ。夜は明けた……戦いは、終わったの」

　ラーフィアが、安あん堵どを込めてそう言った。朝焼けの光に照らされて、淡あわいピンクの髪かみは炎のように揺ゆれていた。

「俺たちの世界の太陽とずいぶん違うけど、日の出がきれいなのはどの世界も同じなんだな」

　俺が今までで一番きれいだと思った日の出は、祖父といっしょに富士山に登って見た初日の出だ。どこまでも続く雲の地平線を照らす、黄金に輝くまぶしい光だった。

「いや、こっちの世界の日の出のほうが、もっときれいかもしれない……」

　そんな感かん嘆たんのことばが、思わず口から出た。それは死の危険をすり抜けて命をかけて戦い抜いて、今日一日ぶんの命を勝ち取った、そのひとときの命を祝福してくれる夜明けの太陽だからなのかもしれない。

　見ているうちに、結晶核クリスタレアーの光は砂さ漠ばくの彼方の、地面が大きくえぐられたような暗黒の深淵へと届いた。圧あつ倒とう的てきな量の光にさらされて、谷底からすさまじい蒸気が舞い上がり、ゆらゆらと燃えるような陽炎かげろうが立ちのぼった。

　そして陽炎がとだえると、朝の光に包まれた茫ぼう漠ばくたる砂漠に、白銀の静せい寂じやくが訪おとずれたのだった。







二章　焼き上げろパン！　今夜のおかずはドラゴン・フルーツ







　砂さ漠ばくに朝が訪れてしばらくしたころ、「巫女みこの離り宮きゆう」から新しい結晶戦車クリスタリオツトが迎むかえにやってきた。

「お迎えにまいりました、姫ひめ姉ねえ様さま」

　操縦していたのは、淡いオレンジ色の髪の女の子と、淡い黄緑色の髪の女の子だった。二人も、髪にオレンジ色と黄緑色の宝石をはめた金の宝冠テイアラを飾かざっている。本当に彼女たちは、もれなく宝冠テイアラをつけているようだ。ずいぶん流行はやってるんだな、と思った。

　俺たちはその戦車に乗りこみ、「巫女の離宮」がある結晶石クリスタライトの山脈へ向かった。

　山が近づくにつれて周囲の風景は砂漠から、枯かれ草くさの生えた荒あれ地ち、草原、そして木々が茂しげる緑豊かな森へと変わっていった。山のまわりにはダーク・ドラゴンが近づけないので、砂さ漠ばく化かから守られ、森が残っているのだとラーフィアが教えてくれた。

　戦車は山の急きゆう斜しや面めんをぐいぐい進んで、標高五千メートルはある山を登りきると、そこに壮そう麗れいな白い石で造られた宮殿が建っていた。それが「巫女の離宮」だった。

　離宮の門を入ると、宮殿まで、白い石の柱が両りよう脇わきに並んだ広い列れつ柱ちゆう廊ろうがつづいていた。柱は高さ十メートル以上はあり、美しい花が咲さくツル植物が巻きついていて、華はなやかだし良い香かおりがする。列柱廊の外側は手入れの行き届いた庭園になっていて、テレビで見たヨーロッパの宮殿よりもさらに華か麗れいだ。庭園のあちこちに緑豊かな美しい木が生えていて、赤あか紫むらさき色いろの大きな実がつややかに実っていた。

　白い柱の上に人の気配を感じて、俺は顔を上げた。柱の上にあったのは、人ではなく、まるで生きているかのようにリアルで躍動感あふれた白い石像だった。

「うわあ……すごい。美術館みたいだ」

　思わず声に出してしまったほど、その素す晴ばらしい造形に俺は胸を打たれてしまった。

　柱の上の石像は、一本につき一体ずつ乗っていた。その多くは、鎧よろいに身を包み武器を手にした、全身ウロコで頭には一本から複数本の、水牛のように立派な角が生えた恐竜人間みたいな、ソード・ドラゴンの戦士の像だった。だが戦士だけでなく、進軍ラッパを吹ふくラッパ手や、竪たて琴ごとを持った吟遊詩人らしき像もあって、ソード・ドラゴン族が戦争だけの種族ではなく、文化的にも高度な文明を持っていたことを感じさせた。

　柱の下には、色とりどりの淡い髪色の女の子たちが、ずらりと並んで俺たちを出で迎むかえていた。十歳さいから十六歳ぐらいの女の子たちだ。そしてみんな、やっぱり髪に宝石をはめた金の宝冠テイアラを飾っていた。

　巫女の離宮は本来、四歳から十歳までの女の子のための魔法学校だったらしいから、それで六年前の「崩ほう壊かいの七なな夜よ」にここにいて生き延びた娘たちが、六年後の今、この年ねん齢れいになっているというわけである。

「姫姉様、お帰りなさい！」

「ラーフィア姫様、お帰りなさい！」

　進んでいく戦車に向けて、歓かん声せいの雨が降りそそいだ。歓声だけではない。幾いく人にんかの女の子はかごいっぱいに花を摘つんで、戦車が進む白い石だたみの道にまき、花びらのじゅうたんを敷きつめた。また幾人かの女の子は、国歌のような荘そう厳ごんな歌を合唱していた……あとでラーフィアに聞いたが、ソーデリアの国歌だそうだ。

　戦車の中で、キリルもそれに合わせて歌っていた。何気なく口ずさんでいる感じだったが、その声は透明感があって、音もまるで音おん叉さのようにぶれることなくひとつひとつきれいで、要するにものすごく歌がうまかった。知らない曲だけど、キリルの歌がうまいのはよくわかって、俺はしばしうっとりと、それに耳を傾かたむけていた。すると俺の隣となりでラーフィアが、

「キリルは歌が上手でしょう。本人は恥はずかしがって、わたしたちの前では歌ってくれないんだけれど、歌が好きみたいでときどき無意識に歌ってるの。でも、誉めるとやめちゃうから、黙っててね」

　と、唇に人差し指を当てて、いたずらっぽくウインクをした。どうやらキリルが歌がうまいのは、周知の事実らしい。俺もしばし、その歌声に癒いやされていたのだった。

　俺たちを出迎えた女の子たちについて、そしてこの「巫女の離宮」について、ここに来る途と中ちゆう、俺はラーフィアたちからいろいろ聞いていた。

　あらためて、俺が知っていることをまとめよう。まず、ここは太陽である結晶核クリスタレアーを祭る巫女たちが、貴族の女子に「たしなみ」として魔法を教えるための寄宿学校らしい。ソーデリア帝国は平和であったが、それでもいざというときに民たみを守って戦うのが貴族の義務ということで、四歳から十歳までの貴族の女子が、ここで学んでいた。

　女の子たちの数は、千人近くいるらしい。けれども六年前に巫女たちがいなくなって、イシュカさん一人ではさすがに教育の手が足りず、年少者のほとんどは攻撃魔法もろくに使えない非戦闘員だという。

　年長者もダーク・ドラゴンと戦えるほどの魔法が使えるのは一割ほどなので、この巫女の離宮で守られている間は大だい丈じよう夫ぶだが、外界に討うって出られるレベルではない。外界に出られるレベルなのは、イシュカの妹チャスカ、皇こう女じよラーフィア、将軍ジャイロの娘シャイラ、キリルの四人だけだそうだ。

　それにしても、さっきまでいた砂漠が嘘のように、巫女の離宮は豊かな緑に包まれている。結晶石クリスタライトのおかげで、植物の生育がとても良いらしい。結晶石クリスタライトは圧力をかけると、光や熱といったエネルギーを放出する。つまり山全体が自じ重じゆうによって発熱しているので、離宮はいつも暖かい。標高五千メートル以上ありながら、一年中春のような温度なのだ。

　そんな常とこ春はるの庭園では、ドラゴン・フルーツという栄養価の高いフルーツが大量に採れる。列柱廊からも見えていた、赤紫色のつやつやした実がそれだ。このフルーツは、そのまま食べると甘あまい瓜うりのような味なので、冷やしてデザートやジュースになる。ところが塩を振って焼くと、果肉がもっちりと緻ち密みつにつまって、チーズのようになるという。

　またドラゴン・フルーツの木はヤシの木のように繊せん維い質しつの樹皮に包まれていて、これをはがすと丈じよう夫ぶな糸がとれる。巫女の離宮には式典に使う衣装を作るための工こう房ぼうがあって、そこで布を織って、服や布ふ団とんやじゅうたんを作っているそうだ。

　水も、結晶石クリスタライトの鉱こう床しようを通った清せい浄じようなものがたくさん手に入るらしい。結晶石クリスタライトの圧力で山の上にあちこち噴ふん水すいのように噴きだしているので、それを利用して自動的に庭園の水やりができるよう設計されている。

　だから「崩壊の七夜」の後も、イシュカさんの指導のもと、誰だれ一人ひとり飢うえることも渇かわくこともなく、衣食住全て豊かな生活が可能だった。たぶん、ここに足りないのは自由だけなのだ。そして自由は離宮を出て、あの砂漠に陣じん取どるダーク・ドラゴンを倒さなければ、永遠に手に入らないのかもしれない。

「ソータ様！」

　歓声の中、名前を呼ばれて俺はハッと顔を上げた。沿道にいる女の子たちが、俺に向かってちぎれんばかりに手を振っている。

「救世の戦士、ソータ様！」

「ようこそ、ソードスの地へ！」

「本当にウロコが無いのね、不思議だわ」

「見て、あれが異世界の衣なのね。見たこともない形だわ」

「けれども、とても動きやすそう。救世の戦士にふさわしい衣だわ」

　宮きゆう殿でんの庭園に、炎魔法による花火が上がった。こんな大だい歓かん迎げいになれていなくて、俺はとまどってしまう。ついでにわが母校、北東京高校の何の変へん哲てつもないごく普ふ通つうのブレザーが、こんなに誉められているのを聞くのもはじめてだ。

「そんな困った顔をしないで、ソータ。あんまり大おお騒さわぎでびっくりしたと思うけど、みんなソータが来てくれたのがうれしいのよ」

　ラーフィアが苦く笑しようして、俺に言った。

「だって伝説がひとつ本当になったんだもの、それはつまり他の伝説も信じられるっていうことだから、みんなうれしいのよ。ソータがいてくれるだけで、あの子たちには希望なの。そして、わたしにとっても」

　ラーフィアがそう言うと、戦車を操縦していた女の子たちが振りかえって答えた。

「そのとおりです、ソータ様。わたしたちも『ウロコの無い男』が本当にいるということは、『光の巫女』がソードスに平和を取り戻すという伝説もきっと本当だと信じています」

「それに『男』がいれば、わたしたちのように今まで魔法力が弱くて戦士になれなかった女の子も、ひょっとして強い剣をソード・アウトして戦いに協力できるかもしれない。ソータ様がいらっしゃるだけで、わたしたちは希望を持てるんですもの」

　それを聞いて、シャイラが納なつ得とくするようにうなずいた。

「ソード・アウトには大量の気力を消費するので、ふつう男一人に対して一人か二人ぐらいの女しかソード・アウトできなかったと聞きます。けれども、伝説の龍騎王エンドラの十人の妃きさきたちは全員魔ま力りよくが強く、ソード・アウトの高位魔法である、体内からドラゴンを放出させる『ドラゴン・アウト』ができたそうです」

　ではイシュカさんが光って紫むらさきのドラゴンが出てきたあれは、ドラゴン・アウトというやつだったのか。たしかにラーフィアの剣も強かったけど、イシュカさんのドラゴンの強さはケタ違いだった。何より、俺やイシュカさんが何もしなくても、単独で戦うことができた。

「すなわち、ソータが共鳴をがんばり、巫女の離宮にいる娘むすめたちが魔法の修しゆ行ぎようをがんばれば、理り屈くつでは千人全員でドラゴン・アウトできるようになる可能性もある。そうすれば、ものすごい兵力が手に入ります！　ダーク・ドラゴンを蹴け散ちらせるかもしれません」

　シャイラはものすごく盛り上がって、目をキラキラ輝かせている。いつもクールに落ち着いてはいるけれど、かなり好戦的な性格のようだ。俺はあわてて、首を横に振った。

「理屈ではそうかもしれないが、現実的にはかなり無理だと思う。ラーフィア一人をソード・アウトさせただけでもけっこう気力を消耗したのに、複数相手とか女の子千人を相手とか、しかもソード・アウトの高位魔法だとか、体がもたないし」

「では基き礎そ力りよくをつけるため、明日からわたくしが走り込みにお付き合いします。一日一往復も走れば、千人分の気力ぐらいすぐにつくはずです」

　シャイラは一方的にその気になって、前のめりに俺の目を見つめた。女の子に言い寄られているというよりは、なんだか部活の勧かん誘ゆうをされているような気分である。

「つかぬことをおうかがいするが、一往復って宮殿の庭を？」

「離宮と山のふもとを」

「それは走り込みじゃなくて登山だ！」

　体育会系にもほどがある。俺の隣に座すわっていたチャスカが、口をはさんだ。

「そうです、シャイラ様。ソータ様が離宮を離はなれて走り込みをするよりも、むしろ離宮にいて皆みなさんと心の交流をさせることで、共鳴を深め増幅するほうが、魔法力を上げるには有効です。共鳴なら合わせ鏡のように、共鳴が倍になれば魔法力も倍、二倍なら魔法力は四倍、三倍なら魔法力は八倍……と、どんどん増えていきます。でも一人の人間の力は、どんなに鍛えても二倍にもならないでしょう？」

「ふーむ、なるほど」

　シャイラが納得してくれて、俺はホッとした。単体魔法ではダーク・ドラゴンに到とう底ていかなわない女の子たちの弱い攻撃力が、共鳴によって倍々計算で増幅されることで、ダーク・ドラゴンを打ち砕くほどの強力な力となる。つまり俺ががんばらなくちゃいけないわけで、責任重大である。

　ちなみに今の計算でいくと、共鳴を十倍にすれば魔法力は千倍になるということだ。攻撃力の増加は置いといて、千人の女の子をソード・アウトさせるだけなら、今より十倍だけみんなと仲良くなればいい……それなら、比ひ較かく的てき達成可能な目標かもしれない。

　ちなみに彼女らが絶望しないよう、イシュカさんが行方不明になったことは秘密にするようラーフィアに言われた。「ウロコの無い男」がいるということは「光の巫女」もいるということだから……と言って、俺を助けたあと、さらに一人で「光の巫女」を探しに行った、と彼女たちには説明したそうだ。

　だから沿道の女の子たちはみんな、希望に満ちた笑え顔がおを浮かべていた。

「きっとイシュカ様なら、『光の巫女』アルカディアス様もすぐに見つけてきてくださるわ。ここに『ウロコの無い男』がいらっしゃるのが、それを信じられる何よりの証しよう拠こですもの」

　俺を見つめる女の子たちの目が、希望にキラキラ輝いている。その希望にこたえてやりたい。すでに悲ひ愴そうすぎるほど悲愴な目にあっている彼女たちの悲しみは、ここで終わりにしてやりたい。俺の力でそれができるなら、二度と彼女たちに絶望も悲しみも味わわせたくない、と俺は信しん頼らいと希望に満ちた彼女らのまなざしを見て、心からそう思った。




　戦車は宮殿の前について、俺たちは戦車を降りた。宮殿の玄げん関かんにも、女の子たちがたくさん待ち受けていた。とくにエプロンドレス姿の女の子が多かったが、彼女たちはラーフィアの身の回りの世話をしたり、宮殿の維い持じと管理を任されたメイドだそうだ。

「ラーフィア姫ひめ様さま、大切なドレスがひどいことに！」

「お体も砂まみれです、お清めになられますか？」

　彼女たちは、かいがいしくラーフィアに仕えていた。ラーフィアは、俺のほうに視線を向けて言った。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶよ。それよりソータが気力を消耗しているから、彼かれのための部屋と寝ね床どこをすぐに用意してちょうだい」

「はっ、はい……」

　メイドたちの返事は、歯切れが悪い。とまどって、俺のほうを遠えん慮りよがちに見ている。どうやらウロコの無い男が珍めずらしくて、どう接していいものかとまどっているようだ。

「あ、あの、よろしく」

　取りあえずこちらから頭を下げると、メイドたちはびっくりしたように一歩後ずさった。

「男の子の声！」

「ウロコが無いけれど、本当に男の子だったのだわ！」

　メイドたちはざわざわとざわめき、信じられないように俺を凝ぎよう視ししている。ウロコは無いように見えるけれどもひょっとして皮ひ膚ふが硬かたかったりするんじゃないかしら、それともわたしたちと同じように柔やわらかい肌はだなのかしら……とコショコショささやき、触さわって確かめてみたくてウズウズしながらも、はしたないからとがまんしている子たちもいた。

　そんなに見つめられると穴があきそうで、俺は緊きん張ちようしまくってしまう。そこに、シャイラが助け船を出してくれた。パン、と手を一度叩たたいて、ざわざわしていたメイドたちを静まらせた。

「だから最初からそうだと言っているのに、何を騒さわぐ必要があるのですか。姫ひめ殿でん下かが今まで、わたくしたちに嘘やまちがいを言ったことなど無いでしょう？」

「は、はい。申し訳ございませんでした、シャイラ様」

　メイドたちはあわてて頭を下げると、まだちょっと緊張と警けい戒かいがとけない様子ながら、俺のほうへやってきた。

「あの、ではソータ様、こちらへ……」

　女の子たちは、まだ少しおどおどしながらもうやうやしく、俺を宮殿のほうへうながした。ラーフィアたちとここで離れるのか、と思うと、さすがに見知らぬ場所で少々心細くなってしまったが、

「あの、ソータ様、先ほどのぶしつけな態度をお許しください。ただの遠い昔の夢物語だとばかり思っていた伝説の救世主が本当にいたことが、まだ信じられなくて……」

「ソータ様はラーフィア姫様の、すなわちわたしたちの大切なお客様です。至らないところもあると思いますが、わたしたちに何なりと申しつけ、ご自分の家だと思っておくつろぎください」

　と、メイドたちに口々に気づかわれたので、あまり気をつかわせるのも悪いと思って、おとなしくついていった。

「ソータ、また後でね」

　ラーフィアが、笑顔で俺に手を振った。




　そして、俺は部屋に案内された。

「急に使える部屋がここしかなくて、倉庫のガラクタを隅すみっこに片づけてベッドを運びこんだだけですみません。何か足りない物があったり、じゃまな物がありましたら、呼よび鈴りんの紐ひもを引いてお申しつけください」

　メイドたちはとても恐きよう縮しゆくして、何度もそう言って頭を下げると、去っていった。

「ふー、やっと一人になれた……」

　ずっと女の子たちがいっしょだったので、それなりに気が張っていた俺は、近くにあったソファにぽすんと座った。たとえば制服のワイシャツ、砂漠を走って汗あせをかいたところに砂がへばりついて、ベタベタのザラザラである。運動会のあとの体操服よりもまだドロドロしている。いつもなら、えりのところを大きくあけてタオルでフキフキして少しさっぱりするのだが、女子に囲まれているとさすがにそれはやりにくくて、俺はネクタイすらゆるめていなかった。

　やっと一人になれて、俺はブレザーの上着とワイシャツを脱ぬぐ。タンクトップの中までザリザリしていたので、それも脱いだ。裸はだかになった上半身に、窓から入る夜風が心ここ地ちいい。俺はかなり疲れすぎていて、一度ソファに座ってしまうと、もう立ち上がれなくなってしまった。

　取りあえず、ふわふわのソファの上でほっと一息ついて部屋を見回すと、部屋は広くて、壁かべは白くて、シンプルだが上品で高級そうな部屋だった。天てん井じようからはシャンデリアが下がっている。シャンデリアにはロウソクや豆電球のかわりに、何百個もの結晶がまばゆい光を放っていた。壁にはローマの神しん殿でんのような壮麗な彫ちよう刻こくの柱があるし、天井もやけに高いし、それに部屋の奥おくのほうは少し高くなっていて、数段だけの階段で上がれるようになっている。これが倉庫だとはとても思えない。

「学校の音楽室みたいなつくりだな……」

　部屋の低いほうに、ベッドと黄金のついたてが置かれている。高いほうには、黄金のおおい布がかぶさった、何か大きな物が置いてある。そして床ゆかには、日に焼けた四角いあとがあちこちにくっきり残っている。俺たちが砂漠から結晶戦車クリスタリオツトに乗って戻ってくるまでの数時間のうちに、この部屋にあった家具類をごっそりと移動させて、黄金のおおい布をかぶせたんだろう。

「何を移動させたのかな？」

　隠かくしていると見たくなってしまう。疲れているはずなのに、ウズウズする好こう奇き心しんには勝てず、俺はソファから立ち上がって階段を数段上がり、部屋の高くなっているほうへ行った。何だか講堂の舞ぶ台たいにも似ている。身をかがめて黄金のおおい布をぴらっとめくると、そこには木の台に並べられた楽器が山ほどあった。

　楽器、だと一目でわかったのは、竪たて琴ごとやギターのようなもの、ラッパのようなものなど、俺たちの世界の楽器とそこそこ似た感じの物があったからだ。その他、金魚すくいのポイのわくだけを直径一メートルぐらいにして金で作ったような、楽器だかどうかもさだかではない謎なぞの物体もあったけれども、これも楽器なんだろうか？

　そういえば砂漠から離宮に来たとき、列柱廊を通ったが、その柱の上に飾られた像の中に、戦士だけでなくラッパ手や竪たて琴ごと弾ひきの像もあったなあ、と俺は思い出した。

「音を出す仕組み自体は俺おれたちの世界と変わらないから、楽器の形も似た感じになるのかな」

　けれども、竪琴の弦げんは切れていたし、ラッパの口のところにはリードがついていなかった。俺もそんなに楽器に詳くわしいわけじゃないが、音楽の教科書に書いてるぐらいのことは知ってる。フルートは唇くちびるの形や吹き方で音を鳴らすけど、ラッパやクラリネットはリードが無いと音が鳴らないってことだとか、長い弦や太い弦は低い音が出るだとか。

「ガラクタや倉庫って言い切ってるってことは、あの娘こたちはこの楽器を使ってないってことか。もったいないなあ、うちの高校の貧乏吹奏楽部に寄き贈ぞうしてやったら、すごく喜びそうなのに」

　俺は大きなハープのような楽器を撫なでながら、ふと自分がいた世界のことを思い出していた。危機が去って安全になってホッとして、やっと今まであったことを振りかえる余よ裕ゆうが出てきたようである。

「俺は、多分行方不明状態になってるんだろうな……。家族も先生も友達も心配してるだろうな。というか、俺の世界の十年が回廊分岐ラウンド・アバウトの中の数分で、この世界でも一ヶ月ていどってことは……もしかしたら、俺の世界ではとっくに十年以上経たってて、たとえ奇き跡せき的てきに帰れたとしても誰だれも俺を知らないってことになるかもしれない」

　ひょっとして浦うら島しま太た郎ろうってのは、俺みたいに昔、海で溺おぼれて回廊分岐ラウンド・アバウトに入りこんで時間が経ってしまった人なんじゃないだろうか。少しさびしかったが、こちらの世界での環かん境きようの変化が目まぐるしすぎて、アンニュイになっている余裕は無かった。

「ソータ様、失礼いたしますです」

　扉とびらがコンコンとノックされたので、俺は反射的に応こたえた。

「あっ、はい！」

　そして次の瞬しゆん間かん、俺はハッと気づいた。ここは女の子ばかりの世界で、ついでに俺は今上半身裸でくつろいでいたということに。

「失礼いたしま、きゃあ！」

　入ってきたムーメが、真っ赤になって顔を覆った。俺はあわてて、ソファの上に脱ぎ捨てていたタンクトップを着直した。

「す、すみません、ソータ様、かああ」

　ムーメは耳まで真っ赤にして、顔を上げられないでいた。ムーメの後ろには十人ほどのメイドの一団がいて、金色の布のような物を持っていたが、彼女たちも真っ赤になって目をそらしている。

「な、何もそこまで赤くなることはないじゃないか」

「だってだって、男性だとわかってはいてもソータ様はウロコが無いので、どことなく女の子どうしのような気持ちで油断していたのです。裸を拝見したらやっぱり男性だったので意識してしまって、かああああ」

　ほんとに、全然アンニュイになってる余裕なんて無い。俺はあわてて、ムーメが恥ずかしがらないようワイシャツも着ようとしたが、そのときムーメがはっと赤い顔を上げた。

「あっ、お待ちください、ソータ様。このムーメがここに来たのは、お着き替がえをお持ちしたのです。そちらの汚よごれた服は洗せん濯たくしますので、こちらへお渡わたしください」

「着替え？」

　なぜムーメが着替えを持ってきてくれたんだろうと思って後で聞いたところによると、ムーメはこの離宮のメイド長らしい。ムーメの母親はマルメリという名で、巫女の離宮に仕える女官長だったそうだ。巫女の離宮には離宮づきのメイドの他に、修行中の貴族の令れい嬢じように仕えるメイドもいたので、彼女はそれを全すべて統とう括かつ管理していた。

　彼女が「崩壊の七夜」でいなくなった後、年長者はイシュカさんだけとなった。そのときムーメはまだ七歳だったが、母の仕事をいつもそばで見ていたので、その日のうちに貴族の令嬢に同行していた幼い使用人たちやメイドの娘たちをまとめ上げ、離宮での生活をまったく混乱無く維持したそうだ。

「はい、このムーメがソータ様に似合うと思って見立てました。もう少しで晩ばん餐さんの時間ですので、晩餐用の正装です」

　ムーメが誇ほこらしげにそう言うと、メイドたちが、

「こちらにお着替えください、ソータ様」

　と、うやうやしく持っていた金ピカの布を広げた。それは、さっき列柱廊に飾ってあったソード・ドラゴンの戦士の像が着ていたような、ファンタジーの勇者みたいな豪ごう華かな服だった。大きな羽根飾りがついた黄金の帽ぼう子し、十メートルは裾すそを引きずりそうな長い黄金のマント、黄金の糸を織り込んだ豪ごう奢しやな服の肩かたにも羽根飾りがついて、大おお晦日みそかの演歌歌手も裸足はだしで逃げ出しそうなド派手さだ。一歩間ま違ちがったら、勇者じゃなくて魔ま王おうの服になりかねないほどの盛もり加減である。

「うわっ、何だ、このピカピカ！」

　俺は目が痛くて、手を目の前にかざした。部屋の中とはいえ、シャンデリアがキラキラ光っているから、それを反射してほんとにまぶしかった。メイドたちが、ニコニコして、ものすごく得意げに答えた。

「はい。救世主の晩餐にふさわしい威い厳げんと栄光を、ファッションで表現してみました」

「本体を無視してファッションで表現するなよ、どう考えてもこの顔にそんなゴージャスな服が似合うわけないだろ」

「え、そんなことは……」

　ムーメはふと、もじもじと両手の人差し指を突つっつきあわせながら、恥ずかしそうにうつむいてちっちゃい声で言った。

「ソ、ソータ様はすてきなお顔立ちをされていると、このムーメは思いますが……」

　他の十人のメイドたちも口々に、

「わたしもそう思います、ソータ様はかっこいいです！」

「わたしが覚えている範はん囲いの男の中で、ソータ様は一番ハンサムだと思います！」

「列柱廊の柱の上に飾ってある、ソード・ドラゴンの伝説の勇者たちの像に比べてもかっこいいです。わたしたちがゴールデン・ドラゴン・フルーツの黄金の樹皮から取った糸を織って作った、この黄金のお召めし物ものはぴったりだと思います！」

　と誉ほめまくり攻こう撃げきをしてきたので、俺は照れくさいのを通りこして恥ずか死にそうになるレベルで、入りこむ穴を探したい心境だった。とはいえ、このまま圧倒されていると全身金ピカにさせられそうなので、主張するところははっきり主張しておかないと、と思って俺は言った。

「いや、あのでも、今日は疲れてて食欲が無いからごはんは要いらないし、楽なかっこうになってもう寝ねようかと思ってるんだ」

「そうですか、ではこの服はまた明日の朝お持ちいたしますです」

　ムーメは、ちょっと残念そうである。

「いや、俺は今の服が気に入ってるんだ。明日以降も、この服がいいんだ」

　たしかに砂漠での戦いで、あちこち穴があいたし破れたし、砂でドロドロに汚れている。それに、同じ通学路の高校生にはダサい制服ワーストワンとささやかれている「北きた東とう」のブレザーである。

　けれども、俺が好きで入った高校の制服である。俺の成績からすると難関校だったので、俺はすごくがんばった。やっとこのブレザーに袖そでを通したとき、クリスマスもお正月も受験勉強をした努力がむくわれた気がした。本気でがんばれば夢はかなう、どんなにへこんでいるときでも、俺はがんばればやれるっていう自信を取り戻させてくれる、そんな制服なのである。

「ふむう、その服も体にぴったりしていて、ソーデリアには今まで無かったデザインで、スマートでかっこよくてソータ様にぴったりではありますが……」

　と、ムーメは残念そうに俺を上目づかいに見る。

「それに金のマントを合わせると、もっとかっこいいかと」

「どうしても俺にマントを着せたいみたいだけど、似合わないから」

「しかたありません。それでは、このムーメが責任をもって元どおりに洗って繕つくろわせていただきますので、お脱ぎください。そして、そのあいだこちらのマントを……」

「いや、油断させて直後にしれっとマントを着せようとしないでください」

「了りよう解かいしました、ではふつうの寝ね間ま着きを……」

　ムーメが言うと、メイドが二人どこかへ走っていって、長Ｔシャツのようなシンプルなデザインの寝間着を持ってきてくれた。リクエストどおり、ゆったりくつろいで寝られそうな服である。

　他ほかのメイドたちが、黄金のついたてをパカパカと開いて視界をさえぎってくれる。またムーメは、銀の洗面器にタオルを入れたものを持ってきて、台の上に置いてくれた。

「ソータ様、お着替えの前にこれでお体を清めてください」

「ありがとう」

　俺が礼を言うと、ムーメは顔を赤くして、

「も、もったいないおことばですが、このムーメの仕事ですから、お礼を言っていただくことではありませんです」

　と、うつむいてしまった。こんな簡単なお礼でも、言ってはいけなかったのかな。でも俺はほんとに感謝してたし、感謝を伝えるのは大事なことだと思うんだが。

　とりあえず、俺はついたての後ろで制服を脱いだ。そのあいだ、ずっとムーメたちはついたての向こうで待っていた。

　脱いでみると、ダーク・ドラゴンとの戦いでズボンに穴があいていて、血で汚れている。でもムーメの回復魔法のおかげで、穴があいたはずの太ももは、傷ひとつ無かった。ただ、体が重だるいし、腕うでも脚も疲つかれている。

　本当なら、体が汗や血や砂で汚れているので、シャワーでも浴びるか、できれば一ひと風ふ呂ろ浴びてさっぱりしたいところだ。けれども、疲れ切っている今の状態で風呂に入るのはしんどかったので、やっぱり体をふくだけにしておこう。

　胃は空っぽだったけれども、おなかがグーグーと鳴りはしないのは、疲れすぎて胃の動きが完全に止まってるんだろう。表面的な怪け我がは治っていても、体が受けたダメージは、自分で歩けるていどまでには回復したけれども、まだまだ完治というわけにはいかないようだ。

　タオルで体をふいているあいだ立っているのもしんどくて、俺は途中から床にぺたんと座りこんだ。洗面器のお湯がほのかに光っているのは、結晶石クリスタライトの鉱床を通ってその波動を含ふくんだ水だからだろう。そして、その波動のせいか、ふいているだけなのに汚れがよく落ちた。シャワーを浴びなくても、じゅうぶんさっぱりして気持ちがいい。しかも水の波動の効果で体が活性化するのか、ふいたところが汚れだけでなく疲れもじんわりと落ちて、ふき終わるころには俺はスッキリしただけでなく、少しだけ疲れも落ちて動けるようになっていた。

　俺は立ちあがって、寝間着に袖を通した。さらっとした着き心ごこ地ちで、気持ちがいい。俺は汚れた制服を持って、ついたてから出ると、待っていたムーメたちにたずねた。

「えっと、これはこのまま渡しちゃっていいのかな」

「はい、このムーメが大切に洗って繕いますので、必ず元通り着られるようになりますです。ソータ様が目を覚まされるころには仕上げておきますので、まずはお休みくださいです」

　ムーメは、血と砂でドロドロに汚れた俺の制服を、まったく嫌いやがるようすも無く大切そうに受け取った。

「そんなに急がなくていいぞ、ムーメも砂さ漠ばくから帰ってきたばかりで疲れてるのに」

　俺が言うと、ムーメはキリッとした表情で胸を張って言った。

「いいえ、これが、このムーメの仕事ですから」

「そっか。じゃあ、ありがとう」

　あっ、しまった。うっかりお礼を言ってしまった。

「で、ですから、仕事ですからお礼を言っていただくようなことでは……」

　ムーメは困ったように顔をそむけてそう言ったあと、ふと、

「……で、でも、うれしいです」

　すごく早口な小さい声で最後にそうつけ加えると、逃げるように廊ろう下かを走っていった。突とつ然ぜんムーメが走りだしたので、メイドたちはあたふたしながら後を追う。

「あっ、メイド長様、お待ちくださいー！」

「ソータ様、お疲れのところおじゃまいたしました、ごゆっくりおやすみくださいませ！」

「とはいえ男の方というのは、女の子よりもずっとたくさん食べてすぐにおなかがすくものと伝えられています。もし晩ばん餐さん抜きでおなかがすかれましたら、夜食を持ってまいりますのでそこの呼び鈴の紐をお引きくださいませ」

「ではわたしは、寝ね苦ぐるしいときに扇おうぎであおぎます！」

「わたしは明日の朝また、顔を清める水を持ってまいりますね」

「ではわたしは、そのお顔をふくタオルを持ってまいります！」

「わたしは髪かみをすくブラシを！」

「わたしは何も持ってくるものがありませんが、ソータ様のお顔を朝一番に見たいのでついてきます！」

　いやいや、朝から女の子の大軍団に押おしかけられたら緊張するからやめてくれ！　と俺が言おうとしたころには、もうメイドたちはバタバタと廊下の向こうへ姿を消していた。

「……やれやれ。あの娘こたちが来るまえに、明日は早起きして身み支じ度たくを整えておかなくっちゃならなそうだな」

　ぜんぜんごゆっくりくつろいでおやすみできなさそうだが、でも何だか、それほど俺がいることを彼かの女じよたちが喜んでくれているのは、くすぐったいようなうれしさがある。俺が「ウロコの無い男」としてどれほどのことができるのか、何人ぐらいの女の子と「共鳴」できるぐらいがんばれるのか、まだわからないけれども、彼女たちのためにできるだけのことはしてやりたいと思った。

「よし、明日からがんばろう、俺」

　早起きするためにも、俺はさっさと寝ることにした。どうなるかもわからない先のことを、あれこれ考えている余裕などない。思春期の男子たるもの、まずは明日の朝確実に襲撃してくる女の子たちの前で、寝ボケ顔をさらすわけにはいかないのである。

　俺はベッドに上がった。気力も体力もけっこう消しよう耗もうしていて、ベッドに上がるのに体が重いなと感じた。そして体を投げだすと、ベッドは広くて、ふわふわで、気持ちが良かった。疲れが意識といっしょに、一気に溶とけていくように感じた。その瞬間、緊張の糸が切れて、眠ねむ気けが襲おそってきた。

　部屋の扉の外では、女の子たちのひそひそ声が聞こえている。

「ここが、伝説の救世の戦士様のお部屋？」

「ええ、とてもすてきな方だったわ。それにメイドのわたしたちにも気をつかってくださって、とても優やさしいのよ」

「まあ、ソード・ドラゴンの戦士のように勇ゆう敢かんな上に、優しいだなんて！」

「それに、ラーフィア姫様といっしょに巨きよ大だいなダーク・ドラゴンを倒すほど強いのに、お顔はウロコが無いことをさっぴいても、けっこうかわいいの」

「ああ残念だわ、わたしもお目にかかりたかったわ。姫様たちがお帰りのとき、晩餐の仕込みをしていて台所から離れられなかったの」

「よーし、このカギ穴からのぞいてしまおうかしら」

　おいおい、だらしない顔で大の字になって寝てるんだから、のぞくのはやめてくれ。と、夢うつつの頭の中で思うけれども、そんな女の子たちのにぎやかな声がとても平和で心ここ地ち良よく、安心感から気がゆるんでしまって、俺の意識はうとうとと眠ねむりの底へ落ちていく。

「こぉら、あなたたち！　男性の部屋をのぞくなんて、はしたないわよ！」

　夢の中で、澄すんでよく通るきれいな声が聞こえた。

「すみません、ラーフィア姫殿下。えっと、あのそのう、あっそうだ、ソータ様の体調がお悪いようなので心配していたのです」

　やっぱりラーフィアの声だったのか、どうりできれいだと思った。

「ソータの体調が悪いの？」

「はい、晩餐も取られずに眠られたので……」

　女の子たちの答えは思いっきり後付けの言い訳なのだが、

「……そうなの」

　と答えたラーフィアの声は、完全にそれを真に受けて、心配そうだった。いや、ちょっと疲れてるぐらいだから心配しなくてもいいって、目が覚めたらそう言って安心させてやろう。今はもう、起きていられない……。




　そのまま、俺の記き憶おくがとぎれたので、たぶんそのあたりで俺は完全に眠ってしまったんだろう。

　そして、次に意識を取り戻したときは、窓の外が暗くなっていた。

「あれっ、まだ朝じゃない……？　夜かな、それとも夜明けが近いのかな……」

　部屋には時計が無いので、時間がわからない。あとで聞いたけれども、ソーデリアにはちゃんと「結晶時計クオーツ」という、結晶の振しん動どうを利用して針を進める時計があるらしい。結晶クリスタ戦車リオツトも同じ原理で、戦車に積んだ大きく純度の高い結晶石クリスタライトの振動を動力源として使っているそうだ。

　外は真っ暗とはいえ、空には巨大な銀河や惑わく星せいが光っているので、星明かりでかなり明るい。街灯で照らされた夜道ぐらいの明るさはある。

　さらに、昼間は窓の外に庭園に水を撒まくための噴水が見えていたが、夜になると結晶石クリスタライトの鉱床を通ってきた水が光を放つので、噴水がライトアップされているように光って、庭園を照らしていた。それに結晶石クリスタライトでできた彫刻や石づくりのベンチなども光っていたので、庭で小説の文庫本を平気で読めるぐらいの明るさはあった。

「きれいだな、お祭りみたいだ」

　よく寝たおかげか、体の疲れや重だるさもすっかり無くなっていた。そして、お祭りで食べる焼きそばやフランクフルトのことを思い出して、おなかが「ぐるきゅるー」と鳴った。ものすごくおなかがすいていた。どうやら、このせいで俺は目が覚めたようだ。

　おなかがすいてるってことは体調が戻ったってことで喜ばしいことだが、おなかがすきすぎて今度は低血糖で力が出ないんだから、難なん儀ぎである。

「夜食頼たのんでもいいってメイドたちが言ってたけど、夜中でも頼んでいいのかな……」

　きゅるきゅる鳴いている胃い袋ぶくろを押さえ、とりあえず時間を知りたいと思って、俺は引き続き部屋の中を見まわした。夜だけれど外は明るいし、シャンデリアも光っていたので、すぐに見つかる気がした。

　しかし、時計は見当たらなかった。かわりに、俺のベッドの腰こしのあたりに、淡あわいピンク色のふわふわした大きなかたまりを見つけた。

「え？」

　俺は目をパチクリする。一いつ瞬しゆん、何があるのか理解できなかった。つややかな淡いピンクのふわふわした大きな物体に、今までの人生で遭そう遇ぐうしたことがなかったからだ。

　だが、そのてっぺんの部分に淡いピンクの宝石が飾かざられた金の宝冠テイアラが乗っているのを見つけて、ようやく俺は、それがベッドに突っ伏しているラーフィアだと気づいた。淡いピンク色のふわふわは、彼女の長い豊かな髪だった。

　ラーフィアは俺のベッドの横に椅い子すを置き、そこに座っていたが、前のめりに倒れてそのまま眠ってしまっていた。真っ白いベッドの上に、淡いピンクの髪が柔らかく広がっている。砂漠にいたときとは別のドレスを着たラーフィアが、俺のベッドの横の椅子に座って、ベッドの上に崩くずれるようにして、眠っていた。ころんと横向きになった顔が、俺の顔のすぐ近くにあった。

「えっ……？　な、なんでラーフィアが俺の部屋で寝てるんだ？」

　俺は混乱してしまった。室内を照らす、無数の結晶石クリスタライトが輝かがやくシャンデリアが、目を覚ましたばかりの俺には少しまぶしい。それにラーフィアの肌もあまりにも白くて、髪に飾られたきらめく宝冠テイアラも、そのかわいい寝顔も何もかもがまぶしすぎて、寝起きの目がまともに働かない。

「眠る直前に、ラーフィアの声を聞いたような気はしたが……。この寝方、すごく寝にくそうだけど大だい丈じよう夫ぶなのかな」

　俺は、眠っているラーフィアを見つめた。熟じゆく睡すいしているようで、俺が隣となりでゴソゴソしているぐらいでは、目を覚ましそうにない。ピンク色のまつげにふちどられたまぶたは、しっかりと閉ざされている。そのまぶたが、化け粧しようもしていないのに、アイシャドウのように淡く薄うす紫むらさき色いろに染まっている。

　この無理な体勢でも完全に熟睡しているのは、それだけ疲れているからだろう。だとしたら、起こすのもかわいそうだ。

（それにしても、至近距離から見ても、ほんとにきれいな女の子だなあ……）

　この機会に、俺はゆっくりラーフィアの顔を観察することにした。目を覚ましたら、また恥はずかしがって逃げてしまうかもしれないし。

　長いまつげは、ミルク水すい晶しようのように透明感があってすべらかな白い頬ほおの上に影かげを落とし、呼吸に合わせてその影が揺ゆれた。お姫様ではあるが、こうして見るとふつうの女の子だ。いや、ふつうではない。ものすごくきれいだしかわいいし。

　ドキン。

（あれ？）

　何だ？　今、胸のあたりで変な音がしたぞ。

「すう……」

　ラーフィアの小さな寝ね息いきが聞こえた。何だろう、胸がドキドキする。

（かわいい……）

　ふれあい動物園でふわっふわのウサギとかヒヨコとかさわりたくなるけれど、あれと同じで、何だか見てるとさわってみたくなって、ウズウズした。それで俺はついつい、白い頬にそっと指を伸のばした。

　ふにっ、としていた。

（おおっ、予想以上に柔らかい。そしてあったかい）

　俺の耳たぶよりも柔らかかった。コンビニの、蒸したての肉まんみたいな触しよつ感かんである。砂漠でさわったときも柔らかかったけど、あのときはダーク・ドラゴンと戦ってたりして、何かよく憶おぼえていない。いざ落ち着いてゆっくりさわってみると、女の子ってこんなに柔らかいものなんだなあ。柔らかくてすべすべしてて、さわってるとすごく気持ちいい。
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　ふにふに、ぷにぷにぷに。何だか楽しくなってきて、俺はしばらくラーフィアのほっぺたをつつきながら寝顔を眺ながめていた。見れば見るほどかわいい。ハプニングとはいえ、俺はこんなきれいな娘こにキスしたんだなあ、と思うとまた胸がドキドキしてくる。

　ぷにぷに。俺はラーフィアの唇も、指でつついてみた。ふにふにしている。

（うわあ……俺の唇に、このふにふにがくっついたのかあ）

　俺はため息をつく。こんなに唇にさわっていても、ラーフィアは目を覚まさない。

『かわいいよなあ、もう一度キスしてみたいよなあ。どうせ一度はキスしちゃった仲なんだ、キスしちゃえよ』

　俺の心の中の悪あく魔まがささやいた。それに対して、心の中の天使が反論した。

『いやいや、相手の同意もなくキスするなんて、よくないことだぞ』

『キスじゃなくてチューならセーフさ。行進してて急に止まられて、うっかり前の女の子の後頭部に顔面を強打したとしても不ふ可か抗こう力りよくなわけだし、チューだって顔面をぶつけたようなもんじゃないか』

『うむ、おっしゃるとおり、チューまでならセーフだな』

　いきなり俺の中の天使が丸めこまれてしまった。これというのも、ラーフィアの寝顔がかわいすぎるせいだ。つややかぷるるんで、みずみずしいさくらんぼのように甘あまそうな、その唇……。

「悪い、ラーフィア。ちょっとだけ……」

　俺は悪魔の誘ゆう惑わくに負けて、そっと顔を近づけた。

　しかし、現実は無情であった。

「こんこんっ、ソータ様っ、入ってもよろしいでしょうか？」

「うわああああごめんなさいいいいい！」

　俺は思いっきりラーフィアから離はなれてごろごろ転がって、ベッドからドシーンと落ちた。

「イテー！」

「あっ、ソータ様の声。ということは、ソータ様はもうお目覚めですね？　ちょうどよかった、繕い物が完成いたしましたですよ」

　ムーメが、きちんと畳たたんだ制服を胸に抱だいて、片手には薬箱を持って、いそいそと部屋に入ってきた。えっちょっと待って、思春期の男子の部屋で美少女が眠っているこの状じよう況きようって、ひょっとして見られたらヤバい系の状況なのではないだろうか？

「ま、待てムーメ、これには理由が……！」

　どういう理由だか自分でもまるで考えてなかったが、取りあえず俺は必死に言い訳を考える。するとムーメは、きょとんと首をかしげた。

「どうされましたか、ソータ様」

「どうって、そっちこそどうなってるんだ。ラーフィアが俺の部屋で寝てるのに、冷静すぎないか？」

　俺一人が焦あせっていて、何だか妙みような感じだ。するとムーメはにっこり笑って、

「はい、だってラーフィア姫様から聞いております。ソータ様の体調がまだ悪くて、晩餐も食べられないで寝ているとお伝えすると、ソータ様を案じた姫様は、回復力を上げるためソータ様のおそばで『共鳴』を試ためすとおっしゃって……」

　ムーメの答えに、俺はハッとして、自分の体調が眠ってるあいだにスッキリ元気になっていたことを思い出した。ムーメの回復魔ま法ほうだけでは足りなかったので、ラーフィアはそれを「共鳴」によって増ぞう幅ふくしようと考えたんだろう。

「ひょっとして、寝てる俺にキスしたとか？」

　あわてて俺は唇を押さえた。自分がラーフィアにキスしようとしておいて何だが、寝てるあいだにキスされたなんて、恥ずかしくて転げ回ってしまう。さいわいにして、というか不幸にしてというか、ムーメは首を横に振ふった。

「いいえ、キスをしたらソード・アウトしてしまって、よけいにソータ様の気力を消耗させてしまうじゃないですか。ラーフィア姫ひめ様さまは、そばにいて心を合わせることで、お互たがいの体内の波動を合わせ、『共鳴』して気力を増幅させたんです」

　ムーメが説明した。大きさが同じふたつの鐘かねは周波数の波動が同じなので、ふたつを側に置いて片方をたたいて鳴らすと、もう片方も触ふれていないのに波動に共鳴して鳴りだすという。それと同じ状況を作り出すのが、「共鳴」の仕組みのようだ。

　しかし、それで俺のベッドのそばにずっとついてたのか？　戦って疲れてるのはラーフィアも同じだろう。魔法を使いまくっていたし、それに魔法力を体から剣けんの形で分ぶん離りさせるってのも、すごく気力を使いそうだ。

「おかげで俺の体調はだいぶ元気になったとはいえ、何も疲れてるラーフィアじゃなくても、他の子では『共鳴』できないのかな」

「それは、ひとりひとり試してみなければわからないです。なので、一度ソータ様と『共鳴』に成功した自分がやるのが確実だ、とラーフィア姫様がおっしゃったのです。このムーメの回復魔法がもっと強ければ、姫様にご無理をさせずにすんだのに……」

　ムーメはしょんぼりしてうなだれ、大きな目にじわっと涙なみだをにじませた。俺おれのせいではないとはいえ、女の子に泣かれると焦ってしまう。

「そ、その話はこっちに置いといてだな、ムーメ！」

　俺は両手で、空気のかたまりを横によける動作をした。ムーメが、目をこすりながら俺を見上げて、まっすぐ目を見て話を聞こうとしている。

「俺の制服、仕上がったって言ってただろ。着てみていいかな」

「あっ、申し訳ございません。どうぞ、こちらです」

　ムーメが制服を渡してくれたので、俺はまた黄金のついたての後ろに回って、袖を通してみた。すると、俺の体も完全回復していたが、制服もまるで新品を買って来たように、汚れひとつなく、破れは全てふさがっていた。クリーニングに出したって、こんなきれいには仕上がらないだろう。

「おお、すごい。繕ったって言ってたけど、全然ツギハギじゃなくて新品みたいじゃないか」

「それは、このムーメの回復魔法『ナオール』の効果です」

　ムーメはえっへんと胸を張って、薬箱を大切そうに撫でさすった。

「その魔法、俺のケガだけじゃなく、服も直せるのか？」

「はいです、生物でも無生物でも直せます。女官たるもの、必ひつ須すのスキルです。車しや軸じくが壊こわれて走れなくなった結晶戦車クリスタリオツトも、詰つまってしまって水が出なくなった噴ふん水すいも、離り宮きゆうの庭でみなさんが魔法の練習をしているときにうっかり暴発して破は壊かいしてしまった柱も、全て『ナオール』で直せます」

　魔法の名前も雑だが、生物でも無生物でも直せるという有効範囲の広さも雑である。

「けれどもふがいないことに、このムーメまだ魔法力が弱すぎるので、ダーク・ドラゴンとの戦いではソータ様のケガを治したら魔法が尽つきてしまい、服までお直しできませんでした。申し訳ありません」

　しょんぼりしているムーメを、俺はフォローした。

「いいよ、俺だって戦ってる最中にファッションを気にするほど余裕ないし」

　するとムーメは、両手を胸の前で組んで、キラキラした目で俺を見上げた。

「なぐさめてくれたのですね、ソータ様。ありがとうございます、やっぱりソータ様はお強いのにお優しくて、さすがソードスを救う救世の戦士様です」

　いや、そこまでスケールの大きな誉められ方をするほどのことは言ってないぞ。

　ところで、俺は制服に着き替がえたわけだが、ムーメはまだ手に布を持っている。

「そっちの布は？」

「あっ、忘れてました。これは、ラーフィア姫様のドレスです」

　ムーメは、腕にかけていた服を広げて見せた。俺の傷口を縛しばるために、ラーフィアが破ったドレスだった。

「おお、すごい。これも、どこを破ったのかわからないぐらいきれいに直ってる」

「こちらは布が無くなっていたので、けっこう手間取ったのです。ナオールは材料が足りないと直せないから、たとえばソータ様の傷は治せても、流れた血は戻せないので、貧血が起こってしまったのです。だからこのドレスも、庭園のドラゴン・フルーツの樹皮から糸を取り、その糸をドレスと同じ色に染めて、足りなくなった材料のかわりにして合成してみたのです。姫様の大事なドレスなので、成功してよかったです」

　ムーメは得意げに、いっしょうけんめい俺に説明した。うまくできてうれしいんだろう。おとなしいばかりかと思ったけど、人ひと懐なつっこくて元気なところもあって、かわいい。

　大事なドレス、と砂漠でチャスカもそう言ってた気がする。

「高級そうなドレスだけど、今ラーフィアが着てるのもけっこうきれいだと思うんだけど、このドレスだけ特別にお気に入りなのか？」

「お気に入りというよりも、もっと大事なものです」

　ムーメが、真しん剣けんな声で答えた。

「このドレスは姫様のご母ぼ堂どう、ソルディア皇こう妃ひ様の形見です。たったひとつの形見なのです」

「えっ、形見？」

　まさか、俺はすぐには信じられなかった。そんな大切な物を、ラーフィアはいとも簡単に俺のために破ったというのか。あのときラーフィアが、命よりも大切な物は無いと言ってたその言葉の重さが、胸にズンときた。

　かわいいだけでも優しいだけでもない、ラーフィアは俺が思っている以上に強い。千人の女の子を率いて、ダーク・ドラゴンと戦いつづけてるだけのことはある。

「会ったばかりの俺のためにそこまでしてくれるなんて、これが本物のお姫様ってやつなんだな。ありがとうな、ラーフィア」

　俺は何気なく、ラーフィアの髪に触れて、そっと撫でた。うれしさと愛いとしさが胸にあふれて、そうせずにはいられなかったのだ。

　その瞬間、ラーフィアがぱちっと目を開いた。あまりにも唐とう突とつに。

「……」

　俺は、ラーフィアの頭に手を置いたまま固まった。ラーフィアは一瞬、状況を理解できなくて固まっていた。が、次の瞬間、

「きゃあああっ！」

　真っ赤になって、ガバッと跳はね起おきた。俺もあわてて、数歩後ずさった。

「何もしてない！　何もしてないぞ！　ちょっと頭を撫でただけで！」

「えっ、あ……そうなの、大声出してごめんなさい。目を覚ましたらソータがいたから、ソータがわたしの寝しん室しつにいる、って一瞬勘かん違ちがいしちゃったの」

　ラーフィアは真っ赤な顔が熱そうに、両手でほっぺたを押さえて冷やしていた。

「うん、俺もさっきびっくりした。目を覚ましたらラーフィアが、俺のベッドの上に突っ伏して寝てたから」

「ほんとにごめんなさい、起きて看病してるつもりだったんだけど……。ああ、まだ胸がドキドキしてるわ」

　ラーフィアは手で胸を押さえて、すーはーすーはー、何度も深呼吸をした。ダーク・ドラゴン相手に呼吸ひとつ乱さず冷静に戦った人とは思えない、俺がダーク・ドラゴンより怖こわいなんてことはありえないと思うんだが。ちなみに俺は、ラーフィア相手でもダーク・ドラゴン相手でも同じぐらい緊きん張ちようする。

　深呼吸しているラーフィアを、ムーメが気をつかって背中をさすってやり、やっとラーフィアは落ちついたらしい。ムーメが腕にかけていたドレスに気づいて、目を輝かせた。

「あっ、そのドレス……！　直せたの？　あれだけ破れたら、ムーメの『ナオール』でも無理だと思っていたわ」

「はい、ラーフィア姫様のために、がんばって直しましたです」

　ムーメは胸をはる。ラーフィアはドレスを体に当ててみて、今にも泣きそうに目をうるませた。

「良かった、もう戻らないと思ってたからうれしいわ。ムーメ、ありがとう」

　泣くほど大事な物なら俺の包帯になんか使わなきゃいいのに、と思ったが、人の命のためなら自分の涙も捨ててしまえるのがラーフィアなんだろう。でも俺は、ラーフィアの涙は見たくないなあと思った。今、少し涙がにじんでる横顔を見るだけで、何か知らないが胸がぎゅうううっと痛いのだ。

　俺は知らず知らず、下した唇くちびるをキュッと噛かんでラーフィアを見ていたのだが、それに気づいたラーフィアはあわてて手の甲こうで目をこすると、いつもの明るい笑え顔がおを俺に向けた。

「あっ、ごめんなさい、ソータ。たいしたことじゃないのよ。ソータはどう？　ケガの治ちり療ように、『共鳴』を試してみたんだけど」

「うん、完全に治った。もうどこも痛くないし、体もすいすい動くし」

「そう、良かった。わたしとソータと、いつでもこうやって共鳴できるっていうことね」

　ラーフィアはそう言ったあと、ふと、そばにいたムーメのほうへ視線を移した。そして、俺を指さしながらムーメに声をかけた。

「ねえムーメ、あなたはもうソータと『ソード・アウト』を試してみた？」

「ほえっ？　そ、そんなめっそうもない、わたしなんて非戦闘員ですし魔法力も弱いのに、ソータ様の貴重な気力を消耗させるわけにはいきません」

　ムーメは、あたふたと首を横に振った。けれどラーフィアは、そんなムーメの両手を取って、真しん摯しな表情で語る。

「魔法力が弱いのは問題ないわ、『共鳴』すれば魔法力は増幅されるし、共鳴度が高いほど何倍にも強く増幅するわ。ムーメはソータと仲良しみたいだから、きっとかなり増幅するはずよ」

「でもでも、だとしても非戦闘員のこのムーメから出る武器なんて、ロクなものじゃないと思います。見るだけ損ですよ、ラーフィア姫様」

「だけど、もしかしたら意外にも、すごい武器が出てくるかもしれないわよ。わたし以外全員、一度も『ソード・アウト』した経験が無いから、みんながどんな武器を『持ってる』のか見てみたいわ」

　ラーフィアはあくまでも無む邪じや気きにそう言うのだが、ムーメはどんどん追い詰められたような顔で、首をプルプルと横に振る。

「だ、だけどソータ様がお疲れのところ、申し訳ありませんし……」

「俺のことなら気にしなくていいぞ、もう元気だし」

「でもでもでも、あのそのっ」

　ムーメは両手でほっぺたを押さえて、ブンブン首を横に振り、顔を真っ赤にして目をぎゅうっと閉じた。

「でもっ、ソータ様にキスをするなんてこのムーメっ、恥ずかしいですぅぅぅ……」

　最後、消え入るような声でムーメは言った。

「はっ！　そうだ、うっかりしてたけど『ソード・アウト』するんだったらムーメとキスしなくちゃいけないんじゃないか！」

　俺は思わず口を押さえた。ムーメもラーフィアとは別のかわいさがあるし、キスできるというならぜひ喜んでと心の中の悪あく魔ま的てきには言いたいところであるが、思春期の男子としては、書類にハンコを押すみたいにポンポンキスをするというのも何だか微妙な感じがしてしまうわけで。

「別にキスは口にしなくちゃいけないってわけじゃないわよ、ムーメ。自分が一番共鳴しやすい場所にキスして、エネルギーをもらえばいいの」

　ラーフィアが、ムーメに優しく説明した。えっ、そうなんですか。それは、ホッとしたような、ガッカリしたような。

「わたしとソータの最初のソード・アウトはうっかり唇くちびるにキスしちゃったけど、あれは二人とも戦いの中で気持ちが高こう揚ようしてたから、たまたま共鳴できただけ。今、唇にキスしようとしても……」

　ラーフィアが、突とつ然ぜん俺おれに顔を近づけた。長いまつげをそっと伏ふせ、つややかな唇をチュッとさしだした、キス待ち顔ってやつだ。うおおお、かわいすぎて心臓が猛もう烈れつにバクバクしてしまう。呼吸も苦しくなって、俺は思わず胸を押さえた。そしてラーフィアも、

「……はあああ！　や、やっぱり恥ずかしい、胸がドキドキして呼吸が苦しくて、これじゃ波動をそろえて共鳴するなんて無理ー！」

　と、顔をかあああっと真っ赤にして、しゃがみこんでしまった。たしかに、あのときソード・アウトできて今生きてるのは、ラッキーな偶ぐう然ぜんだったかもしれない。

　ムーメも「ふわわわわ～」と照れていたが、ふと、俺の手をじっと見つめた。

「あっ、手！」

「手？」

　何かついてるのか、と思って俺は手を裏表、ヒラヒラと眺めた。するとムーメはその手を両手で握にぎって、じっと俺を見上げた。

「このムーメ、ひらめきました。ごあいさつのキスなら、恥ずかしくないと思うです」

　スッと身をかがめて両ひざをつくと、ムーメは両手で持った俺の手の甲にチュッと軽くキスをした。その直後、ムーメの耳がぶわわっと真っ赤になった。

「ひゃあ、ごあいさつのキスでもやっぱり、ソータ様だとちょっぴり恥ずかしいです～」

　ムーメはわたわたとうろたえまくって、俺の手を放す。そのムーメの唇から全身に、緑色の輝きが広がりはじめた。

「大だい丈じよう夫ぶよムーメ、ソード・アウト、成功してるわ！」

　ラーフィアが声をはずませた。いかにも戦いには向いてなさそうなムーメがどんな武器を出すんだろう、と俺もけっこうワクワクして様子を見守った。

「ふあああっ、ほんとだ、何か出てきましたですぅぅー！」

　ムーメの胸からぽわんと緑の光の球が離れ、ぽんと軽くはじけた後に、小さな物がふよふよと浮ういていた。手の中におさまってしまうぐらい小さな、緑色の宝石がついた、細い小さなナイフである。

「むむ？　ひょっとしてこれは、ペーパーナイフ？」

　ムーメはそれを取って、ためつすがめつ、眉まゆをひそめた。俺もそれを受け取って、よーく見てみた。小さいながらも、柄えの部分に複雑な彫ちよう刻こくがあるので豪ごう華かな感じに見える。それに、ペーパーナイフにしては刃はが小さいし、きらりと鋭するどい。俺は言った。

「メス、じゃないかな。手術とかに使う」

「メス……ですか」

　ムーメは、ガクッと首を落として思いっきり落ちこんでしまった。

「何ということでしょう……。いちおう刃は物ものとはいえ、果物ナイフにも劣おとるこんな小さな刃では、戦いの役に立ちません。ダーク・ドラゴンを手術するとでも言うんですか……。攻撃魔法を使えないので、せめてソード・アウトで何か良い武器を出せたら、このムーメも姫様の戦いのお手伝いができると思っていたのですが……」

「ご、ごめん……」

　俺は思わず謝あやまった。ラーフィアが、俺の肩かたをポンとたたく。

「ソータのせいじゃないわ。どんな武器やどんなドラゴンが出てくるかは、生まれつき決まってるのよ」

　俺の手の中にあったメスが、スウッと消えかけた。どうやら「ソード・イン」をしなくても、心の波動が落ちこんだりして共鳴がとぎれたら、武器が維い持じできなくなって消えてしまうようだ。

「あっ、でもこれはつまり、戦いの基本は治ち癒ゆにあり、っていう深ーい意味があるんじゃないか？」

　ちょっとこじつけかなっとも思ったが、俺はフォローしてみた。すると、ムーメがぱっと顔を上げる。それと同時に、俺の手の中のメスも再びキラッと光った。

「そ、そうでしょうか？」

「そうよ。父皇こう帝ていソルディオスも、昔わたしに帝てい王おう学がくや戦争学を教えてくれていたときに、そんなことを言ってたわ」

　ラーフィアが、懐なつかしそうに言った。

「どんなに戦士を強くして、敵の陣じん地ちを全力で奪うばったところで、そこを守る戦士を補給しなければ、結局は陣地を維持できずに奪われ、最後には負けてしまうの。戦争に勝つというのは短期的な戦闘に勝つことではなく、長期的に陣地を確保し領土を守りつづけること。傷ついた兵士が元気になれば、新たな戦力が補給できる。だからソーデリアでは戦士だけではなく、後こう援えん部隊の料理人や医者、娯ご楽らくの少ない駐ちゆう屯とん地ちで兵士の心をサポートした吟ぎん遊ゆう詩人も英えい雄ゆうとしてたたえられたわ。負けなければ必ず勝つ、そして勝つまで戦えばぜったいに負けない。これが、ソーデリアが不敗の帝てい国こくであり続けた秘ひ訣けつよ」

　そうか、列柱廊の柱の上の石像の中に、戦士の像に交じって竪たて琴ごとを持った吟遊詩人らしき像があったのは、そういうことだったのか。

　ラーフィアの説明を聞いているうちに、ムーメの気持ちもだんだんネガティブからポジティブ方向へと復活してきたようだ。

「なるほどー！　ソーデリアの歴史で最も偉い大だいと呼ばれた賢けん龍りゆう皇こう帝ていソルディオス様と同じご意見とは、さすが救世の戦士ソータ様です。ラーフィア姫様の戦いを手伝うのは、何もいっしょに攻こう撃げきするだけでなく、ベストの状態で戦えるようサポートすることでもあるのですよね！」

　それにつれて、メスも緑色の光を強く帯びはじめた。何かの魔法力が充じゆう填てんされているようだが、何なのかわからないので、うっかり部屋を破壊してしまうのも怖くて、俺はそれを間ま違ちがって発動させてしまわないよう、ブレザーの胸ポケットにしまった。

「そうよ、ムーメ。このドレスを直してくれただけでも、わたしの闘とう志しはすっかり元に戻ったわ。お母様とともに、ソード・ドラゴンの皇女としての誇ほこりとともに、戦えるのだもの」

　ラーフィアはそう言うと、ドレスを持って黄金のついたてのほうへ行った。

「せっかくだからわたしも着き替がえるわ、そうしたらいっしょに食堂へ行きましょう。今はたぶん夜中でしょうけど、何か作れると思うわ。この部屋、結晶時計クオーツがあったはずだけど、どこへ行ったのか探して掛かけておかなくちゃね」

　ごそごそ、とラーフィアは着替えた。ムーメもラーフィアの着替えを手伝って、いっしょに黄金のついたての後ろにいた。ついたて一枚向こうでラーフィアが着替えてると思うと、ちょっとドキドキする。ついたての透すかし彫ぼりごしに、わずかに見えるような見えないような……？

　無意識に俺は、目を細めて何か見えてこないか試していた。

「どうしたの、ソータ」

「ごめんなさい！」

　超ちよう高こう速そくで俺は謝った。ラーフィアが、ついたてから出て心配そうな顔をしている。

「ソータ、今目を閉じていたけれど、ひょっとしてまだ眠い？」

「大丈夫です、ほんとに大丈夫です」

　後ろめたいところがあるのに、そんなに純じゆん粋すいな表情で心配されると、ますます罪悪感が胸の中にふくらんで、俺はついつい敬語になってしまう。ずっとクラスの中の超ちよう平へい凡ぼんポジションにいて、女の子と言葉をかわすのはプリントを配るときぐらい、という俺を女の子（それもすごくかわいい）だらけの中に一人放ほうりこんだら、免めん疫えきが無さすぎて落ち着きのない行動を取ってしまうに決まっている。

「それじゃ、目をぱっちり開けてドレスを見てくれる？　ムーメががんばって、こんなに元通りにしてくれたのよ？」

　うれしそうなラーフィアの声を聞いて、俺は目を開けた。

　たしかに砂さ漠ばくで初めて会ったときに着ていた、あのドレスだ。俺の傷を縛るために破ったところも、どこを直したのかわからないぐらいきれいになっている。

「おお、すごい。完全に新品みたいだ」

「新しい素材と融ゆう合ごうさせるのは難しかったですが、何とか直せてよかったです」

　ムーメもちょっと得意げだ。ラーフィアは、

「ええ、着き心ごこ地ちもすっかり元通りよ」

　と、くるり、と回った。ドレスがふわっと広がって、淡いピンクの髪かみが揺れて、何てかわいいんだろう。

　うっとり見ていた俺の目の前で、その非常事態は突とつ然ぜん起こった。ラーフィアの服の縫ぬい目めという縫い目が、動いたひょうしにプツプツッと音を立てて切れると、布きれとなってパラパラと舞まい散ちったのだ。

「……あら？」

　ラーフィアは、状況を一いつ瞬しゆん把は握あくできていないようだった。ムーメは、一瞬にして顔から血の気が引いていた。

　そこにあったのはラーフィアの一糸まとわぬ裸ら体たいだった。いや、パンツのような、少しばかりの布でできた下半身用の下着と、靴下ははいている。けれども、それ以外には何も身につけていない。

　俺の目の前で、しかも部屋の中で、ほぼ全ぜん裸ら。あまりにも非日常すぎるうえに、ラーフィアの裸体は色白だし肌はだもなめらかだし、剣の龍ソード・ドラゴンという種族名なのに、女の子にはほんとにウロコひとつ生えてなくて、いっそ人間よりも肌がすべすべときれいで、いったいどのへんの部分がドラゴンなんだろう。石像や肖しよう像ぞう画がに残された、いかにもリザードマンっぽい男の姿とは全然似ても似つかない。

　ラーフィアは、胸は大きいけれども、その他ほかの部分はまだ未発達な感じで、それでプロポーションもなめらかな感じのラインで、要するにきれいすぎて、その両方の理由ゆえに、いやらしさは全然感じなかったんだが、淡いピンクの髪が白い肌に絡からんでとてもきれいだったんだが、ががが。

「きゃあ！」

　ラーフィアは甲かん高だかい声で叫さけぶと、真っ赤になって両手で胸を隠かくした。顔も真っ赤だけれど、肩も腕うでも背中も、全身が真っ赤になっている。

「ぎゃああああああああ！」

　ついでに俺も叫んだ。だって、思春期の男子の眼前に超ちよう絶ぜつ美少女のほぼ全裸の姿が出現したら、絶ぜつ叫きようしないではいられない。

「ひゃあああっ、すみません、ラーフィア姫様っ！　やっぱりこのムーメの魔法力では無理でしたああぁぁぁ～っ！」

　ムーメもまた絶叫していた。完全に、俺たち三人はパニック状態である。近くの部屋にいた女の子たちが、何事かと思ってわらわらと、寝ね間ま着き姿で起きだしてきた。

「姫姉様とムーメさんの悲鳴が、こちらから……」

「ソータ様の悲鳴も聞こえたわ」

「姫殿下、いかがされましたか！　ダーク・ドラゴンは巫女の離宮には来られないはずなのに、何者が襲しゆう撃げきをっ？」

　シャイラの声も聞こえた。シャイラだけは寝間着ではなく、きちんとドレスを着ている。その上、攻撃を防ぐための物であろう、厚手のマントまで着けている。ラーフィアの騎士ナイトのような彼かの女じよだから、きっと何かあったときにすぐ駆かけつけられるよう、寝ねるときも武装を解かないにちがいない。

　ざわざわと物音が近づいてきて、ラーフィアはあわてて胸を隠したまま、金のついたてのほうへ走ろうとした。ところが、足もとには布が散らかっている。足が布を踏ふんづけて、ツルッとすべった。

「きゃーっ！」

「ラーフィア！」

　ラーフィアの両手は胸を隠している状態であり、パニックを起こしてもいたので、とっさに手をつこうとはしていたが、微妙に間に合いそうにない。もろに顔を床ゆかにブチ当ててしまうだろう。俺はラーフィアが裸はだかだということを一瞬完全に忘れ、ただ彼女を助けようとして無意識に体が動いた。




　ぱっふん。




　俺が聞いたのは、肉まんを両方から手で挟はさんだときのような、柔やわらかく気が抜ぬけたような音だった。次の瞬しゆん間かん、後頭部のほうからは「ごちん」と、すごく硬かたくて鈍にぶい音が聞こえた。

　つまり、俺はラーフィアがぶつからないよう、彼女の体を受け止めようとしながら、その体の下へスライディングしたのである。床の上に仰あお向むけに倒たおれて、後頭部を打ったということだ。それはわかるが、「ぱっふん」という音の出どころがわからない。

「おあふっ」

　しゃべろうとした声がくぐもったのは、柔らかい物に口をふさがれたからだ。視界が真っ暗である。状況がわからない。あと、すごく良い香かおりがする。

　少し考えて、俺の顔全体が、ふにゃっとした弾だん力りよくのあるふたつの物体の間に埋まりつつ、上から押おしつぶされているのだということに気づいた。それがラーフィアのふたつの胸の谷間だと気づいたのと、俺はそれに顔が埋まってずっと呼吸していなかったことに気づいたのとは、ほぼ同時だった。

「……ぷっはああああああっごめん！」

　顔を横にそむけて息いき継つぎをした勢いで、俺は取りあえず謝った。ラーフィアは俺の上に、ずれるように重なっているようで、わずかに重い。冬に少し分厚い布ふ団とんにもぐると重さが気持ちいいけど、あんな感じの心ここ地ち良よい重さだ。

　顔を横にそむけて、俺は視線だけおそるおそる、俺の上に重なっているラーフィアのほうへとうつした。ふたつの胸の谷間は、俺とぶつかったせいでほんのり赤くなっている。そして意外にボリュームのあるふたつの胸は、氷柱つららのように天てん井じようから下がって、たゆぷるりん、とプリンをぱんぱんに詰め込んだ水風船のような質感で揺れるるるるるる。

　ラーフィアは状況を把は握あくできていなくて、俺の頭の少し上のほうに両手をついて上体を起こしつつ、呆ぼう然ぜんとしていた。しばらく呆然と固まっていたのだが、やがて、顔がボッと赤くなった。次に、ドッと汗あせが噴きだした。

「きゃああああっごめんなさああっあっあっあっ！」

　あたふたしながら、ラーフィアは俺の上からどこうとしたが、手ばかり前に進もうとして、足がついてきていなかったので、手がすべって上半身が落ち、顔が床にぶつかりそうになった。

「落ちつけ、危ない！」

　俺は手を伸ばし、ラーフィアの頭を支えた。柔らかいふわっとした髪の手て触ざわりの中に、小さく硬い物が指先に当たった。

「ひゃんっ！」

　んっ？

　急に、ラーフィアが動きを止めた。暴れなくなって一安心だが、今度は完全に固まって動かない。

「ど、どうしたんだ、ラーフィア？」

「んっ……角つのをっ、さわらっ……ないでっ……！」

　ラーフィアは真っ赤になって、肩を震わせている。

「あっ、ごめん。……って、角？」

　男のソード・ドラゴンには立派な角があるけれど、ラーフィアたちのどこにそんなものが？　この指先に当たってる、硬いやつのことか？　っていうか、俺が触さわってるそれは、宝冠テイアラの宝石なのだが……？

「これ、宝石じゃなくて角だったのか！」

　俺はやっと気づいた。他の女の子たちが全員宝冠テイアラを着けていると思っていたのも、流行はやってるのではなく、角だったのだ。

　部屋の前には、駆けつけてはみたものの俺たちがあまりにも混乱状態なのでどうすればいいかわからず立ち尽くしている女の子たちが、多数いた。彼女たちの角の色も数も配置も、それぞれに違ちがう。たとえば大きな宝石の横に小さな宝石がふたつ添そえられた宝冠テイアラに見える物は、もしそれが男の角なら、トリケラトプス的な角になっていたのだろう。

　どうりで、宝石と髪の色が同じはずである。ちなみに後で聞いた話によると、女のソード・ドラゴンの角はこのように華きや奢しやなので、折れないように金属で補強する習慣らしい。俺たちの世界で言うところの、歯の矯きよう正せいブリッジみたいな物だ。この補強用兼装飾用の金線が、宝石の宝冠テイアラに見えたのである。

「やっ、だから撫なでないで、ソータ！」

　ラーフィアは胸を隠すことも忘れて、身をよじっていた。俺はあわてて手を引っこめる。

「わ、悪い、角って触っちゃいけない所だったのか」

「だ、だめってことはないけど、足の裏と角はくすぐったいから、いきなりさわられると『ひゃあっ！』ってなるのよ」
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　ラーフィアは、俺が触るのをやめてもまだくすぐったさが残ってるみたいで、涙目でモジモジしていた。シャイラがあわてて、自分の肩に巻いていたマントを外しながら飛んでくると、ラーフィアを抱き起こしてその背中にかけてやった。

「ソータ、姫殿下はとくに、昔からくすぐったがりなのです。ついでに、乗り物酔いもしやすいですし。そもそも姫殿下は気さくにふるまってくださいますが、本来はわれわれ臣下が気軽に近づくこともままならない高貴なお方。あまり気軽に触れないよう」

　シャイラがラーフィアを案じつつ、俺に教育的指導をした。ごめんな、と俺はもう一度謝った。

「いいのよ、ソータ。ソータはソード・ドラゴンのことを知らない異世界の人なのに、言ってなかったわたしがいけないの」

　ラーフィアは胸を押さえて息を整え、シャイラに背中をさすられているうちに、ようやく少し落ち着いたようだ。

「大だい丈じよう夫ぶですか、姫殿下？」

　シャイラが心配そうに言う。ラーフィアの忠実な騎士ナイトという感じだ。

「ありがとう、大丈夫よ。心配かけてごめんなさい。何だかソータといると安心してしまうのか、調子が狂くるっちゃって……」

　シャイラだけでなく、まわりにいる女の子たちも心配そうに見ている。彼女たちを安心させようとして、落ちついて受け答えるラーフィアは、いつものラーフィアだ。俺も、ちょっとドキドキが落ちついてきた。

「絶対にもう二度とさわらないから、ごめんな」

　俺は謝った。するとラーフィアはうつむいて、ものすごく早口の小さな声で、

「べ、別に……二度とさわるなとは、言ってないけど……」

「えっ、今何て？」

　よく聞こえなくて、俺は聞きなおす。ラーフィアはあわてて、真っ赤な顔をぶんぶんと横に振った。

「べ、別に何もっ……やだ、わたしったら、何言ってるのかしら」

「きゃあ、姫姉様の大切なドレスがバラバラに！」

　女の子たちが、床に散らばっているそれに気づいて騒さわぎはじめた。本当に完全にバラバラだったので、何が落ちているのかわからなかったんだろう。

「何ということ、皇妃陛下の形見のドレスがこんな無残なことに。姫殿下、どうぞお気をたしかに！」

　シャイラがまた心配してラーフィアに言った。敵と戦うときには氷のように冷静沈着だったのに、ラーフィアのことになるとこんなに心配する娘こなんだなあ。はじめて見た必死の表情がかわいい。そんなシャイラに何度も「大丈夫よ、心配しないで」と言ってるラーフィアの、お姉さんらしい態度もかわいい。

　ムーメが布を集めて、ラーフィアに何度も頭を下げた。

「ラーフィア姫様、本当にすみませんでした。このドレスは、針と糸で今度こそきちんと元通り繕つくろいますので……」

「いいのよ、ムーメ。あなたも『巫女の離宮』の家事で忙いそがしいんだし」

　ラーフィアがマントにくるまったまま、優やさしく言った。このままだと、俺がここにいるかぎり、ラーフィアは着替えるためについたての後ろへも移動できないのかもしれない。裸をマントでくるんでいるだけなので、立ち上がると体の前半分がマントのすきまから、チラッと見えてしまいそうだ。

「じゃあ俺、部屋を出てるから着替えを……」

　と、外に出ようとしてふと俺は、ムーメがソード・アウトで出したメスをまだブレザーのポケットに入れっぱなしだったことを思い出した。どんな魔法効果があるかわからないので、間違って発動させて部屋を壊したりしないよう、ここにしまったままいろいろあって忘れていたのだ。

「悪い、ムーメ。これ返すの忘れてた、戻もどしといてくれ」

　俺はポケットからメスを取りだし、振ふりかえりざま、ムーメの方へ差しだした。メスは、ポケットにしまう前には明るく輝かがやいていて、その魔法力の充填っぷりが怖くて俺はポケットにしまったわけだが、取りだしたそれはいっそう輝いて、はちきれそうになっていた。

　そして俺が差しだしながら「戻しといてくれ」の言葉を言い終わった直後、メスの先から緑のビームがビシュウッと出た。

「うわあ！」

　あんなに気をつけてたのに、うっかり魔法を暴発させてしまった。部屋に大穴でも開けるか、大だい爆ばく発はつでもするか、部屋の中にいる女の子たちはどうなる、と一いつ瞬しゆんのうちに焦あせりまくった頭の中にいろんなことがぐるぐると回転した。

　だが、ビームはムーメが持った布に当たった。すると布全体がパアッと緑の光に包まれ、次の瞬間には元のドレスに戻っていた。

「すばらしいです！　『ナオール』でも直せなかったドレスを直してしまいましたです！」

　ムーメがドレスの肩をつまんで表と裏を何度も見比べ、大きな目をますますこぼれそうなほどにまんまるに見開いた。シャイラも驚おどろいて、あごに軽く握った拳こぶしを当て、眉を寄せて考えこむ。

「魔法力をソード・アウトさせると、魔法の威い力りよくが上がる上に、一匹ずつしか攻撃できなかった単体魔法が、複数を一度に攻撃できる全体魔法へとレベルアップするとは聞いていました。しかし攻こう撃げき魔ま法ほうだけではなく、回復魔法にも増幅効果があったのですね。巫女長リザドラ様や大人の巫女様たちが生き残っていれば、ソード・アウトについてもっと詳くわしく聞けて、戦いの参考になったのに……」

「それは、みんなでこれからソータと調べていけばいいわ。わたしたちに本当はどんな力があったのか、ソータがその扉とびらを開いて教えてくれる」

　ラーフィアがそう言って、ムーメのほうを見るようシャイラにうながした。ムーメは俺おれの手からメスを受け取り、愛しげに頬ほおずりしていた。

「ごめんなさいね、メスちゃん。ダメな子だとあなどっていたこのムーメが悪かったです、形は小さくてもちゃんと強い魔法力を持ってたんですね。このムーメも攻撃魔法が使えなくて戦いに協力できないのが心苦しかったけど、ソード・アウトで全体回復魔法が使えるなら、皆みなさんの戦いのバックアップができます」

　メスに対するムーメの言葉はそのまま、ムーメ自身のことのように感じた。俺がソードスに来てからの短い時間観察していただけでも、ムーメは攻撃魔法を使えないコンプレックスや、得意の回復魔法もあまり強力ではないコンプレックスで、メスと同じように自分を、ダメな子だとあなどっていた気がする。でも、案外自分が役に立ちそうだとわかって、ムーメの表情に自信が出たように思えてうれしかったし、その手助けを俺ができたっていうこともうれしかった。

　それに実際、回復魔法が強化されたってことは頼たのもしい。戦士が十人いても、ケガをしたらそれだけ数が減る。回復魔法の使い手が一人いるだけで、戦士の数は減らない、つまり延べ人数的に考えると戦士の数が増え戦力が上がるというわけで、味方の数が圧あつ倒とう的てきに少なく援えん軍ぐんも期待できない今の状じよう況きようでは、必ひつ須すの魔法のひとつだろう。もし俺とムーメがもっと心を合わせて「共鳴」を高め、大人数の瞬間完全回復が可能になれば、ムーメを中心にした回復フォーメーションも組めるだろう。

　ムーメはメスを手に、嬉き々きとして言った。

「ではさっそく、このすばらしい魔法に名前をつけましょう。『ナオール』の上位魔法だから今の魔法は『ミナオール』と名づけることにしました」

　ネーミングセンスの雑さもレベルアップしたのが、唯ゆい一いつの難点だけどな。

　ラーフィアもドレスを受け取り、うれしそうに俺を見上げた。

「ありがとう、ソータ。お母様のドレスを元通りにしてくれて」

「いや、そもそもそれが破れた原因が俺だし」

　まっすぐに見つめられて礼を言われると、照れくさくて困る。とても正視できない。

「じゃあ、もう一度それに着き替がえろよ。俺は部屋の外に出てるから」

　照れてることに気づかれないよう、なるべくクールを気取ってそう言ったけど、ぶっきらぼうに聞こえなかったかなと逆に心配になってしまったりして、俺も何だか気持ちがグラグラと落ちつかない。ラーフィアが、あんなにかわいくて、裸を見られた上に角を触られたくせに、あんなにうれしそうな目で俺を見つめるのが悪いんだ。

　俺は逃にげるようにバタバタと、部屋から出た。どこへ行くというあても無いが、とりあえず少し部屋から離はなれようと思った。

　するとなぜか、部屋にいた女の子たちも、部屋の外で待っていた女の子たちも、まるでハーメルンの笛吹きにくっついてくるネズミみたいに、ぞろぞろと行列を作って俺についてきた。ラーフィアの側についていたはずのシャイラまで、俺にくっついて出てきた。

　ラーフィアが着替えるので部屋を出たのかな、と思ったがそうではない。俺を取り囲むように移動している。そしてついに俺は、女の子の群れに周囲を囲まれて動けなくなった。

「……あー、俺に何か御ご用ようですかな？」

「今のっ！　ムーメ様の『ソード・アウト』ですわっ！」

　女の子たちは手を胸のところできゅっと組み、キラッキラの目で俺を見つめながら、どんどん周囲から迫せまってくる。ざっと見た人数は教室一クラスに入るぐらいで、四十人ぐらいってとこか。女の子四十人に周囲から迫られたら、さすがにつぶれる。ついでに、シャンプーだか石せつ鹸けんだか知らないが、すごく良い香りがする。

「ちょ、待てって、おしくらまんじゅうみたいになってる！」

「わたしたち、攻撃魔法が使えなくて、姫姉様の戦いのお手伝いはできないと諦あきらめていたんです」

「わたしはちょっとだけ氷属性の攻撃魔法が使えますけど、ほんとにちょっとだけで、攻撃できるレベルではないんです」

「でもムーメ様のソード・アウトを見て、わたしたちもひょっとしてソータ様にソード・アウトしていただいたら、すごい魔法力が増幅されるかもしれないと思って」

「それに、自分がどんな武器なのか知りたいんです！」

「わたしもわたしも！」

　女の子たちが、なぜこんなに熱ねつ狂きようしているのか俺はそのとき理解した。

　ここにいるかぎりダーク・ドラゴンが攻撃してくることはないんだから、魔法力アップのためにソード・アウトを急いでする必要は無いはずである。

　今のところ、魔ま法ほう使つかいとしても攻撃力の高いラーフィアは、威力が強くリーチが長い一いち撃げき必殺の両手剣。回復魔法を使う、いやし系のムーメからはメスが出た。何となく、武器と、それをソード・アウトする女の子の間には、関連性があるような気がする。

（要するにこの娘たちは、性格占うらないみたいな感じで、自分の武器をソード・アウトして見てみたいわけだな。だからこんなに熱心なのか、まったく女の子ってのはどうしてこう占い的な物が好きなのかね）

　とはいえ、俺も長いあいだ自分の血液型がずっとわからなくて血液型占いができず、うずうずしていた。残念なことに、湖で溺おぼれた以外は健康で、血液検査をするような機会もなかった。だから七月七日、十六歳さいの誕生日が来てすぐに、俺は献けん血けつしに行った。Ａ型だとわかったので、それからしばらく登校前にテレビでやってる血液型占いに食いついていた。日本人の四割がＡ型だから、日本中で四千八百万人が同じ運勢なんてありえないと理り屈くつではわかっていたんだが。

　なので、女の子たちの好こう奇き心しんもよくわかるのだ。シャイラは他の女の子みたいに熱ねつ狂きよう的てきではなく、少し下がって恥はずかしそうに、俺のほうをちらっと見ている。冷静なシャイラはミーハーにはなれないけれど、でもやっぱりラーフィアのためにも、自分が強くなる方法には興味があるってとこかな。

「わかったわかった、でも共鳴しないといけないし、俺の気力的に一度に何人ぐらいソード・アウトできるのかわからないから、まず恨うらみっこなしでクジでも引いて順番を決めてくきゅるるるる～」

　俺は冷静ぶってドヤ顔で女の子たちを仕切っていたのだが、最後に腹の虫が全すべてをブチ壊こわした。女の子たちは顔を見合わせて、プッ、クスッ、と空気が抜けたように笑った。

「ソータ様、伝説の救世の戦士なのにかわいい～！」

「失礼しました、晩ばん餐さんをとっておられなかったのでしたね」

「すぐに準備いたしますわ、わたしたち全員で腕を振るいます。ソーデリア料理は、ソードス各国の料理の中で最も美味だと誉ほまれが高いのです」

「何かお好きな食べ物とか、お嫌きらいな食べ物はございますか？」

「甘あまい物とか、逆にピリ辛からな物とかは大丈夫でしょうか？」

「取りあえず食堂へお連れします、ソータ様」

「食前酒は、ドラゴン・フルーツ酒とエッグ・プラント酒のどちらがお好みでしょう？」

「ちなみにわたくしのおすすめは、紫むらさきのドラゴン・フルーツ酒ですわ」

　女の子たちが俺をちやほやと取り巻きながら、楽しげにさんざめく。女の子酔よいしそうなほど女の子だらけで、ちょっとクラッとするけど、でもみんな明るくてかわいくて、俺も楽しい気分になる。

「えっと、好き嫌いは無いっていうかどんな食べ物かもわからないけど、とりあえず小骨の多いやつと、カラがむきにくいやつは苦手だ」

「了りよう解かいしました、ソータ様に『おいしい、こんなおいしい料理のあるソーデリアに来てよかった』って言っていただけるよう、全ぜん身しん全ぜん霊れいでがんばりますわ！」

　えいえいおー、と女の子たちが盛りあがっている。あんまり賑にぎやかで気になったのか、俺の部屋の黄金のついたてのかげから着替え中のラーフィアがひょっこりと顔だけのぞかせて、

「うふふ、みんな楽しそうね。遠えん慮りよせずにおなかいっぱい食べてきてね、ソータ」

　と、楽しげに俺に声をかけた。俺はそのまま女の子の波に流されるようにして、食堂へ向かったのだった。




　食堂へは、けっこう距きよ離りがあった。というか、離り宮きゆうが広いんだから、当然の距離ではあった。今女の子が千人住んでいる離宮だけれど、一人一部屋あてがわれているらしい。おつきの使用人がいる子は、使用人用の前室のある大きな部屋だ。もし多段ベッドなどを入れて大部屋にすれば、一万人ぐらい収容してもじゅうぶん大丈夫な施し設せつと、庭園の作物と、水があるそうだ。

　だから、イシュカさんは「崩壊の七夜」のあと毎日、紫の鳥を偵てい察さつに飛ばしてはソード・ドラゴンの生き残りを探していたという。チャスカが成長して魔法が使えるようになってからは、チャスカも手伝った。イシュカさんの妹だけあって、幼女にしてその魔法力は巫女の離宮で修行中の女の子たちと比べてもトップクラスであったらしい。

　もし生き残りが見つかれば、この安全で豊かな巫女の離宮に連れ戻す予定だった。それが、ダーク・ドラゴンが支配するこの世界でたったひとつ、生き残ったソード・ドラゴンたちが少しでも自分たちの種族の滅めつ亡ぼうを引きのばすための方法だった。

「ソータ、わたくしは実は少し、希望を無くしかけていたのです」

　階段を下りて、白い柱が並ぶ庭ぞいの列柱廊を歩いているとき、唐とう突とつにシャイラが俺にそう言った。後ろからついてきてる他の女の子たちは、俺のために作る料理の話に夢中で、俺たちの話は聞いていなかった。

「えっ、そうなの？　シャイラって、冷静で勇ゆう敢かんって感じのイメージなんだが」

「わたくしは姫殿下をお守りするため、万一この巫女の離宮をダーク・ドラゴンが襲撃しても迎げい撃げきできるよう、必死に魔法の修行をしてきました。けれども、どんなに強くなっても、あのダーク・ドラゴンに勝てるとは現実的に思えなかったのです。正直なところ、男が滅ほろび、わたくしたち以外の全てのソード・ドラゴンは滅び、この巫女の離宮で安全に豊かに暮らせてはいても、外に出られるわけでもなく、このままこの美しい牢ろう獄ごくで自由を奪われた囚しゆう人じんとして、滅んでいく運命だと思っていました」

　シャイラの淡あわい水色の髪が、寂さびしげに夜風に揺ゆれた。

「けれどもソータがいれば、わたくしたちの力は増幅できる。それに頼たよるだけでなく、わたくしたちももっとがんばって、『ドラゴン・アウト』できるレベルまで魔ま法ほう基き礎そ力りよくを高めようという希望が生まれたのです。千人全員がドラゴンを生みだせるようになれば、千頭のドラゴンがいっせいに圧倒的な火力で戦うことができます。それならダーク・ドラゴン相手でも勝てそうだと、そんな未来へつづく希望がわいたのです」

　うーん、期待してくれるのはありがたいが、さすがに女の子千人全員との共鳴を俺一人ってのは、理屈では共鳴を十倍にすればいいはずなんだが、今目の前にいる四十人ほどだけでもかなりの大人数だと思えて、自信が無い。

「あの、シャイラ。あんまり期待すると、あとでがっかりされたら嫌いやだから、水をさすようで悪いけど正直な感想を言わせてもらうぞ。もし千人全員ドラゴン・アウトできたとしても、ダーク・ドラゴンと戦うぐらいならできると思うけど、全ぜん滅めつさせてソードスを取り戻すってのには全然戦力が足りないと思うんだ」

　俺は予防線を張って、そう言った。すると、シャイラは答えた。

「もちろんわたくしも、ダーク・ドラゴンを全滅させられるほどの戦力がそろってるとは思っていません。それもわたくしが絶望しかけていた理由のひとつだったんですが、しかし『ウロコの無い男』がいたということで、『光の巫女』アルカディアス様も実在すると信じられたのです。いつかダーク・ドラゴンを撃げき破はできるほどの力をつけ、『光の巫女』を探しに行きたいと思っています」

　シャイラはいつものように冷静だが、その瞳ひとみが生き生きしているように思える。はじめに会ったとき、感情を感じられないぐらい冷静だったのは、やっぱり絶望のせいだったのかな、とも思った。

　ところで光の巫女アルカディアスっていうのは、どういうことができるんだろう。「ウロコの無い男」と並んで伝説に伝わってるってことで、俺の知り合いにいないかと何度も聞かれたが、俺は全然心当たりが無い。

「そのアルカディアスとやらが見つかったら、ダーク・ドラゴンはいなくなるのか？」

　俺がたずねると、シャイラは大きくうなずいた。

　結晶核クリスタレアーは天につねにひとつ、つまり光属性の魔ま力りよくを持っているのも結晶核クリスタレアーだけなので、ソードスには火や風など自然のあらゆる元素の魔法が存在しているのに、光属性の魔法だけが存在しない。だから「光の巫女」が「ありえないもの」の代名詞だったのだ……今までは。

「今までダーク・ドラゴンは、朝になると夜の半球へ逃げこんでいました。だから、いくら結晶核クリスタレアーが空にあっても、全滅しないのです。けれど『崩壊の七夜』が、赤い霧きりによって夜を七日続かせてダーク・ドラゴンの独どく擅せん場じようとなったその逆に、光の巫女が夜の半球を照らせば、ソードスに夜が無くなるでしょう？」

「なるほど。つまりダーク・ドラゴンは逃げ場が無くなって、全滅するってわけだな」

「そうです。ほんの一瞬だけでいい、ソードスの惑わく星せいが全て昼になれば、それで戦いは終わるのです」

　シャイラは、希望に満ちた瞳でそう言った。

「終わらないと思っていた戦いが終わる……その可能性は大きな希望です。希望があるかぎり、人は絶望することはありません。わたくしはシャイラ、ソーデリアの偉大な将軍ジャイロの娘、姫殿下のために保ち続けていたけれども折れそうだった誇りを、ソータは支えてくれた。わたくしをわたくしのままでいさせてくれたことに感謝します、ソータ」

　イシュカさんが、もしかしたら帰ってこない、その可能性が高い。希望が必要なのだ。でも、かなわない希望はいつか破は綻たんする。希望を与あたえられてからの絶望は大きい、シャイラの目が再び光と感情を失って機械のようになるのを見たくはない、と俺は胸が痛くなるほどに、そう思った。

　俺たちが歩いている列柱廊の向こうは、夜の庭園だ。空にはあいかわらず巨きよ大だいな惑星が浮うかび、大きな黒い穴があいている。巨大な銀河が、地平線に半分沈しずもうとしていた。

　庭園には花が咲さき誇ほこり、光る噴ふん水すいから光る水が噴ふきだし、光る石像が置かれていた。美しく光って、庭の照明を兼かねている。巫女の離宮の建物も白い結晶石クリスタライトで造られているので、まるでステンドグラスのランプのように、全体が薄うすぼんやりと光っていて、ライトアップのようでとてもきれいだ。

　庭の向こうには、かなり下のほうに、星に照らされた砂漠が広がっていた。砂漠の彼方かなたにある大きくえぐられた崖がけ、あそこに昔ソーデリアの宮きゆう殿でんがあったそうだ。祖父と富士山に登ったことがあるけど、下界の景色を見るとそれより標高高い気がするので、やっぱりここは五千メートルはあるんだろう。

　そして宇宙にあいた「大穴」が、ここからも見えていた。「崩壊の七夜」のとき、あの穴からダーク・ドラゴンが現れたという。穴の真下に当たるところには昔、西の亜あ大たい陸りくがあって、ギルダールという王国が栄えていたそうだ。けれども「崩壊の七夜」のとき、三百万人の国民とともに、一瞬にして大陸ごと消しよう滅めつしてしまったという。

「うええ、おっそろしいなあ……」

　シャイラの話を聞いて、俺は震えあがった。何も知らなかったとはいえ、よく俺はそんな奴やつらと戦ったもんだ。今になって、空の大穴を見て、ひざに震ふるえが来そうになった。

　けれどシャイラは、そんな俺の腕をそっと引き寄せ、体をぴったりとくっつけた。シャイラの鼓こ動どうが、俺に伝わる。静かな鼓動が共鳴し、俺の震えが消えていった。

「けれども、わたくしたちは誇り高きソードスの戦士。ただ暗黒に食われるのを待つだけの存在ではありません。わたくしたちはソード・ドラゴン、あらゆる脅きよう威いに恐おそれず打ち勝つ存在、いずれそのことを証明してみせます。ソータ、あなたがソードスにいるかぎり」

　シャイラは静かな、しかし強い声でそう言った。シャイラの表情は触ふれれば指が切れてしまいそうなほど鋭するどく、淡い水色の瞳には闘とう志しの炎ほのおが宿り、美しい横顔はまつげの長さが際きわ立だって凛りんとしていた。

　そのとき俺は、シャイラに声もかけられず、心をとらわれて息をのんでいた。そして俺たちの後ろから楽しげにくっついてくる女の子たち、イシュカさんがいなくなったことすら知らずに、きっとシャイラと同じように絶望していたであろう、そして俺に希望を見て陽気になっているのだろう女の子たちを見て、胸の奥おくのほうがますます熱くなってきた。

（どうにかして『光の巫女』を探し出したい。彼女たちのために、俺にかけられたこのわずかな最後の希望のために）

　俺の心の底に、そんな熱い感情が湧わきあがっていた。

　どこから探していいのか見当もつかないが、図書館での調べ物は慣れている。この離宮は平和で安全だから、時間もたっぷりある。ゆっくり手がかりを探ってみよう。

　そして俺は、救世の戦士になれるかどうかはいまいち自信はまだ無いが、けれども彼女たちの戦士であろうと、そのとき思った。生まれて初めて感じる、自然に湧きあがってきた感情、戦士でもない俺の胸に湧きあがったこの熱い感情は、戦士の誇りだった。




　俺たちは、列柱廊を抜けてふたたび建物の中に入り、廊ろう下かをさらにだいぶ歩いて、ようやく広い食堂に着いた。

「ソータ、こちらです」

　シャイラがドアを開いてくれた。

　そこには、学校の会議机よりも巨大な、長いテーブルが置かれていた。そしてテーブルの上には、見たこともないごちそうが大量に盛られていた。

　どんなごちそうかというと、本当に見たこともないような物ばかりで、詳しく説明するのは難しい。とりあえず、パンはわかる。それから、葉っぱがついた丸い実みたいなやつ。果物のような物もいっぱいだ。野菜スープやサラダっぽい物もある。丸い実みたいなやつと野菜スープは、光る皿の上に置かれていた。皿のまわりは金属の枠わくがはまり、なぜかその枠にはネジがついている。刺し繍しゆうをするときの枠のような構造になっていた。

　淡い金きん髪ぱつのキリルと、淡い紫むらさき色いろの髪かみの小さなチャスカも、食堂に来ていた。みんながドヤドヤやってきたのを見て、二人はびっくりしていた。

「ソータが夜食を摂とるっていうから起きて来てみたら、どうしてこんなに大人数なの？」

「皆さん、しかも寝間着のまま！　イシュカ姉様が帰ってきたら、叱しかられますよ！」

　チャスカがぷんぷん叱っている頭を、女の子たちがナデナデしていた。

「あはは、チャスカちゃん怒おこるとほっぺたぷっくりになってかわいい～」

「わたしも怒って怒ってー♪」

「もー、わたしは注意してるのに、面おも白しろがってちゃだめですよー！」

　ぷんすこぷーん、とチャスカが短い腕を振りあげて、ついでに変な紫色の鳥のぬいぐるみをつかんだままで怒るので、女の子たちは完全に萌もえ萌えのメロメロリンになってしまっていた。

　俺は初対面のチャスカがいきなりダーク・ドラゴンを溶とかす強力魔法の使い手だったので、ちょっと怖こわいようなイメージが先についてたんだけど、平和な離宮に帰ってきてみると、他ほかの子たちに比べて一人だけ幼いので、きっと千人全員の妹みたいな癒いやしの存在なんだろう。とくに彼かの女じよたちの中には、赤ちゃんのころから見てきて、世話をした子もいるんだろうし。

「あのう、ソータ。ここに座すわって、すぐに食事が来るから」

　キリルが恥ずかしそうに椅い子すを引いてくれた。俺が座ると、椅子の後ろから俺に顔を近づけて、ドキドキしたようすでささやいた。

「ムーメのこと、聞いたわ。わたしもあとでソード・アウトしてくれる？　わたしなんかでも、やっと姫姉様のお役に立てるかもって、すごく楽しみなの」

「キリルはじゅうぶん役に立ってるじゃないか、すごい攻撃魔法使えるのに」

　俺が言うと、キリルはぶんぶんと首を横に振る。

「わたし、ダメなの。魔法を使って戦わなくちゃと思うのに、敵が怖くて、魔法力を完全に出し切れなくて……。砂さ漠ばくでも、最後には怖くて魔法もほとんど撃うてなかった。だから、ソータに自信をつけてもらえたら、勇気が出て、もっとガンガン戦えるようになれると思うの」

　たしかにキリルは、攻撃魔法の威力の強さからは考えられないほど、気弱そうな感じだ。俺も、いつか来るかもしれないこのときのために、体育の時間に剣けん道どうや柔じゆう道どうをがんばっては来たけど、どんなに敵を倒すための力をつけたところで、恐れずに間合いを縮めないかぎり、相手を倒すことはできない。基き礎そ力りよくをつけるのも大事だけど、最後に背中を押すのは勇気なんだと思う。

「わかった。じゃあいっぱい食べて力をつけて、思いっきりソード・アウトできるようにがんばってみる」

　俺が言うと、キリルはすごくうれしそうにうなずいた。俺を頼りにしてくれるキリルは、とてもかわいい。力になってやりたい、と思う。それにはまず、食べなければ、だな。

　女の子たちは食堂の隣となりにある厨ちゆう房ぼうにつながる扉を開いて、料理をつぎつぎに、銀のワゴンに乗せて運んできた。厨房ではメイドたちが忙しく料理をしながら、ときどき扉から顔をのぞかせて、俺のほうをじっと見てきた。料理の質問か何かかな、と思って目を向けると、「きゃーっ」と黄色い声を上げ、顔を赤らめて引っ込んだので、どうもそういうことではなかったらしい。

「ソータ様、もう食事ができるほど回復したのですね。あの様子なら、ムーメさんの回復魔法で五日はかかると思っていましたが、姫姉様の『共鳴』の効果があったんですね」

　チャスカがテーブルナプキンを持ってきて、椅子の後ろで背せ伸のびして俺の首に巻いてくれた。

「うん、ラーフィアも疲つかれてるのに悪かった。冷静に考えると、ムーメがソード・アウトして『ミナオール』を使えば治った気もするけど、でもムーメをソード・アウトさせられるぐらいに気力が戻ったのはラーフィアのおかげだし……」

　つまり、回復魔法を使えないぐらいまで気力を消しよう耗もうしたら、実戦のときには詰むってことだ。それだけは気をつけるようにしよう。

　とりあえず、ソード・アウトについて俺が知っていることを、まとめておこう。

　ソード・ドラゴンの男は硬こう質しつのウロコや立派な角に全身を守られた、防ぼう御ぎよ力りよくも攻こう撃げき力りよくも高い肉弾系の戦士だ。女はウロコを持たず角もとても小さいかわりに、魔法を持っている。基本的に、女が自分一人で使える魔法はあまり強くない。男と「共鳴」して、その高まって増幅した生命エネルギーを唇くちびるから体内に取りこむことで、体の中の魔法力を結けつ晶しよう化かして、武器の形で取り出せる。魔法レベルが上がると、ドラゴンの形で取り出せるようになる。

　その武器は何倍にも増幅した魔法効果つきの武器であり、共鳴した相手の男だけが使えるそうだ。いっぽうドラゴンは、男がいなくても単体で戦える。そのあいだ女は魔法力を失って無防備な状態になってしまうので、ソード・ドラゴンの女は従来、戦いに赴おもむく男に武器やドラゴンを託たくし、自分たちは安全な場所でその帰りを待っていたのだという。

　そして、この巫女の離宮にいる女の子たちは、今まで六年間男がいなかったため、誰一人としてソード・アウトしたことが無い。だから、初体験のソード・アウトで何が出てくるか、みんなワクワクして待ちきれないようすで、俺が食事を終えるまで見守っていた。

「ソータ様、お水をお入れします」

「食前酒はわたくしおすすめの、紫のドラゴン・フルーツ酒をお持ちしましたわ」

「こちら前菜の、ドラゴン・フルーツのカナッペです」

「あっそうだ、食前のお祈いのりを忘れていましたわ！」

「ソータ様はご存知ないでしょうから、わたしがかわりに祈ります。結晶の神々よ、形無き水と空気から、光の力により形ある草木を恵めぐんでくださった奇き跡せきに感謝いたします」

「あーん、ソータ様のためならわたしがかわりに祈りたかったのにー」

「大人っぽい味がお好みでしたら、ドラゴン・ペッパーをお振りしましょうか？」

「パンをお切りしますわ、薄うす切ぎり、厚切り？」

「パンは温めますか、ソータ様？」

「こちらフォークです、ソータ様」

「いっそわたしが食べさせてさしあげます、あーん」

　落　ち　着　か　ね　え　！

「あの、皆さん。自分で食べられますから、少し放置しておいてくれると助かるんだが」

　このままじゃ気が散って、のどがつまって死んでしまう。正直にうったえると、まわりをわちゃわちゃ取りまいていた女の子たちがぴたっと止まってくれたので、俺はホッとして、あらためて食しよく卓たくに向きあった。

　取りあえず、皿に載のった前菜とやらを食べてみる。カナッペと言っていたが、薄うす焼やきのビスケットのようなものの上に、分厚く切られたチーズのような物が載せられ、赤と緑と透とう明めいの小さな粒つぶがぱらぱらと散らされて、とてもきれいだった。食べてみると、ムッチリして肉みたいだけど、豆とう腐ふステーキのようでもあり、コンビーフかハムに近い、とにかくおいしい。

「何かよくわからないけど、これすごくうまい！　これ、何なんだ？」

「お口に合って良かったわ、ソータ」

　キリルが、小さなカゴを運んできながら俺に向かってほほえんだ。

「それはドラゴン・フルーツ、庭園にもいっぱい実っていたでしょ、栄養たっぷりの果物なの。今食べてるのは、実を分厚く切って焼いた物。実を薄うすくむいて水にさらすと、シャキシャキのサラダになるし、大きな種の中に詰まった粉からはパンが作れるし、捨てるところがないのよ。で、これが焼きたてのパン」

　キリルが運んできたカゴの中には、小さくて丸っこい形のパンがころころ入っていた。キツネ色でふっくらして、俺の知ってるパンと変わらない。でも味は、俺が知ってるパンよりもずっと、もっちりしていて甘みがあっておいしい。

「ソータ様、もしカナッペを温めたほうがお好みでしたら、この上に置いてください」

　メイドが俺に、小さな結晶石クリスタライトの高たか坏つき（脚あしつきのうつわ）をすすめた。高坏はほのかに光を放ち、上の部分は平たくて、鉄板のようにツルツルしている。そして脚の部分には銀のリングがはめられ、そのリングをネジで締しめられるようになっていた。

　壁かべにかかっているランプも同じ構造だ。ネジを巻いてリングで結晶石クリスタライトを締めつけることで、圧力を加えて熱を出すのだろう。俺がネジを強く巻いてみると、高坏の光が強くなる。温度も上がって、上の部分に置いていたカナッペから香こうばしい匂においが立ちのぼった。

「便利だなあ、俺の世界にこれがあったら、エコ問題は完全に解決するのに」

　食べてみると、温めてパリパリと香ばしくなったカナッペはますますおいしい。ドラゴン・フルーツのステーキ、サラダ、ポトフのような具だくさんのスープ、シャーベット。エッグ・プラントというたんぱく質を多くふくんだ卵そっくりの形の、でも色は黄緑と紫のまだら模様というちょっと見た目は食欲がわかない感じの果物で作ったオムレツも、すごくおいしい。

　ソーデリアの料理は、何を食べてもうまい。食べたことがないのにおいしいってのは、考えてみるとすごいことだ。カレーでも酢す豚ぶたでも、慣れてればウマイけど、最初に食べたら「辛からっ！」とか「甘いのか酸すっぱいのか！」とか、違い和わ感かんしか出てこないだろうに。

　それで俺ががっついていると、まわりで女の子たちが、テーブルナプキンで俺の口をぬぐいたそうにウズウズしていた。そしてシャイラはちょっとあきれたように見ていたのだけど、ふと優しく目を伏ふせて、静かに口を開いた。

「父将軍ジャイロが一番頭を悩なやませていたのが、初うい陣じんに出た兵士が戦いへの恐きよう怖ふとストレスで、食べられなくなってしまうことでした。食べられなければ気力が消耗し、戦えなくなってしまう。ソータにはやっぱり、戦士としての才能があるようですね」

「さ、才能って別に、メシ食ってるだけで誉ほめられるようなことは……。むしろ、俺の食欲が出るぐらいおいしい料理を作るメイドさんたちに才能があるってことじゃないのかな」

「他人の力量と自分の力量を客観的に見られるのも、戦士の才能ですが、ソータが照れくさいようなのでこれぐらいにしておきましょう」

　シャイラがニコッとほほえんだ。うむ、そうしてくれると助かる。ふだん女子に誉められていないので、あんまり誉められると心臓がドキドキして誉め殺されそうになる。

　巫女の離宮は、気温自体は結晶石クリスタライト鉱山からの熱で暖かいが、高地にあるので風はけっこう強い。夜風だと少しひんやりも感じるので、温かい食べ物がおいしかった。デザートは、ドラゴン・フルーツを甘く煮にた物をケーキに乗せて焼いた「ドラゴン・フルーツ・タルト」、アツアツでおいしかった。メイドが自じ慢まんげに語ったところによると、結晶石クリスタライトでできた高熱の石いし窯がまで焼き上げるので、表面がパリッと飴あめ状じようになるのがおいしさのこだわりらしい。で、実際おいしい。

「ふー、ほんとにどれを食べてもおいしかった。ごちそうさま」

　俺は両手をポンと合わせて、ぺこんと頭を下げた。

　その俺のほっぺに、いきなり側にいた女の子が、チュッとキスをした。

「えっ？」

　俺はびっくりして顔を上げた。女の子は顔を真っ赤にして、両手で顔を押さえた。

「あっ、こ、断りもなくすみません、ソータ様！　そろそろソード・アウトできるかな、って思って……」

　でも、女の子の体は光り始めない。他の女の子たちも、ざわざわしながらその様子を見に集まってくる。

「ソード・アウトしないわね」

「いきなりじゃだめよ、心を合わせて『共鳴』しなくちゃ」

「ど、どうやって共鳴ってすればいいの？」

　女の子たちがとまどっている中、シャイラが一歩、前に出て俺の手を取った。

「では最初に、わたくしが試ためしてみましょう。とりあえず、目と目を見つめあわせてみましょうか」

　シャイラが少し背をかがめて、座っている俺と視線の高さを合わせた。ものすごく近い所に顔が来て、シャイラはほんとに整った顔立ちで、俺はドキドキしてしまう。でもシャイラもドキドキしているのか、顔を真っ赤にして、目を合わせようとしていても、ときどき視線が逃げそうになってしまうのを、けっこうがんばってる感じだった。他の女の子の手前、自分が手本を見せなくては、と気を張っているんだろう。

　俺もドキドキしているけど、シャイラがあまりにも恥ずかしそうで辛そうなのが可哀想になって、俺はちょっと背筋を伸のばすと、自分の方からシャイラの唇を鼻先でちょこっとつついた。鼻先なのは、高さ的には唇かほっぺかと思ったんだが、そのどっちも恥ずかしくて、鼻ならまだましかな、と思ったからだ。

「きゃっ……！」

　シャイラが女の子みたいな声を上げて（女の子だが）、ぼんっ、と顔を真っ赤にした。びっくりしているシャイラだったが、その唇から全身に水色の光がふわっと広がる。二人ですごくドキドキしていて「共鳴」が高まっていたせいか、光は強いし広がる速度も速い。水色の光はシャイラの胸に集まってきて、ぽんっと光の球となって体から抜ぬけだすと、閃せん光こうを放って、青い宝石が飾られた剣となった。

「あっ、成功です！　これは……細身剣ですね」

　シャイラが目を輝かがやかせ、その剣を手に取った。それは先せん端たんを床ゆかにつけたときに柄つかの先がシャイラの肩かたぐらいまである、フェンシングの剣のようにすらっとした細身の剣だった。

「きゃああ、シャイラ様、おめでとうございます！」

「きれいで上品な剣！　シャイラ様らしい、凛とした美しさにあふれた剣ですわ！」

　女の子たちが黄色い声を上げて、シャイラを取り囲んだ。背が高くてキリッと整った美貌の彼女は、どうやら彼女たちにとってアイドル的な存在らしい。

「ソータ、使ってみませんか」

　シャイラが俺おれに細身剣を、両手で捧げるようにして手渡した。俺は椅子から立ち上がると、部屋の真ん中の広いところまで出て、細身剣を振ふってみた。

「これは……軽い！」

　ラーフィアの両手剣も、片手でたやすく扱えてしまうぐらい軽いが、シャイラの細身剣の軽さは圧倒的だ。たとえるなら、テニスとバドミントンのラケットぐらい違う。細身剣の刃はは鋭く剣というよりまるで鞭のようにしなって、風をびゅんびゅん斬り裂いた。

「うわ、なんか軽すぎてこれは怖い。うっかり勢いあまって、自分を切ってしまいそうな気がする。魔ま法ほうの前に、剣の扱いを練習したほうが良さそうだ」

　俺はあわてて剣を振るのをやめた。シャイラが、その剣を俺から受け取った。

「そうですね、自分の武器が何かわかっただけで満足です。魔法はまたこんど、山の下まで降りて試してみましょう」

「そうです、ソータ様魔法まで使ったら貴重な気力が消耗してしまいます。それより一人でも多くソード・アウトしてほしいです、というかわたしがどんな武器になるのか知りたいです。シャイラ様みたいなすらっとしてきれいな剣がいいなあ」

　チャスカが目をキラキラさせ、俺のズボンを引っぱった。キリルも、うんうん、とうなずくと、

「じゃあソータ、次はわたしをソード・アウト……して？」

　そう思って俺を上目づかいで見上げながら、俺のそでをキュッとつかんだ。そしてちょっと背伸びして、一度やめて、もう一度、えいっと背伸びした。それから、困ったように眉まゆをハの字にして、俺を見上げた。

「あ、あの、ソータ。ごめんね、あの、ちょっと低くなってくれる？」

「あっ！　ごめん、そうか悪い、届かないんだな」

　今までこういった経験が無いため、俺はそこまで気が回らなかった。そうか、小こ柄がらな女の子って俺のほっぺたに届かないんだ……かっ、かわいい。なんか俺の中のかわいいメーターがギューンと上がった。これ、かなり共鳴してる気がする。さすがにラーフィア、ムーメ、シャイラとソード・アウトに成功してきたら、直感的に、いけるかどうかわかってきた。これはいける、と確信した。

　あわててその場に正座すると、キリルの方が頭の位置が高くなった。

「ありがとう、ソータ。わたしずっと、自分が何の武器になるか知りたかったの。ダメダメなわたしでも、少しは強くなれたらいいなあ……えいっ」

　キリルは俺の顔を両手で持つと、恥ずかしくてちょっとためらったあと、目をつぶって思いっきり覚かく悟ごを決めて、唇を俺のほっぺたにチュッとくっつけた。その恥じらってるところとか、思い切って覚悟を決めたところとか、いちいちかわいくて俺はドキドキした。

　……なのに、キリルの唇は光らなかった。

「あ……あれ？」

　キリルはあたふたしながら、自分の姿を何度も確かく認にんした。

「光らない……光ってないわよね？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、キリルさん。わたしも光らなかったし」

　さっき失敗した女の子が、キリルにフォローを入れた。いや、彼女はほんとにいきなり俺のほっぺに、俺がうつむいてるすきに目も合わせずにキスしてきたので、キリルとは状じよう況きようが違ちがう。そしてキリルは、泣きそうな顔になっていた。

「わ、わたし……やっぱりダメなんだ……」

「そっ、そんなことないですよ、キリル様！」

「そうそう、きっとさっきのシャイラ様のソード・アウトがかなり強力だったので、ソータ様の気力がかなり消耗したんだと思います。ほら、わたしだってたぶんダメ……」

　と、チャスカがあたふたしながら、正座したままの俺に近づいてくる。正座しててもチャスカには高いらしくて、俺の首にぎゅうっと抱きつき、ぶら下がるようにして顔の高さを上げ、やっとの思いで俺のほっぺにちょっとだけ唇がふれた。

　そんなチャスカの小ささも、小さいのにキリルに気をつかってる健気さも、何もかもがかわいい。胸がキュンとする。

「あれっ？」

　チャスカがびっくりして、俺から離はなれた。チャスカの唇が淡い紫の光を帯び、それが全身に広がっていく。

「あら、ソータ様の力……残ってた？」

　チャスカは不思議そうに目をぱちくりした。そして全身の光が胸むなもとに集まると、それは巨大な光の球となった。一番大きいビーチボールぐらいの大きさがある。

「きゃあああーっ！　なっ、何これっ、大きいですー！」

　あまりにも巨大で、チャスカはびっくりして悲鳴を上げた。光の球体はぼわん、と爆ばく発はつするようにすさまじくはじけ、紫の宝石で飾られた、巨大な戦せん斧ぷが現れた。それは重すぎて浮いていられないのか、ずしん、と床に突き立った。

「ひっ……ひゃああああ～っ、これはちょっと大きすぎるかも……。ソータ様、あの、これ、使えますでしょうか？」

　チャスカは、あまりにも斧が大きいので困ってオロオロしていた。小さくてかわいいチャスカに不似合な巨大な斧、たぶん、魔法力の強さが武器の威い力りよくに反映されてるのかもしれない。いかにも重そうなので、これはシャイラの細身剣同様、出してみても扱いきれないかもしれないと思いつつ、俺は斧の柄をつかんだ。

「うっ……重い」

　がんばれば持ち上げられないほどではないが、振り上げるのは無理なレベルで、かなり重い。これは、よっぽど俺が鍛えないと扱えそうにない。ちょっとだけ持ち上げて、俺はそのまま床に下ろしてしまった。

「重い……ですか。すみません、わたし、重くてっ……！」

　チャスカが、うるうると大きな目を涙目にした。おっとやばい、ちっちゃいといえども女の子に向かって失言した。

「あ、いや。大だい丈じよう夫ぶ、重くない、そんなに、わあ！」

　フォローして持ち上げようとして、俺は斧の重さに負け、いっしょに倒たおれてしまう。

「きゃあ、ソータ様、大丈夫ですか！」

　斧の下敷きになった俺の上から、チャスカがあわてて斧をどけようとするが、うんしょうんしょと必死にがんばっても、当然ビクともしない。たしかにソード・アウトで出てくる武器は、女の子が自分で使うのではなく、男の戦士と協力して使うためのものなんだなあ、と実感する重さであった。

　結局、シャイラと他五人ぐらいの女の子が、総出で手伝って斧をどけてくれた。こう重いと武器として使うには難なん儀ぎである。しかも、何だか頭がクラッとした。

（貧血？　いや違う、気力がものすごい勢いで減衰してるんだ！）

　チャスカもそれに気づいて、あわてて斧に手をさしのべる。

「いけない、ソード・イン！」

　斧が淡い紫むらさきの光を放って、光の球となり、チャスカの胸へスウッと吸いこまれた。その瞬しゆん間かん、俺の中からあの吸い上げられるような感覚が消えて、思わず脱だつ力りよくして床にへたりこんでしまった。

「ああ、びっくりした……大きい武器って、こんなに気力を吸われるんだな」

「かえすがえすもすみません、ソータ様。大丈夫ですか？」

　チャスカがとても心配していたので、俺は「大丈夫だよ」と返事したが、実際にはかなり消耗していた。威力の大きい武器というのも考えものである。扱いこなせれば大きな攻撃力となるんだろうけど、ソード・ドラゴンの筋骨隆々の戦士なんかはそういう武器を使えたんだろうけれど、ふつうの人間のふつうの高校生である俺の気力と腕力では扱いきれない。それよりは、攻撃力は低くても扱いやすい武器を、共鳴で攻撃力を増ぞう幅ふくして使うほうが俺に向いてるかもしれない。ムーメは自分の武器が小さなメスだったことにがっかりしていたが、実用的には斧よりずっとましだと思った。

　しかし、問題はソード・アウトできなかったキリルである。チャスカが成功したんだから、俺のパワー不足ではない。共鳴だって、いい感じだったはずだ。何がいけなかったんだろう？

「キリル、もう一度やってみようか」

　俺はキリルに声をかけたが、キリルは首を横に振って、

「いいの、どうせ成功しないし。わたしなんて、ダメだから……」

　と、走って出ていってしまった。

「キリル！」

　俺は追いかけようとしたが、シャイラに腕をつかまれて止められた。

「キリルは、わたくしを超える魔法力を持っているのに、どういうわけだか自分に自信を持てないでいるのです。ずっとダーク・ドラゴンに怯えてこの巫女の離宮で囚人のように閉じ込められていたのですから、むしろ自信を無くして当然です。わたくしがソータのおかげで希望を取り戻したように、時間がたてばキリルもきっと自信を取り戻して成功するはず。時間をおいて待ってあげてください、『崩壊の七夜』はそれほど悲惨で絶望的なできごとだったのです」

「うん……わかった」

　シャイラの言葉の重みが、俺の胸に突つき刺ささる。

　自信を取り戻さなければ、ソード・アウトできない。でもムーメのように、ソード・アウトできたことで自信を取り戻せた娘こもいる。鶏にわとりが先か、卵が先か、みたいな問題だな、と思った。

　取りあえず、他の女の子たちもソード・アウトしたくて行列を作って待っている。彼女たちも、好こう奇き心しんからソード・アウトしてみたいだけでなく、それぞれに絶望と、ソード・アウトへの希望を抱いだいて待っているのだろうから、あまり待たせるわけにはいかない。

「じゃあ、次は誰だれがソード・アウトを試してみようか？」

　俺が女の子たちに声をかけると、女の子たちがうれしそうに歓かん声せいを上げた。




　俺は結局、三十人ほどソード・アウトを試したところで、さすがに気力が尽つきてしまった。試したのは三十人だが、成功したのは十人ほどで、成功率はかなり低い。俺との共鳴を恥はずかしがりすぎてダメだった、というのが主な原因。その他、基礎魔法力が低すぎたりしても、ソード・アウトできないみたいだ。

　で、夜食をたっぷり食べたはずなんだけど、そういうわけで俺は気力が尽きた。燃料が切れたんじゃなくて、動力が切れたって感じで、おなかはすいてないけど、体が動かない。頭がクラクラするし、目が覚めたばかりなのに疲れすぎて眠ねむ気けがきていた。

「ごめん、成功しなかった子と残りの子は、また今度……」

　俺はそう断って、自分の部屋へ戻もどった。フラフラしている俺を心配して、シャイラが送ってきてくれた。

「ほぼ初めての相手で共鳴もそこそこでしょうに、十人もソード・アウトさせられたのは快挙です。皆、ソード・アウトしたらうれしくて剣を出しっぱなしにしていましたが、あれを一回一回ちゃんと片付けソード・インしていれば、もう少し気力の消耗を抑えられて、あと五人ぐらいはソード・アウトさせられたかもしれませんね。今後の課題としておきましょう。ソータはよく寝ねて気力を戻しておいてください」

　シャイラが熱心にメモを取っている。面倒見もいいし、わりとサバサバしてるし、運動部のマネージャーみたいだ。安心して背中を預けられる感じがする。

「うん、明日もがんばる。ありがとう、おやすみ」

　俺はシャイラに言って、部屋のドアを開けた。ありがとうと言った瞬間に、シャイラがちょっとびっくりしたような顔で背筋を伸ばして、そのあと少し赤くなりながら目を伏せつつそむけて、口元に軽く握にぎった拳こぶしを添えながら、こほん、と小さく咳をして、

「べ……別にお礼を言われるほどのことでは……」

　と、小さく言ったので、俺も急に照れくさくなって、急いで部屋に戻った。




　部屋の中は、シャンデリアが輝いていたけれど、ガランとして誰もいなかった。ラーフィアの残り香も、ほとんど消えかけていた。

　ベッドの上にメモがあった。ラーフィアの香水と同じにおいがしたので、ラーフィアが残したものだろう。たぶん、俺の部屋を出るときに何か一言、おやすみなさいぐらい残して行ったんだろうけれど、ソーデリアの文字は「○」と「・」の組み合わせで、何を書いているかサッパリである。でも、ていねいに書かれた○と・の雰囲気で、ラーフィアが心をこめてこれを書いたことはわかる。

（この字とか、肉球みたいでかわいいよな）

　○の上に・が三個並んでいる字を見て、俺はクスクス笑った。○の中に・があって目のような文字とか、○の下に・が二個並んでカボチャの馬車みたいに見える字もある。こんどラーフィアに教えてもらうと楽しいかもしれない。でもまずは、ラーフィアも疲れているのに俺のために共鳴してたぶん気力は限界にきてるだろうから、今夜はぐっすりと休んでほしい。

「あっ、ムーメに時計があるかどうか、聞けばよかった」

　俺は今更後悔した。呼よび鈴りんの紐を引けば来るとは言われていたけど、さっき出てきた女の子たちがみんな寝ね間ま着きだったということは、けっこう深夜だと思うし、気の毒である。俺も眠かったけれど、思い立ったときにやらないと気が済まない性格なので、部屋の奥の高くなったところに積み上げたガラクタの中にあるかもしれないと思って、探しに行った。

　そこには、椅子やら楽器やらがごちゃごちゃに積み上げられている。まずこれを整理しないといけないので、俺は一つずつ部屋の低いほうに並べた。

　大きなハープみたいなやつは、立てて置いてみたが、弦げんが全部切れて半分ぐらい無くなっている。弦は、草のツルみたいな材質だ。ラッパも、リードの部分がほとんどちぎれてしまっていたけれど、わずかに残っているそれは、薄い竹みたいに見えた。音楽の時間に習った、金管楽器は金属でできてレバーとかいっぱいですごくメカニカルなのに、肝心の音が出る部分は薄い草の茎の板、昔ながらのアシ笛から全然変わってないっていうのがビックリだったけれど、ソードスでもそれは同じみたいだ。

「もったいないなあ……。材料さえ集めれば、ムーメが修理できるんだよな？」

　俺は庭園を見た。これだけたくさん植物があるんだから、楽器の材料の植物もあるに違いない。

　俺は何度か友達に誘われてアイドルのコンサートに行ったことがあるんだが、あのすごい熱気を目の当たりにすると、やっぱり音楽の力ってやつはすごいもんだと思う。

　音楽は人の心を共鳴させる、というか楽器や音楽そのものが、共鳴を利用した物である。つまり音楽を利用すれば、もっと効率よく、もっと強力に、共鳴ができるんじゃないかと俺はひらめいた。

「よし、明日やることは決まった。まずは寝よう！」

　俺は布ふ団とんにもぐって、早々に眠ねむりこんだ。時計を探していたことは、完全に忘れていた。







三章　奏かなで上げろ楽器！　俺と彼女のプレリュード







　翌朝、朝ごはんはムーメがベッドまで運んでくれた。ソーデリアの朝食は、ゆでたエッグ・プラントに、ドラゴン・フルーツのポタージュスープ。ドラゴン・フルーツはゆでると固めのサトイモのような歯触りになるので、ポタージュもサトイモポタージュみたいな感じだ。ちょっと変わってるけど、なかなかおいしい。それにパンと、濃い赤あか紫むらさき色いろのドラゴン・チェリーのジュースだった。

「ムーメ、ここにある楽器を修理しようと思うんだけど、材料を集めてきたら手伝ってくれる？」

　俺はベッドで食べるのが慣れてなくて、ベッドの横にテーブルを出してそこで食べた。ムーメは目を輝かせて、大きくうなずいた。

「もちろんです。では、ソード・アウトして『ミナオール』を使ってみましょう、ソータ様。全部いっぺんに直せるかもしれないですね」

「そもそも、こんなにボロボロになるまで誰も直さなかったのか？」

「直したところで、巫女みこの離り宮きゆうには演奏できる人がいないからです。『崩ほう壊かいの七なな夜よ』のとき、ちょうどソーデリア宮きゆう廷てい楽がく団だんが、慰い安あん演奏のために巫女の離宮へ来ていました。ソーデリア宮きゆう殿でんがダーク・ドラゴンに襲おそわれたのを見て楽団員は全員、巫女様たちといっしょに応戦に出たので、それきり……」

「そうだったのか。でも、楽器を弾ひけたらけっこう楽しいぞ」

「音楽はきれいだと思いますが、楽器ってとても難しいじゃないですか。このムーメには、絶対に無理です」

　ムーメは恐きよう縮しゆくしたように、プルプルと両手を振った。宮廷楽団レベルの演奏しか聴いたことがなかったら、たしかに逆に音楽に対してハードルが高くなってしまうかもしれない。うまく演奏するのはもちろんすごく難しいけど、ちょっと音を出すだけでも面白いのに。俺も歌が下手ってこともあったが、音楽の器楽合奏はけっこう好きだった。

　まずは論より証しよう拠こで、楽器を直して、話はそれからだ、と俺は思った。




　朝食が終わって、俺は庭園に出た。空には結晶核クリスタレアーがまぶしく光っている。朝日でなければ、まぶしすぎてあのトゲトゲの形が見えないので、俺たちの世界の太陽とあまり変わらない。

　まずは、俺はハープの弦げん探しと、ラッパのリード探しを始めた。切れたハープの弦を数本と、ラッパのリード部分だけを参考にするためポケットに入れて、俺は庭を歩いていた。

　ハープの弦は、似た感じの植物のツルがいろいろあって、どれだかわからなかった。なので、ツルを見つけたら取りあえず足と片手で引っ張ってみて、指ではじいてみた。たいていは草のツルなので、引っ張っただけでプチッと切れてしまったが、一本だけピンクの小さな花がいっぱいついたツルだけは、どんなに引っ張っても切れなかった。ゴムみたいに思いっきり引っ張ってから指ではじくと、「パラン♪」と、乾かわいたような不思議な音が鳴った。

「おお、鳴った！　あまりいい音じゃないけど、加工してハープにくっつけたら、共鳴してポロンポロンした、いい音になるかもしれない」

　俺は取りあえず、その草を採取してみた。でも、やっぱり「パラン♪」という音のガサついた感じが気になった。俺おれたちの世界のハープとは違う音質の楽器なのかもしれないけど、もっといいのがあるかもしれないので、もうちょっと探してみよう。

「あっ、ソータ様発見！」

　メイドが、五人ほど、俺のほうへやってきた。みんな手にカゴを持って、そこにはいっぱい洗濯物が入っている。

「おはようございます、ソータ様。お散歩ですか？」

「植物採集だけど、みんなは？」

「わたしたちは洗濯です、浄化魔法ピユリフアイで洗い物をきれいにするんです。ソータ様も何か、洗い物はありますか？」

「ううん。それより、こんな感じの音の出るツル草、見たことある？」

　俺は草を引っ張って、指でパランとはじいてみた。メイドたちは驚おどろいて、草に注目した。

「すごい、音が鳴ったわ！」

「音が鳴るのを知らないってことは、心当たり無し、ってことだな」

　彼女たちは本当に、音や音楽とはふだん縁の無い生活をしていたらしい。巫女の離宮学校の魔法の修しゆ行ぎように、音楽の授業は無かったようだ。

「すみません。庭番なら、薬草などにも詳くわしいので知っているかもしれません」

「ありがとう、探してみる」

　俺はメイドたちに礼を言って、庭を歩きだした。

「あのう、ソータ様！　お仕事が終わったら、わたしたちもソード・アウトしてくださいね！　約束ですよー！」

　メイドたちが、俺の背に向かって明るく手を振った。仕事をサボってソード・アウトを頼まないあたり、仕事熱心で行ぎよう儀ぎもいいんだな、と俺は感心した。

　庭番庭番、と俺がきょろきょろ探していると、離宮の中で一番高い尖せん塔とうの上に、見たことのある紫むらさき色いろの変な鳥のぬいぐるみと、その持ち主を見つけた。

「おーい、チャスカ！　そんな高いところで何してるんだ、危ないぞ！」

　俺が尖塔の下まで行って声をかけると、チャスカは俺を見下ろし、両手を口の横に当てて、小さな体からせいいっぱいの大声を張りあげた。

「ソータ様、わたしは生き残りの仲間を探してるんですー！　イシュカ姉様といっしょに、ずーっと続けてきている日課なんですー！　鳥さんを飛ばして、あとはずーっと鳥さんに心を共鳴させて、鳥さんが見てる景色を監視するだけのお仕事ですー！」

「なんか退屈そうだな。基本、砂さ漠ばくしか見えなさそうだが……」

「平気ですー、わたし物を探すのって好きなんですー！　それに、生き残りだけじゃなくて『光の巫女』アルカディアス様を探すというミッションも増えたので、けっこうやる気が出て楽しいんですよー！」

　チャスカはそう言って、手に持った鳥のぬいぐるみを振りあげた。すると、その口から紫色の鳥が飛びだし、砂漠の彼方かなたへと風を切って飛んでいった。

「えらいな。あとでおやつ持ってってやるなー！」

　俺はチャスカに手を振ると、チャスカも手を振りかえした。

　そして引きつづき、俺は庭番を探した。すぐに見つかると思ってたけど、離宮は広いし庭はさらに広いので、歩いても歩いても人ひと影かげが見当たらない。

　足が棒のようになってあきらめかけたころ、俺はようやく、淡あわいふわふわした金色の髪かみの女の子を見つけた。髪に日よけの布をかぶり、きゃしゃな金のじょうろを手に持って、花壇の花に水をやっている。明らかに庭番ファッションだ。

　結晶核クリスタレアーの光は、俺たちの世界の太陽と光の成分が違うようで、じょうろが作るきれいな虹は、上が紫で下が赤……俺たちの世界の虹とは反対だった。ああ、やっぱりここは異世界なんだなあ、と細かいところであらためて思った。

「おーい、きみ。こんな感じの植物、見たことあるー？」

　俺は女の子に手を振って、声をかけた。女の子はじょうろを持った手を止め、意外そうな顔で俺のほうを向いた。キリルだった。

「ソータ、何をしてるの？」

「あれっ、庭番ってキリルだったのか」

　俺はキリルに近寄った。キリルはじょうろを持ったまま、うなずいた。

「わたしだけじゃないけど、わたしも庭番よ」

「キリルは戦士なんだと思ってた」

　魔法力の強い女の子はみんな、戦士としてシャイラと魔法の朝あさ練れんをしている、と今朝、ムーメに聞いていた。俺も誘われたのだが、たとえ魔法の練習であってもシャイラの朝練と聞いただけで、どう考えても運動部系っぽいスポ根なものであろうと思ったので、敬遠したのだ。それに、先に楽器の修理をしたかったし。

「姫ひめ姉ねえ様さまもシャイラさんも、わたしの魔法力は戦士レベルだと言って誘ってくださるけど、わたしは庭番が向いてると思うの。植物は優やさしいわ、わたしたちやダーク・ドラゴンのように決して殺しあったりしないの。だから、わたしは植物といっしょにいるのが一番好きで、まだソーデリア宮殿にいたころからずっと、庭の手入れの仕事をつづけているの」

　キリルは、はにかむようにうつむいて、静かにほほえんだ。

　キリルが使う雷かみなり魔ま法ほうの破壊力からすると、植物の世話なんてずいぶんおとなしい感じがした。でも、雷が鳴ると雨が降るわけで、だから雷のことを作物を育ててくれるという意味で「稲妻」とも呼ぶわけだし、そう考えると庭番というのはキリルにぴったりなのかもしれない。

「じゃあ、シャイラが将軍の娘で、ムーメが女官長の娘ってことは、キリルは庭番の娘なのか？」

　キリルとの共鳴を成功させるため、お互たがいによく知り合ったほうがいいだろうと思って、ちょっとでも場をほのぼのできたらいいなーと、俺はそんな質問を振った。けれども、キリルの答えは俺のもくろみに反して、ほのぼのからは大きくかけ離れていた。

「違うわ。わたしはソーデリアの敵国、西の亜あ大たい陸りく、ギルダール王国の出身だもの。十二年前、ソーデリアがギルダールに侵攻して、赤ちゃんだったわたしはソルディオス皇帝陛下の軍に連れられソーデリアにやってきた。だから、両親が誰なのかわからないわ」

「えっ……」

　まさかそんなハードな答えが返ってくると思わなくて、俺はとまどった。ここは平和な日本とは違うんだ、ちょっと平和ボケしすぎた質問だった、と俺は反省した。

「あの、ごめん。俺のいた国は七十年近く戦争が無くてさ、そういうことに気が回らなくて……」

「いいのよ、わたしは素す晴ばらしい方たちに育てていただいたもの。わたしは、ソルディア皇こう妃ひが戦争孤児のために、宮殿の中に作っていた孤児院で育ったわ。ソーデリアは平和な帝てい国こくだったけれど、周辺諸国との戦いは多かったので、たくさんの戦争孤児がいたの。それを皇妃母様ママン・レーヌはみんな自分の子のように世話をして、愛してくださったわ。誰よりも素晴らしくて優しくて誇らしい、わたしのお母様よ。姫姉様も、実の妹のようにかわいがってくださったわ」

　キリルが幸せそうに話しているので、聞きにくいんだけれど、ソーデリアがギルダールに侵攻して、そこにいたキリルを戦争孤児としてソーデリアに連れて帰ってきたということは、ひょっとしてキリルの親はソーデリア軍に殺されてしまったのでは？　キリルは感謝しているけれども、キリルが孤児になったそもそもの原因はソーデリアなのでは？　それでちょっとばかりも恨んだりしないものなんだろうか？

「ソータ、何かすごくわたしに聞きたそうな顔してる」

　キリルが、クスッと笑った。俺はあわてて、顔を押さえる。そういえば、眉間にものすごく深いしわが入りっぱなしだったか。

「心配しないで、ソータ。わたしが孤児になったのはソーデリアとの戦争のせいじゃないと信じているわ。ソルディオス皇こう帝てい陛下は、ソードスの大地に盤ばん石じやくの平和と栄華を築いた偉い大だいな皇帝、子供を不幸にする戦争など行わないもの。わたしが孤児になったのは、きっと他ほかに理由があると思うし、巫み女こ長ちようリザドラ様もそうおっしゃってたわ」

　完全に俺の心が読まれている。ということはやっぱり、俺とキリルはけっこう共鳴してるんじゃなかろうか。それなのに、どうしてソード・アウトがうまくいかなかったんだろう？　もう少しキリルの話を聞けば、何かきっかけがつかめるかもしれない。

「他に理由って、どんな？」

「わたしも赤ちゃんだったからよく知らないんだけど、巫女長リザドラ様によれば、十二年前にソーデリア軍がギルダールに侵攻したのは、ギルダール王イズーが邪じや教きように傾けい倒とうしたから、その征伐のためだったそうよ」

「邪教ってのは宗教？　信じる神様はそれぞれなんだから、放っといてやりゃいいのに、と宗教ごった煮状態の八や百お万よろずの神がいる日本人としては思うんだが」

「ソルディオス皇帝陛下も、最初はそうだったんですって。神はしょせん人の心が作り出す偶ぐう像ぞうにすぎないので、それを信じるのは自由だって。けれども、イズーが国民を邪神の生いけ贄にえに捧げていると聞いて、立ち上がったの。神を信じるのは個人の自由だが、個人の自由のために他人を犠牲にするのは許せないって」

　結晶核クリスタレアーのようにまぶしい正論だ、あのラーフィアの親だけのことはある。

「ソルディオス皇帝陛下は、戦場におもむく戦士たちにいつもこう言っていたそうよ。『正義』の反対語は『もうひとつの正義』かもしれないが、『絶対的な悪』であることもある。人じん心しんを迷わせ他人を犠牲にする迷信は、絶対的な悪でしかない。だから迷わず打うち砕くだかねばならない敵もいる、と」

「そこまで怒らせたってことは、イズー王とやらは相当たくさん生贄を捧げてたのかな」

「六百万人のギルダール国民が、半分になったと聞いてるわ。生贄だけじゃなく、その生贄を手に入れるために殺された家族もいるって」

「三百万人も生贄にっ？　富ふ国こく強きよう兵へいって言葉があるけど、国民がそんなに大量に死んだら、税金は入らないし兵士はいなくなるし、国が弱ってしまうだけじゃないか」

　そんな正体も無い邪教にハマって国を滅ぼすとは、思い込みってのは怖こわいもんだな、とつくづく思った。キリルは、深刻な表情で小さくうなずいた。

「うん、だからいくらソーデリア軍が強いとはいえ、ギルダールはあっさり侵攻されちゃったんだと思う。ソーデリア軍がギルダールから連れ帰った孤児たちは、親を殺されて誘拐され、生贄にされかけていた子供たちだったそうよ」

「じゃあキリルの親も、ってことか……？」

　そのときキリルは赤ちゃんで、何も覚えてなかったかもしれない、けれども心のどこかに親を殺され引き離され、生贄にされかけた記き憶おくが残っていて、その恐きよう怖ふが心を怯おびえさせているのかもしれない。

　だから、戦いが怖くて、戦ったり殺しあったりしない植物が好きで。魔法力が強いから、ラーフィアたちは戦場に出したいと思っているし、すごい戦力になるだろうと俺も思うけど、本人は争いたくない。ラーフィアたちの力になりたい、力になれなくてふがいないという気持ちも確かにあるんだけど、戦うことへの拒絶反応と複雑に絡み合っている。その気持ちが無意識に、ソード・アウトにストップをかけてるんじゃないかと俺は推測した。

（平和な日本でヌクヌク育った俺が、中途半端に口出しできる問題じゃないな、こりゃ）

　お互いを知り合えば俺にどうにかできるかも、なんて軽く考えていた自分に、ちょっと自己嫌悪すら感じてしまう。でも、だからってここで逃にげたら、キリルを見捨てることにもなってしまう。

　言葉じゃない。でも、心を繋つなぎたい。どうすればいいんだろう……と考えて、ふと俺はポケットに入っているツル草とリードを思い出した。歌が下手な俺でも好きな、器楽合奏。言葉が無くても伝わる、共鳴するものは、音楽！

「あの、キリル！　突とつ然ぜん話が変わって悪いんだが、この草って何だかわかるか？」

　俺はポケットの中から、ラッパのリードとハープの弦を取りだした。キリルは俺が急に何を言い出したのかと首をかしげながらも、それを手のひらの上で丁てい寧ねいにあらためて、言った。

「こっちのツルは、ツルベカズラだわ。ピンクの小さなかわいい花が咲さくけど、茎からとても丈じよう夫ぶな長い繊維が取れるの。茎を叩たたいて繊維を取りだして、それを撚よると丈夫な糸になって、それをさらに合わせて撚ると井戸のツルベに使えるぐらい強いロープが作れるの。巫女の離宮では、水は山さん塊かいが地下水脈を押おす圧力で勝手に噴ふん水すいみたいに噴きだすから、井戸もツルベも無いけれど……」

「ピンクの花？　ひょっとしてこれか？」

　俺は、さっき採取した茎を取りだした。キリルが指さしてうなずく。

「あっ、その花よ。よく知っていたわね、ソータ」

「やったー、正解だ！」

　俺は小こ躍おどりした。これでハープを直せる。

「キリル、これ、楽器の弦だって知ってた？」

「弦って何？」

　そこからかい！

「楽器って知ってる？」

「ええ、宮廷楽団の人たちがときどき弾いてたわ。とってもきれいな音だった、あんなのが自分でもできたらなあ……」

「自分でもできるぞ、宮廷楽団レベルに上手には無理だろうけど、音を出すぐらいなら」

「え？　まさか、だってほんとにきれいな音なのよ？　こんな草なんかで……」

　信じないキリルの前で、俺はツルベカズラの茎を引っ張って、はじいてみた。その瞬間、キリルの目の色が変わった。

「音が鳴ったわ、全然違う音だけど」

「これを楽器につけたら、共鳴していい音になるはずなんだ」

　輪ゴムだって、そのままじゃペンペンしたしょっぱい音だけど、箱にピンと張って共鳴させると、一丁前の音が鳴る。俺は自信まんまんだったし、キリルもその自信に動かされたようだった。

「ほんとに、あの音がもう一度聴けるの？　楽団員の人もみんな戦いに出て、誰も帰ってこなくて、二度と聴けないと思ってたのに」

「あと、これは何かわかるか？」

　俺はラッパのリードをキリルに見せた。ほんのちょっぴりしか残っていないそれを、キリルは目をくっつけるようにしてよーく観察していたが、ハッと気づいて言った。

「まっすぐな筋に小さな斑点、これ、ドラゴン・アップルの葉っぱだわ！」

「ドラゴン・アップル？」

　微妙においしそうな名前だ。ムーメが案内してくれたのは、庭園の端っこにある、パイナップルに似た植物の畑だった。尖った葉っぱから茎が出て、トゲのある真っ赤な実が実っている。その葉っぱにはカヤのような縦方向の筋があり、小さな斑点が全体にある。

「なるほど、これかー！」

「切りましょうか、ソータ？」

　キリルが庭仕事用の金の庭バサミを取りだして、葉っぱを一枚チョキンと切ってくれた。俺はハサミを借りてその葉っぱを四角く切り、リードにさしてみた。子供のころ祖父に教えてもらって、ストローに紙を挟はさんで笛を作ったことがある。たぶんこんな感じだろう、と思って俺は吹いてみた。

「ペー」

　おっ、けっこういい音が出た。キリルも、目を輝かがやかせていた。

「きれいな音！　毎日デザートやジュースにしてるドラゴン・アップルの葉っぱが、こんなきれいな音を鳴らせるなんてぜんぜん知らなかったわ」

「大成功だな！　俺が適当に切っただけだから今はちょっと変な音だけど、材料を調達してムーメに『ミナオール』をかけてもらったら、完全に楽器は元に戻るはずだ」

「すてき！　もし直ったら、わたしも音を鳴らしてみたいわ」

「うん、じゃあ、直ったらここに持ってくるから二人で練習しよう。いきなりヘタクソな音楽を離宮で練習したら、騒音公害だしな」

「じゃあわたし、石像の吟ぎん遊ゆう詩し人じんが持っているような竪たて琴ごとがいいわ。子供のころから、すてきだと思ってたの」

「俺はやっぱりラッパかなあ」

　金管楽器はやっぱりロマンである。そういうわけで俺はその日、ありったけのツルベカズラのツルと、ドラゴン・アップルの葉っぱをキリルと一緒に採取すると、部屋に持って帰った。




　それから俺は、部屋にムーメを呼んだ。ムーメからメスをソード・アウトしてミナオールの魔ま法ほうをかけると、部屋中の楽器は全すべて、新品同様になったのだった。

「おおー、すごいです、ミナオール一回で楽器が全部直りました！」

　ムーメは自分のメスの魔法の強さが信じられないようすで、目をキラキラさせていた。俺もメスを手に、びっくりしていた。きのうドレスを直したときの感じと楽器の数の多さを見ると、一回ではさすがに無理かと思ったんだけど、一日のうちに魔法力がアップしている。俺とムーメのあいだの共鳴が、強くなってるんだろう。

「どんな音なのかな」

　俺がハープの弦をはじいてみると、ポロロロン、と不思議に響ひびく素晴らしい音色が鳴った。

「まあ、すてきな音。昔、宮廷楽団の演奏を聴いたとき、そのままの音ですわ」

　ムーメもびっくりしている。ツル自体はツルベカズラそのものを引っぱって乾かしただけみたいなので、この美しい音はやっぱり、中空になったハープの胴による共鳴効果が大きいんだろう。

　俺はさっそく竪琴とラッパを持って、ふたたび庭園へと走った。キリルは伸びすぎた花はな芽めをハサミでチョキチョキ切っていたが、俺が走ってくると輝くような笑え顔がおで振ふりかえった。

「ソータ、楽器は直った？」

「ばっちりだ！　ほら、これ」

　俺はキリルに竪琴を渡す。キリルは感動して、涙目になっていた。

「すてきだわ、昔、宮廷楽団の人たちが弾ひいてたそのままの竪琴。覚えてるわ、演奏会の途と中ちゆうで竪琴の弾き語りが入るの。ソーデリアが建国されるよりもずっとずっと昔から伝わる、古い古い吟遊詩人の歌なんだって」

　キリルは、竪琴の弦の音を指ではじいて確かめると、ゆっくりと曲をかなではじめた。半音階の多い、不思議な曲調の曲だ。ものすごくつたない弾き方だったけれども、だいたいのメロディは何とかわかった。一度聞いただけの曲を、いきなり楽器で弾けるなんてすごいじゃないか。クラスに何人かいたけど、絶対音感というらしい。歌が下手な俺には、とてもマネできない神ワザだ。

　しかも、こんな中途半端な半音階だらけの曲、難しいにもほどがある。マネして歌えって言われても、歌えない。ソーデリア国歌のときも、キリルだけ特別歌がうまかったもんなあ……と、俺は納なつ得とくした。

「ソーデリア国歌とは違ちがうんだな。何ていう曲？」

「『はじまりの神アルカ・デイアス』よ」

「光の巫女の名前と同じだ！」

　俺は思わず身を乗りだした。キリルは不思議そうに首をかしげる。

「そりゃ、古こソードス語で『ディア』や『ディアス』は『女神』の意味で、ちょっと古風な女の子の名前にはよくつけるもの。皇妃様は『剣の女神ソル・デイア』でしょ。『はじまりの神アルカ・デイアス』も、古風だけど珍めずらしい名前じゃないわ」

「だけど、異世界から来てそういう事情をまったく知らない俺の目から見ると、ひょっとしたらその歌の『アルカ・ディアス』は光の巫女のことかもしれない、って感じがするんだよ。もしそうなら、もしかしたら、その歌詞に光の巫女の手掛かりがあるかもしれないじゃないか。どんな歌詞だった？」

「覚えてないわ、っていうか覚えられないわ。古ソードス語の歌詞で、吟遊詩人の人も歌詞の意味はわからないって言ってた。ソーデリアの魔術アカデミーが昔の魔法を研究していて、古ソードス語の解読も研究中だから、そのうち解読されるかも、って」

「研究中ってことは、あるていどはわかってるだろ」

「いちおう、巫女長リザドラ様も古い祈いのりの言葉を研究していたから、辞書みたいなものを持ってたわ」

「じゃあ、その歌の歌詞を書き起こして、その辞書と照らし合わせればいいんだ」

「でもわたし、ほんとに覚えてないのよ。一番最初のとこの『アルカ・ディアス・ハロ・ディアス・なんとか』ぐらいしか。メロディだって、最初のとこ少しと、何度か繰り返されたサビのところしか……ごめんなさい、せっかくの手掛かりなのに、わたしがダメだから……」

　キリルはまた落ち込んで、竪琴を下ろしてしまう。俺はその竪琴を取ると、キリルの胸にぐっと押しつけた。

「足りないところは補おぎなうのが仲間だろ？　巫女の離宮には千人も仲間がいるんだ。みんながちょっとずつ覚えてることを集めれば、全体を復元できるはずだ。少なくともキリルがその曲をちょっとだけでも覚えてたことと、一度聞いただけの曲をばっちり耳コピするなんてすごい絶対音感を持ってたおかげで、手掛かりが大きく広がったんだから。もう一度、弾いてみてくれよ」

「も、もう一度？　でも、ちょっとしか……」

「ちょっとでいいんだ。みんなに聞かせたら、続きがどんどん出てくるはずだし、そのメロディはキリルの絶対音感でちゃんと音階を決めて楽譜が作れる。楽譜が作れたら、もっとたくさんの娘こが演奏できるようになる。みんなで演奏して曲を聞けば歌詞を思い出す娘もいるはずだ。俺もつきあうからやってみよう、少しでも希望があればそれにかけてみないか？　そうすれば、少しでも前に進めるはずだからさ」

　俺が言うと、キリルはひどく神妙な顔をしていた。それから、胸を押さえて泣きそうな顔をしたので、俺はあわてた。

「あっ、でももし思い出すのが難しいなら、無理にとは……」

「ううん、ソータ。わたし、ちょっと自信が出た。もうちょっと覚えてるかもしれない、聞いて」

　キリルが竪琴を弾きはじめた。きれいな音だ、さっきよりずっとうまくなってる。音感がいいと、楽器ののみこみも早いみたいだ。俺も、ラッパを吹いてみた。

「プァァーン」

　さすがソーデリア宮廷楽団御ご用よう達たしの楽器だ、俺なんかが吹いてもそこそこいい音が出る。

「きれいで華やかな音！　思い出すわ、宮廷楽団の人たちのきらびやかな衣装、栄えい華がに満ちたソーデリア宮殿の栄光の日々……」

　キリルは懐なつかしそうに目を閉じて、俺なんかのラッパに耳を寄せてくれる。これは、俺もがんばらざるを得ない。

「よーし、練習しちゃうぞー！」

「はいっ！」

　キリルも明るく笑顔で答えた。




　こうして、俺たちの練習は続いた。俺は女の子たちのソード・アウトを試ためすノルマがあるので、日に三十人、十人ずつのグループを三ターンに分けて、その合間の気力回復時間に。キリルは、庭仕事の合間に。二人で庭園の端っこの、ドラゴン・アップル畑で練習していた。

　その音を遠くから聞きつけて、音楽に興味のある女の子が一人二人と集まってきた。楽器はいくらでもあったので、俺はその娘こたちに楽器を分けた。音楽が好きな娘は上達も早いし、「アルカ・ディアス」の曲もキリルが覚えてないところまで覚えていたりした。音楽の才能皆無の俺も、毎日がんばって練習していたらさすがに、そこそこ吹けるようになってきた。

　途中から、話を聞きつけてラーフィアも参加した。ラーフィアはさすがお姫ひめ様さまなので、ひととおり楽器の扱いは宮廷楽団の人にたしなみとして習ったことがあると言い、一番得意なのはフルートに似た横笛だった。

　一週間が過ぎたころには、メロディは完全に完成したし、歌詞も、翻訳は全然できてないけど、いちおう全部文字に起こし終わっていた。そのころには、俺たちの「離り宮きゆう楽団」は三十人ほどに膨ふくらんでいたので、みんなの仕事が終わった夕方遅くに全員で集まって練習、というスケジュールになっていた。そして、仕事の手のあいた他の女の子たちが、それを聴きにくるのを楽しみにするようにもなっていた。

　俺たちは毎日、夕陽が西の砂漠に落ちるのを眺めながら、どこかにいる光の巫女に思いを馳せながら、その耳に届くかもしれないとかすかな希望を抱きつつ、救いの日が来ることを信じながら、「アルカ・ディアス」を演奏した。

　西の砂漠、そこにはかつてソーデリア宮殿があった。今はもう何も無いそこが、夕陽に赤く照らされていた。その様子を見ながら合奏していると、ソーデリアを知らない俺でも、何となく心細く、物寂しい気分になった。それは女の子たちみんなそうだったらしく、演奏中に寂しいメロディの部分に入ると、涙なみだをぬぐっている聴衆オーデイエンスが何人もいた。

　心が同調することを、「息が合う」というけれど、俺が最初に楽器を復活させるときに考えついたように、呼吸を合わせリズムを合わせると、共鳴も高まってくる。俺たち、「離宮楽団」とそれを聴きにきた聴衆オーデイエンスの女の子たちは、ひとつの楽器のように共鳴しあって、夕陽を眺めながら、同じ心で音楽を奏でていた。




　さらに一週間ほどが過ぎたある日、それはひときわ夕陽が赤く美しかった夕暮れのことだった。

　いつものように一曲演奏を終えたあと、ラーフィアは一息ついてから、ふと思い立ってキリルに声をかけた。

「ねえ、キリル。もう一度、ソータと『ソード・アウト』を試してみない？」

「えっ！」

　突然だったので、俺はうろたえた。いや、共鳴を高めるために始めた楽器演奏だったし、最近日に三十人ずつのノルマの成功率が上がってきてる。特に「離宮楽団」の演奏を熱心に聴きに来てる娘この成功率はほぼ百パーセントだったので、音楽の効果は確実にある、と確信してはいる。

　けれども、いざとなると、もし失敗したら……というドキドキのほうが先に来てしまう。キリルのほうをうかがうように見てみると、キリルはさっぱりした表情で、ニッコリ笑っていた。

「はい、姫姉様。わたしもそろそろ、もう一度試してみたら今度こそ成功するかな、って思いはじめていたところです。他の女の子が順番待ち状態なので、自分だけ割りこんで二回目なんてズルいかな、と思って言えなかったんですけど……」

　キリルは胸に手を当て、問うような目で俺を見上げた。

「やって……みようか？」

　ドキドキしながら俺がたずねると、キリルは迷わず明るく返事した。

「はいっ！」

　何だか好感触だ、これはいける、と俺は確信した。

「じゃ、じゃあ俺のどこにキスしたい？」

　俺はキリルがキスしやすいよう、ベンチに座すわった。キリルは俺の肩かたに手を触れる。ドキドキというよりも、二週間も一緒に音楽を練習して、心が通じ合っていることへの安心感で心が満たされていた。キリルは少し恥はずかしそうに頬ほおを赤らめていたが、迷ったりためらったりはせず、俺のほっぺにちょこんとかわいくキスをした。

「やったー、キリル様がんばれー！」

「ソード・アウトがんばれー！」

　見守っていた女の子たちが、いっせいに応援を始めた。キリルもワクワクした様子で、俺から離はなれる。唇くちびるが、ほのかな黄金色に輝いた。

「やったー！　光り始めたわ、キリル、大成功よ！」

　ラーフィアも拳こぶしを握にぎって応援していた。キリルに再挑戦を勧めたときは、落ち着いて余よ裕ゆうのある感じだったけど、やっぱり心配だったみたいだ。キリル自身も、これはいけそう、という表情をしていたし、俺もやっと努力が実って肩の荷が下りた気がした。

　ところが。

　キリルの全身が光って、その光がゆっくりと胸のところへ集まるところまではいったのだが、光は体から出てこなかった。

「……あれ？」

　キリルは、不思議そうに自分の胸を押さえる。胸の光っているところを、さすったり両方からむぎゅっと寄せたりしていたが、光は体から出てこないまま、ゆっくりと消えてしまった。

　ラーフィアも、信じられないようにキリルの胸むなもとを間近で見つめ、さすってみた。

「光が消えた……？　キスして体は光ったんだから、共鳴は成功したはずなのに？」

　ということは、また失敗か？　でも、共鳴は成功したはずだし。もしかして、キリルの中には剣が入ってないのか？　いや、剣は魔法力の結けつ晶しようなんだから、魔法力があるキリルの中から出てこないはずがない。「心が合ってなくて共鳴が足りなかったので失敗した」という前回の俺の推測が、まちがっていたということだ。そうなると、どうしてキリルだけがソード・アウトできないのか、さっぱり理り屈くつがわからない。

「ごめん、キリル。今回はぜったいソード・アウトできると思ってたんだけど……」

　希望のあとの絶望は、辛つらさ倍増である。無駄な希望を二週間も持たせてしまって、俺は申し訳なくてたまらなかったし、キリルのことだから思いっきり落ち込むだろうと心配していた。ラーフィアも同じ気持ちだったらしく、特に自分が自信たっぷりに言い出したところがこんなことになったので、真っ青になりながら、キリルへの慰めと謝罪の言葉を必死に考えているようだった。

　ところが、キリルは不思議にサッパリした表情で、笑顔をたたえていた。

「いいのよ、ソータ。きっとまた、挑戦したいわ。そのときには、またダメかもしれないけど、また手伝ってくれる？」

「あれ……なんか、サバサバしてない？　正直、ぜったい落ちこまれると思ったんだが」

　俺は気抜けしてしまう。ラーフィアも、不思議そうだった。

「悪いけど、わたしもそう思ってたわ。平気なの、キリル？」

「はい、姫姉様、もう平気です。だって、ソータはほんのわずかな手がかりからがんばって材料を探して楽器を復活させて、そしてわたしたちはみんなで力を合わせて、思い出を合わせて、『はじまりの神アルカ・デイアス』を……失われたと思っていた音楽を復活させたでしょ？」

　キリルはふと、西の彼方の燃える夕焼けを指さした。

「『崩壊の七夜』のはじまりも、こんなでした。ダーク・ドラゴンが吐く黒い炎ほのおと、燃えるような赤い霧きりが、歪みながら混じりあっていた。わたしは夕陽を見るたび、あの恐怖を思い出していた。失って二度と戻もどらない物を思い出し、自分の無力さをあらためて繰り返し、何度も何度も思い出させられた。だからわたしは夕陽が嫌きらいで、怖かったんです」

　キリルは淡たん々たんと語った。女の子たちが、そのときのことをそれぞれに思い出して、辛つらそうに胸を押さえていた。けれども、キリルの表情は明るく、決して沈ちん痛つうではなかった。

「だけども、ソータのおかげで、わたしは失った物もこの手で取り戻せることを知ったんです。ソータのおかげで、夕陽は沈んでも、また昇ってくることを信じられた。明日という日や希望を信じられるようになったんです……だから、もう夕陽は怖くないし、一度や二度失敗したって平気です。取りあえず『共鳴』まではうまくいって、ちゃんと進歩したんだもの。もっとがんばれば、もっと前に進める、進みつづけるかぎりいつかは目指すところにたどりつけるって、わたしは信じてます」

　笑顔のキリルを見て、ラーフィアの目から、大粒の涙がこぼれた。その涙に気づいて、キリルは戸惑いの表情を見せた。

「って、え……？　どうしたんですか、姫姉様？」

「キリル！」

　ラーフィアはこらえきれずに、キリルをぎゅっと抱きしめた。

「そうね、前に進みつづけるかぎり、いつかは目指すところへたどりつく。きっと失った物何もかも、いつか必ず取り戻せるわ。わたしも諦あきらめないわ！」

　ラーフィアがどうして泣いているのか、キリルはとまどっているし、俺もよくわからない。ひとつは、キリルを実の妹のように心配していたラーフィアだから、すなおにうれしいんだと思う。けれども、もうひとつは、ひょっとしたら……シャイラが俺に、実を言うとこの状じよう況きように絶望して云うん々ぬんって話を、この離宮に来たばかりのときにされたことがある。あの気き丈じようなシャイラでもそうなんだから、ラーフィアももしかしたら、そうだったのかもしれない。俺はキリルに希望を取り戻してほしかったんだけど、ラーフィアはキリルに希望をもらったのかもしれない。

「わたしも諦めません、ラーフィア姫様！」

「わたしもです！　きっと伝説を本当にしましょう、『ウロコの無い男』ソータ様とともに、『光の巫女』アルカディアス様を見つけてその封ふう印いんを解き、わたしたちみんなで、ソードスに光を取り戻しましょう！」

　女の子たちも、感動の涙を流しながらみんなでおしくらまんじゅう状態で抱きあった。良かった良かった、と俺は胸をなでおろす。だが。

「よーし！　『光の巫女』アルカディアス様に聞こえるように、今日は夜通し音楽会で景気づけしましょう！　気がついて、ひょっこり出てくるかもしれないわ！」

　女の子の集団が感動すると、えてしてあらぬ方向へと暴走するものである。ラーフィアがとんでもないことを提案し、俺が「えっ」とつぶやいたときには、女の子たちは全員、泣きながらそれに賛同していた。

「わかりました、姫姉様！　わたし、指から血が出るまで竪琴を弾きます！」

　キリルがいきなり乗っかった。その勢いで、他の女の子も次々に、

「わたしは肩から血が出るまで、提琴ヴイオロンを！」

「わたしは喉から血が出るまで、ラッパを！」

「わたしは耳から血が出るまで、皆みなさんの演奏を聴かせていただきます！」

「いやいやいや、夜は寝ねろ！」

　俺は必死に、暴走する彼かの女じよたちを制止しなければならなかったのだった。




　そして、みんなの心がひとつになった、その夜。

　俺は奇妙な夢を見た。







四章　取り戻せ未来！　ふたつの剣が闇やみを斬り裂く







　夢の中で、俺は見たことがある闇の中にいた。

　いや、闇は真っ暗なんだから「見たことがある」はおかしい。でもここを通った記憶がある、肌はだの感触というやつか、つまり肌に伝わる空気の共鳴か。

（ここは回廊分岐ラウンド・アバウトじゃないか。おいおい、この状況で元の世界に戻るってことはないよな？　ラーフィアやみんなに頼られて、それをすっぽかして行けるわけがないよな？　もし元の世界が見えてきたら、蹴っ飛ばして戻ってきてやる）

　いや待てよ、その前にここが回廊分岐ラウンド・アバウトなら、ダーク・ドラゴンが襲しゆう撃げきをかけてくるはずだ。

（うわうわうわ、どうしよう！　ソードスはどっちだ、元の世界はどっちだ？）

　闇の中でもがいていると、何か強い力でどこかに、吸いこまれるように引っぱられた。やがて光が見えてきたが、それは巫女の離宮の清せい浄じような明るい光ではなく、煮え立つマグマの、赤黒い光だった。

　次の瞬間俺は、岩の洞窟のような場所にいた。洞窟の天てん井じようは高く、百メートル以上ある。天井からは鍾しよう乳にゆう石せきが吊り下がり、地面からも鍾乳石が生えていた。そして高い鍾乳石のてっぺんが大きな杯さかずきのようになっていて、そこにマグマがボコボコと湧きだしていた。杯の直径は、三十メートルはあるだろう。

　ムッとする熱気とまがまがしい空気に、俺は息が詰まりそうだった。清浄な天空の宮きゆう殿でんである「巫女みこの離り宮きゆう」とは全然違い、まるで地獄の窯かまの底のようだった。

　ふと俺は、杯の上に、岩で作られたカゴのような物がぶら下がっているのに気づいた。カゴは鍾乳石から吊るされ、その中に女の子がいた。

「キリル……？」

　俺は目をこする。なんでキリルがカゴの中にいるんだろう。そもそもどうやって入ったんだ？　カゴの下は広いマグマの杯である、空でも飛べなければ入れるわけがない。それに、髪かみの長さや服装など、キリルとは少し違うような気もする。その少女は、カゴの格子に手をかけ、何も無い天井の一点をじっと見上げていた。地面にいる俺には気づいていないようだった。

　俺はそれを見て、なぜだかわからないが、とても怖くなった。逃げ出したい気持ちに駆られていた。

　ふと、カゴを吊っている鍾乳石を伝って、シュルシュルと黒い蛇のようなものがカゴのほうへ降りてきた。蛇にしては大きい、全長二十メートルはありそうだ。

　その頭の部分は、妙な形をしている。目をこすってよく見ると、それは蛇の頭ではなく、女の上半身だった。闇のように暗い灰かい青せい色しよくの肌、白銀の髪、そして黒こく灰かい色しよくの蛇の下半身。ぞっとするような美貌の持ち主で、そのしなやかでなまめかしい肢し体たいは、赤黒いマグマの光に照らされてひどくまがまがしく見えた。

「エ、リ、ルゥゥゥ～ッ。飽あきもせずに、何を見ているのかしらァァ～ン？」

　蛇の女は、ねばりつくような声で彼女に声をかけた。彼女の名は「エリル」？　やはりキリルではないのか？　でも似ている、名前も似ている。そしてエリルは、決して蛇の女に目を向けようとはしなかった。

「あたしの声が聞こえないの？　もう心が死んでしまったの？　孤独は人の心を折り、絶望は人の心を壊すものね。おまえは一生ここから逃げられはしない、一生自由など手に入りはしない。そのカゴを壊こわすことはできないし、万一壊したとしたら、マグマの杯に落ちて死ぬだけ。おまえには何もできはしない、おまえは一生この『ウツロ』の手の中で、自由も無く意思も無く、屍のように生きていくしかないんだよォォーッ！」

　蛇の女「ウツロ」が威い嚇かくするような恐ろしい声を上げても、エリルは反応しなかった。ウツロが言うように、心が死んでいるようだった。ただずっと、カゴの中で何もできずに、何も無い天井の一点を見ているだけだった。

　俺の心を凄すさまじい恐怖と無力感が襲おそった。あのウツロという女が怖くてたまらず、恐怖にとらわれて足がすくんで動けなかった。カゴの中のエリルを助けてやりたいと心は思うのに、体が動かない、もどかしい。

　そのとき、エリルの唇がかすかに「キリル……」と、震ふるえるように動いた気がした。




　ふと、突然すごい勢いで俺は闇の中を引き戻されて、目を覚ました。

　あれは夢だったのか？　それにしては、ひどく生々しかった。俺はキリルが心配になって、部屋を飛びだした。まだ外は暗かったが、夜の巡じゆん回かい当番のメイドが数人起きて、交代で離宮の中の見回りをしていた。

「ソータ様、どうされました？」

　メイドが俺に声をかけた。夜とはいえ、離宮の中は結晶石クリスタライトで照らされていて明るい。暗い部屋から飛びだすと、しばらく光に目が慣れていなくてまぶしく、俺は目を手で覆おおいながら、彼女にたずねた。

「キリルの部屋に案内してほしい、心配なことがあるんだ」
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「キリル様ですか？　はい、了りよう解かいしました！」

　そのメイドは気のきく女の子で、目がくらんでいる俺の手を引いて、キリルの部屋へ案内してくれた。広い離宮を五分ほど歩いて、やっと部屋の前にくる。この離宮ではメイドたちがサービスのため自由に出入りできるよう、どの部屋にもカギはついていない。それで俺は、ノックしてからドアを開けた。

「うぅ～ん……うぅぅ～んっ」

　キリルはうなされていた。ごろごろと何度も寝返りを打ち、胸をかきむしっている。すごい汗あせだ。

「キリル、大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺はキリルの肩を揺さぶった。キリルは、ぱちっと目を開く。

「あ、ソータ。どうしたの？」

「どうしたのって、うなされてたじゃないか」

「えっ、わたしが？」

　キリルはベッドの上で起き上がり、キョトンとしている。自分がうなされてたってことに、全然思い当たっていないらしい。

「ひょっとして、どんな夢を見てたか覚えてないとか？」

「ええ。わたし、いつも夢は覚えてないのよ」

「俺の世界の話だけど、目が覚める前数分ぐらいのは覚えてるらしいぞ？」

「ソード・ドラゴンもそうよ。でもわたしは覚えてないの、そういうたちなのかも」

　ケロッとした表情で、キリルは言った。さっきまでうなされていたのが嘘うそのようだ。

　でも、俺はあの夢を見た。気になる。夢の中の、キリルに似た少女エリルがとても気になる。ソード・アウトはできなかったけど、俺とキリルは夕方、たしかに共鳴できた。ひょっとしたらあのときから心が繋つながったままで、キリルの夢を俺も見たのかもしれない。チャスカも、カラスと共鳴することで、カラスが見た景色を見られると言っていたし。

　そしてその夢を、キリルは忘れても、俺は覚えているのかもしれない。だとすれば、夢の中で俺があんなにも怖かったのは、キリルの感じた恐きよう怖ふなんだろうか？

「キリル、ギルダールっていうのは、たしかキリルの故郷だったよな」

　俺は、息をつめてキリルにたずねた。キリルは何気なく答える。

「そうよ。西の亜あ大たい陸りく、ギルダール王国」

「そこの王様が生いけ贄にえを捧げてた邪じや神しんの名前は、ひょっとして『ウツロ』？」

「え？　姫ひめ姉ねえ様さまに聞いたの？」

　キリルの答えで、俺の疑問は確証に変わった。

　俺はこの離宮に来てから誰だれからも、その邪神の名は聞いていないのだ。知らないものを夢に見るはずがない。エリルというのはキリルにそっくりだし、年ねん齢れいも同じぐらいだから、たぶんキリルといっしょに生贄にされかけた双子の姉妹なんだと思う。共鳴した俺がキリルと同じ夢を見たということは、双子なら形も大きさも同じふたつの鐘かねのようなもの、生まれつき共鳴しあう運命にあるのだから、相手の夢を見ることもあるはずだ。

（ソルディオス皇こう帝ていのおかげでキリルは助かったけれど、エリルは捕つかまったままだったんだ。キリルが、ラーフィアたちにも大切にされ、本人もすごく強い魔法力があるのに、あんなに自信が無くてオドオドしてたのは、エリルの夢を見てたからかもしれない）

　辛い記き憶おくだから、自分の心を守るために、目を覚ませば夢は忘れてしまうのだろう。けれども心の奥底にその思いは貼りついて、キリルの自信の無さに繋がったのかもしれない。

　そして夢で繋がっているということは、エリルは生きている。今まさに助けを求めているソード・ドラゴンの生き残りが、たしかに一人いる。一刻も早く助けてやらなければ。一刻も早く、ラーフィアにこのことを伝えなければ。

「キリル、みんなで話し合える広い場所ってあるか？」

　俺はキリルにたずねた。話が見えないキリルは、まだキョトンとしていた。




　十分後、巫女の離宮の女の子たちは全員、礼拝堂に集結していた。巫女たちがいたときは毎朝みんなでここで礼拝をしていたが、「崩ほう壊かいの七なな夜よ」の後は有志のみとなったらしい。

「キリルの双子の妹の話は、父上に聞いたことがあるわ。ソーデリア軍の手引きをしたギルダール人の調査によれば、生贄の中にキリルとエリルという双子の姉妹がいる、という情報があった。ソーデリア軍が邪神の神しん殿でんに助けに入ったときにはキリルしか残っていなかったので、エリルのほうはもう生贄にされたんだと思っていたわ」

　礼拝堂のベンチに座って、ラーフィアは静かな声で言った。キリルはびっくりして、思わず立ち上がっていた。

「そうだったんですか、姫ひめ姉ねえ様さまっ？　わたしに妹がいたなんて、今まで知りませんでした！」

「だって、生贄になって死んでしまったと思っていたもの。ギルダールの邪教の神殿から助け出された孤児たちは、じゅうぶんすぎるほど悲しい目に遭ってきたわ。父皇帝も兵士たちも、彼かれらにこれ以上過去の悲劇を聞かせたくなかったのよ」

　ラーフィアの言葉に、礼拝堂のあちこちからすすり泣く声が聞こえた。

「わたしもギルダールの孤児です、孤児院ではなくソーデリアの貴族の養女として育ちました。十二年前のギルダール侵攻のとき、わたしはもう三歳さいだったので少しだけ記憶があります。養母にそのころのことを聞くと、養母はいつも、悲しいことはもう終わりにして、明るく前向きに新しい思い出を作っていきましょうって……」

「わたしもです、何年経たってもソーデリアの戦士たちはよく孤児院を訪おとずれて、自分たちが救ったわたしたちの様子を見にきてくれました。昔のことを聞くと、必ず未来の話をされました。はぐらかされてるような気がしていたけど、わたしたちを思ってのことだったんですね」

　しゃくりあげる泣き声が、礼拝堂に響いた。そのしめっぽい空気を、パン、と強い拍はく手しゆひとつで止めたのは、シャイラだった。めそめそしていた女の子たちは、ハッと顔を上げた。空気がガラッと変わって、鋭するどい緊張感が走った。

「取りあえず、ずっと探していた『仲間』が見つかり、彼女は今このときも捕らわれている。自分の感傷を披露するのは後です、まずは行動すること。ソード・ドラゴンの戦士としての義務は、自由を奪うばわれた仲間を助けだすことです」

　シャイラは凛りんとした声でそう言い放つと、立ちあがった。

「わたくしが行きましょう。ソータの話を分析すると、キリルとエリルの夢を繋いでいるのも回廊分岐ラウンド・アバウト。ならば、チャスカに『扉とびら』を開いてもらえば、回廊分岐ラウンド・アバウトを通ってエリルのところへ行けるはずです」

「おいおい、ちょっと待て！　簡単に言うけど、回廊分岐ラウンド・アバウトはダーク・ドラゴンの巣だぞ？」

　激戦すぎてイシュカさんが行方不明になるほどの、とは女の子たちの前では言えなかったが、シャイラはわかっているはずだ。ところが、

「いいえ、シャイラさん。わたしが行きます！」

　勇ゆう敢かんにそう言って立ち上がったのはキリルだった。シャイラはびっくりして、キリルに目を向ける。

「キリル？　あなたは戦いを敬遠していたはずでは……」

「そうだけど、今は違います。人はやればできる、努力すれば失われた物を取り返せる。たとえ何かを失っても、また取り戻せばいいんです。エリルがわたしの妹なら、わたしがエリルを助けに行きます。エリルが失った自由と時間を取り戻すため、わたしがエリルを取り戻します！」

　シャイラは夕方の離宮楽団でのできごとを知らないので、キリルの変化が急に思えたのか、かなりとまどっていた。ラーフィアはそんなキリルを、優やさしい目で見守っていた。

「けれどもキリル、『道』を繋ぐには、あなたは眠ねむらなければならないわ。それなら、あなたは動けない。突とつ入にゆうするのは、別の者にならざるを得ないわよ」

　ラーフィアが言った。キリルは驚おどろいて、ラーフィアにたずねた。

「えっ、そうなんですか？　わたしは行けないんですか？」

「残念ですが、姫姉様のおっしゃるとおりです」

　説明したのは、チャスカだった。

「ふつうの人は、キリル様とエリル様の夢のように特殊な例でなければ、回廊分岐ラウンド・アバウトには入れません。けれどソードスの巫女は、自由にそこに入る『鍵』を持っています」

　そう、そして俺おれは「巫女の子孫」だから、死にかけたときだけ回廊分岐ラウンド・アバウトに入れるって話だった。チャスカは、続けて説明した。

「わたしの『恐怖の鴉スケアー・クロウ』は、本来その『鍵』なんです。キリル様が眠ったら、『恐怖の鴉スケアー・クロウ』で夢の扉を開きますから、そこから突入できます。ただし道は繋ぎ続けていないと、行った人が帰ってこられません。つまりキリル様が目覚めてはならない、ということです」

「ではやはり、エリルを助けに行くのはこのわたくしですね」

　シャイラが自分の胸に手を当て、立ち上がる。

「チャスカ、回廊分岐ラウンド・アバウトのダーク・ドラゴンを撃げき破はするのにどれぐらいの火力が必要か、見当はつきますか？　兵隊は何人必要で、ソータとソード・アウトは必要ですか？」

「みんなが戦いに行くって言うなら、俺はいちおうついて行くけど、回廊分岐ラウンド・アバウトにいるダーク・ドラゴンの戦せん闘とう力りよくはケタ違いだぞ？」

　俺は、イシュカさんが戦った相手を思い出してそう忠告した。俺が駅のホームで足を引っ張られたあいつは、イシュカさんが大掃除したあとに残ったザコだったが、チャスカはそのザコ一匹相手でも苦戦したのである。イシュカさんのドラゴンが戦った相手は、俺たちが砂さ漠ばくで撃退した奴やつらとは、大きさも戦闘力も、比べ物にならない。

「ソータ様がおっしゃるとおりです。それにソータ様にしても、複数をソード・アウトして安定して長時間もたせられるかどうか、まだ検証してはいません。実戦で実際に使ったことがあるのは、姫姉様一人だけです。なので、ここは安全策をとって、ソード・アウトするのは一人だけにして、後は魔ま法ほうで援護するという陣形で行くのが最善だと思います」

　チャスカが冷静に語る。シャイラは、首をひねって考えこんだ。

「それでは、姫ひめ殿でん下かはソード・アウトしてソータに両手剣を渡わたし、かつてのソード・ドラゴンの女性たちがそうであったように、安全な場所で凱がい旋せんをお待ちいただきましょう。ソータが両手剣を装備し、チャスカとキリルは『道』を維い持じしなければいけないので、わたくしがソータとともに突入します。ソータ、わたくしとともに死ぬ覚かく悟ごはできていますね？」

　シャイラがそう言って、俺の手を両手でぎゅっと握った。まっすぐに見つめられて、俺はドキドキととまどってしまう。

「あ、うん、覚悟はできてないけど、今のシャイラの作戦が一番妥だ当とうだと思う。ラーフィアが死んだらソーデリアの再さい興こうも無くなっちゃうだろうから、ラーフィアは安全なところにいるべきだし、それにラーフィアの剣けんは一度実戦に使ったことがあるから、経験もあるし……」

　答える俺を、ラーフィアがさえぎった。

「いいえ、それだと戦う人間は二人。どちらかが倒たおされれば一人、両方倒されればそこで終わりだわ。誰か一人をソード・アウトするのなら、ムーメをソード・アウトしましょう」

「えっ、わたしですかっ？」

　あまりにも意外な抜擢に、ムーメ自身も驚いて自分自身を指さした。

「そう、ソータには『ミナオール』を使ってもらう。わたしとシャイラは魔ま法ほう攻こう撃げきをする。たとえ怪け我がをして倒れても、『ミナオール』で瞬しゆん間かん全快すれば、また戦える。わたしたちはソード・アウトしない単発魔法なので、火力は低くなるけれど、死なないかぎり敵を削り切っていつかは勝てるはずよ」

　なるほど、その作戦があったか。感心したが、この作戦の最大の問題は「皇こう女じよ様のラーフィアが危険な戦場に出る」という部分だ。それでシャイラもしばらく迷っていたんだが、

「……わかりました。砂漠にチャスカを迎むかえに行ったときもそうでしたが、姫殿下は一度こうと決めたら絶対に退ひかない方であるのは、長い付き合いで承知しております」

　と、ため息まじりにそう答えた。ラーフィアはにっこりと笑って、

「そうよ、シャイラ。ソードスの民たみを守るのがわたしの使命、民の危機に命を賭けられない王のために命を賭けてくれる兵などいないもの。わたしがいるかぎりソードスは滅ほろびない、けれどもわたしが女王としての誇ほこりを捨てたとき、ソードスは永遠に滅びるわ」

「御ぎよ意いに、姫殿下……」

　シャイラは肩を落とす。そしてラーフィアは、これから命を賭けようとしているとは思えないほど明るく、俺の目を見つめた。

「勝手に話を進めてしまったけれども、ソータ。もし断りたければ断ってもいいのよ、あなたはもともとソードスには無関係な人、救世の戦士なんてソードスの勝手な予言であって、何の果たすべき義理も責任も無いんだから」

「何言ってるんだよ、ここまでつきあわせて仲間外れはひどいぜ」

　俺が答えると、ラーフィアは驚いたように俺を見つめた。

「ソータ……では、いっしょに戦ってくれるの？　わかってると思うけど、死ぬかもしれないのよ？」

「俺は子供のころイシュカさんに命を救ってもらって、ソードスを助ける理由はちゃんとあるんだ。そもそも自分が行く覚悟が無きゃ、こんな夢の話なんて最初からしてない。俺の腹の中にだけおさめて、エリルを見殺しにして、見殺しにした罪悪感すら忘れて、この巫女の離宮で安全にノホホンと暮らしてるだろうさ」

「では最初から、ソードスのために命を賭けてくれるつもりだったの？　逃にげることもできたのに、それをしなかったの？」

　ラーフィアは驚いて目をパチクリして、それから、ふわっと優しく笑った。

「やっぱりソータは、伝説の救世の戦士なのね」

　そうだ。そして俺は、誇り高いソード・ドラゴンの皇女、ラーフィア姫の戦士だ。

「行こう。チャスカ、キリル、『扉』を開け！」

　俺は力を込めて、言い放った。




　他に、最近修しゆ行ぎようして魔法力が上がって自信があるのでついて行きたい、と言った女の子が何人かいたが、まず演習で実力のほどを確かめてからでないと、怖こわくて連れていけない。みすみす殺されるのはもちろん、邪じや魔まにすらなってしまうからだ。

　だから、行くのは俺とラーフィアとシャイラの三人。ムーメはソード・アウトして、メスだけの参戦だ。ラーフィアとシャイラが壮そう麗れいで豪ごう奢しやな魔法の杖つえを装備しているのに、俺だけメスってのは、何だかとてもわびしい。いちおう、ちょっとかっこよくて古代の芸術品風の柄えのデザインのおかげで、絵ヅラ的に助かってるところはある。角度によっては、匕あい首くちに見えないこともない。ほぼ真上から見るのがポイントだ。

　キリルは礼拝堂の祭壇をベッドがわりにして、そこに寝ることになった。何か生贄っぽい感じで見た目が悪いんだが、実はこの祭壇は、結晶石クリスタライトの山さん塊かい全体の波動が集中するところに置かれているらしい。要するに、音楽ホールの中で特に共鳴が良くて音が特別きれいに聞こえる席があるようなものだ。

　だから、ここで魔法を使えば効果が上がる。イシュカさんとチャスカが回廊分岐ラウンド・アバウトに突入したときも、二人の魔法力を合わせても『扉』を開くには力が足りなかったらしい。それでイシュカさんがずっと調べて、やっと見つけたのがこの祭壇だそうだ。だから二人はこの祭壇から突入して、本当ならこの祭壇に戻ってくるはずだった。けれどもイシュカさんは行方不明だし、チャスカと俺は途と中ちゆうの砂漠に落っこちた。

（今度は全員で、エリルも一緒に戻ってこなくちゃ……）

　俺は腹をすえて、ぐっと拳こぶしに力を入れた。

　ところで、俺は着なれた制服が一番動きやすいのだが、それだけではダーク・ドラゴンの破は片へんで怪我をしやすい。それで、制服の上から、結晶石クリスタライトの細かい結晶を表面に塗りつけたマントを身につけることにした。これは、前回の砂漠の戦いで学習したラーフィアが、メイドたちに命じて作らせたものらしい。夕方の「離宮楽団」の演奏の時以外、離宮が広いとはいえラーフィアの姿をあまり見ないなあと思っていたんだが、メイドたちと裁さい縫ほう室しつにこもってあれこれ切せつ磋さ琢たく磨ましていたようだ。

　その甲か斐いあって、見事な結晶石クリスタライトのマントが完成した。布の手て触ざわりとか軽さは最高級のウールのマフラーのように最高なんだが、その表面が結晶石クリスタライトの光で虹にじ色いろのラメ状態になってすさまじくキラキラなのがやりきれない。

　いっぽう祭壇の上に座っているキリルに、メイドたちがうやうやしく、グラスに入った赤あか紫むらさき色いろの飲み物を持ってきた。

「これ何だ？」

　俺のほうが心配になってたずねた。メイドたちが答えた。

「ドラゴン・フラワーの花びらのお茶です、眠り薬です」

「これを飲んだら、わたしは寝てしまうのね」

　キリルは緊張してグラスを受け取ると、俺たちのほうを見た。

「じゃあ姫姉様、ソータ、気をつけて……エリルによろしくね」

　そう言い残して、キリルはグラスを一気に飲み干した。次の瞬間には、もう目は閉じ、体はぐらっと平衡を失う。周りを囲んでいたメイドたちが、ある者はグラスを支え、ある者はキリルの体を柔やわらかく受け止めて、祭壇の上にそっと寝かせた。

「おやすみ、キリル。安心して、怖い夢はこれで終わりよ」

　ラーフィアは眠るキリルの額に軽く口づけすると、魔法の杖をぐっと握り直して、俺とシャイラの方を振ふりかえった。

「さて、行きましょうか」

「はい！」

　シャイラも杖を手に、すっくと立ってかっこよく答えた。俺はメスでかっこつけるのも何なので、黙だまってついて行くことにした。とはいえ、戦うことに迷いは無い。チャスカが、紫むらさきの鳥のぬいぐるみを振りあげた。

「鍵よ、死者が行く道の門を開け！」

　紫の鳥が飛び出し、キリルの枕元に大きく円を描えがいた。その軌跡は紫の光の尾おを引いて、円の中には漆しつ黒こくの空間が広がっていた。

「姫姉様、シャイラ様、お気をつけてください！」

「ソータ様、ご武ぶ運うんを！」

　女の子たちの嵐あらしのような応援が、俺の背筋をぐっと伸のばした。

　そして俺たちは、円の中に踏ふみこんだ。次の瞬間、俺たちの足元には地面が無くなり、闇の中に落ちこんだ。

「きゃあ！」

　初めて回廊分岐ラウンド・アバウトに入るラーフィアとシャイラは、地面が無くて立てないことに驚き、あたふたしていた。

「鳥さんにつかまってください！」

　チャスカの声が聞こえた。紫の鳥が俺たちのまわりを、くるりと一周する。その足を片手でつかみ、もう片手でまだバランスが取れないでいるラーフィアの手首をつかんだ。するとラーフィアもシャイラの腕うでをつかみ、俺たちは繋つながったまま鳥に引っ張られて、闇の中を飛んでいった。

　俺はその間、ずっとダーク・ドラゴンの襲撃を警けい戒かいていた。いきなり不意打ちを食くらったら、消しよう滅めつしてしまった者に回復魔法は効かないので、一いつ瞬しゆんで全ぜん滅めつしてしまうからだ。だが今回、わずか数秒の移動時間ではあったが、ダーク・ドラゴンは襲ってこなかった。

　おかげで数秒後、俺たち三人はぶじに、空間にあいた異空間への窓のような円から、あのマグマの杯のある洞窟へと飛びだした。

「エリル！　わたしはソーデリア皇帝ソルディオスの皇女ラーフィア、助けに来たわ！」

　ラーフィアは、すぐさま天井のカゴに向かってそう叫さけんだ。一秒でも早く、助けが来たのを知らせて安心させてやりたかったんだろう。

　エリルは、ゆっくりとラーフィアに視線を向けた。その上、こぼれる光のような優しい笑え顔がおを見せたので、俺はびっくりした。

「エリル？　わ、わかるのかっ？」

　するとエリルはほほえんだまま、ずいぶん落ち着いた声で答えた。

「よく存じ上げています、『姫姉様』」

「えっ……なぜその呼び名を知っているの？」

　ラーフィアはとまどう。エリルは、初対面のはずのラーフィアを見つめて言った。

「知っています、わたしは。あなたの強さも優しさも、誇り高い勇気も全すべて。燃える夕焼けの中で、あなたとともに演奏したいにしえの歌『アルカ・ディアス』の調べも知っています。この地の底でも、わたしには輝かがやく光が見えた、あなたという自由が」

「自由……だって？」

　突如、邪悪な声が響ひびいた。エリルは顔を上げる。鍾乳石を伝って、あの蛇の女がエリルのいるカゴへと降りてきた。

「残念ながらエリル、『囮おとり』には永遠にそんなものは無いんだよォォ～？」

　蛇の女はエリルの顔をつかむと、長い舌でチロリと舐なめた。恐ろしいその姿を、エリルは気き丈じようににらみ返す。蛇の女は、フンと鼻で笑った。

「絶望していなかったのかい、おまえ」

「希望を知らないあなたにはわからない、虚きよ無むの絶望しか知らないあなたにはわかりはしないわ、ウツロ。わたしが洞窟の天井に見ていたのは自由、そして戦わなければそれは手に入らないことも、わたしは知っている。わたしはただ、戦うときを待っていたのよ」

「あたしはおまえの結けつ晶しようのような硬かたい心を破は壊かいするため、心を絶望で揺さぶり続けてやったのに、心などとっくに崩壊したとばかり思っていたのに、あたしを騙だましていたね？　この、ドラゴンのケツにこびりついたしぶといクソカスが！」

　ウツロはエリルに爪つめを伸ばす。ラーフィアとシャイラは、杖を手に身構えた。

「……『ウツロ』！　その娘こに……誇り高きソード・ドラゴンに手を触れることは、このラーフィアが許さない！」

「このシャイラも許しません！　エリルから離はなれなさい！」

「誇り高きソード・ドラゴンン～？　自らの野心を叶えるため、王者としての誇りも捨て去り、ダーク・ドラゴンの戦力を借りるためこのウツロの前にひざを折り王冠を載せたその頭を地面にすりつけた、ギルダール王イズーのような下等ドラゴンのクソ以下のカス野郎を、誇り高いと呼ぶのかい？」

　ウツロは嘲ちよう笑しようし、からかうような口調でラーフィアを煽あおる。ラーフィアの顔がこわばった。

「ダーク・ドラゴンの戦力を借りた……ですって？」

「そうさ。おまえの父、ソルディオスは愚か者だったわ。神を信じず、この世に神はいないと決めつけ、イズーが生贄を捧げている邪神を、ただ人の心が作った迷信だと決めつけていた。けれどもイズーはこのウツロに生贄を捧げ、それと引き換えにダーク・ドラゴンの力を借りて、ソーデリア帝てい国こくを滅ぼそうと考えたのさ」

　ということは、ウツロはダーク・ドラゴンの仲間なのか。ダーク・ドラゴンはいきなりソーデリアを襲って滅ぼしたのではなく、その前から少しずつ侵略は始まっていたのか。

「浅はかなイズー王は、今いる戦士とダーク・ドラゴンの力があれば勝てると考えて、子供たちを生贄に捧げろという、このウツロの命令に従ったわ。だがダーク・ドラゴンの目的は、そこじゃないのさ。この世界は結晶石クリスタライトのせいで、あたしたちダーク・ドラゴンが戦えない場所が多い。だからまずギルダールの兵士にソーデリアを滅ぼさせ、二十年後、子供を生贄に捧げてしまったギルダールは戦力を失ってたやすく滅ぼせる、というのが当初の予定だった」

　俺の背筋がぞっとした。こいつは、ただ多くの生贄を捧げさせた邪悪さだけじゃない。その邪悪さは、周しゆう到とうな計画に裏打ちされている。凶暴な邪悪ではなく、知ち略りやくに満ちた邪悪だ。魔法力なら、がんばって共鳴すれば何とか勝てるかもしれない。けれども、目的を遂げるために眈たん々たんと知略を巡らせる邪悪の罠を、うまくすり抜けられるかどうか……。

「汚い！　おまえたちの目的は、いったい何なのです！」

　シャイラは叫んだ。ウツロは目を細めて、冷笑する。

「ぎゃあぎゃあわめくんじゃないわよ、小娘どもが。雲の形を風が乱し、砂の城を波が洗い、命が腐って崩ほう壊かいする……そこに理由が必要かい？　形ある結晶はいずれ崩くずれる、それは大宇宙の物理法則、その絶対的な因いん果が律りつ、全ての物質は崩壊する運命にあるのが自然の摂せつ理りだからさ」

「理由も無く破壊するというの？　何のためでもなく？　なぜそんなことをするの！」

　ラーフィアの問いに、ウツロは嘲あざけるような下げ卑びた視線を返した。

「なぜ壊すのか？　ではおまえたちは、なぜ生きるのか？　その答えと同じだよ。理由などどこにもない、生き延びようとする者が生き残り続けて、今に至っているだけ。崇すう高こうな目的を後から取ってつけちゃいるが、しょせん生きることはただの結晶の自己増幅反応の延長、さ。ただの化学反応に、意味などあるはず無いじゃないか？」

「なぜ？　なぜなの？」

　理由など無いとウツロは言っている、でもラーフィアはどうしてもそれが理解できないようで、なおも問いつづけている。

　俺は、祖父の家の地下室の書庫で、祖父が難しい物理学か何かの本を読んでいたとき、似たような話を聞いたのを思い出した。

「つまりおまえらは、『エントロピー』ってやつなのか？」

　世界にはエントロピーという無む秩ちつ序じよの力がある。たとえば整然と積み上げた積み木はエントロピーが「低い」状態で、それが崩れるほどエントロピーが「高い」状態になる。そして自然界では、時間が経つにつれて崩壊が進み、エントロピーは高くなっていく法則がある。ウツロが言っている「自然の摂理」とは、そのことではないだろうか？

「異世界から来たガキだね。あたしたちのことをあれこれ探さぐるんじゃないよ、おまえらは黙って消えてればいいのさ」

　ウツロは、俺たちに答えることも無駄であると言うように、吐き捨てた。理由も話し合いも無駄なのだ。俺たちとこいつじゃ、理り屈くつが違ちがう。いや、いっそこいつらには理屈が無いんだ。理屈ではなく、自然の摂理なのだから。

　たとえば、砂さ丘きゆうを崩す風に、吹ふくなと話し合いが通じるはずがない。それと同様に、「彼ら」はただ、秩序ある結晶世界を崩して無秩序にする「自然の摂理」なのだ、たぶん「存在」ですらない。彼らがダーク・ドラゴンやヘビの女の形を取り、話すことすらできるのも、崩壊を早く進めるための「触しよく媒ばい」以上の意味は無いのだろう。彼らが動けない昼、彼らが近づけない結晶石クリスタライト、それをものともせず戦う兵士をあやつるための触媒が、この邪神……ウツロなのだ。

「けれどもウツロ、その自然の中には積み木を積み上げる力もあるんだ。無秩序の中から結晶を作り、命を生み出して増やし、秩序を作り上げようとする方向の力もあるんだ！」

　俺はメスを振り上げ、ウツロを示した。

「ラーフィア、シャイラ！　俺が援護する、撃うちまくれ！」

「わかったわ、灼熱火フアイアー・ボー……」

「お待ちください、姫殿下！」

　シャイラが鋭く叫んだ。ウツロが、エリルのカゴにぐるぐると巻きついたのだ。

「このまま魔法を放てば、エリルも巻き添えになってしまいます！　卑怯ですよ、ウツロ！」

「あいつが巻きついても、カゴも鍾乳石も消滅してない。ダーク・ドラゴンは触れたものを何でも消滅させてたけど、ウツロは自分の意志でそれをコントロールできるのか？」

　俺はうめいた。これでは手が出せない。ただ攻こう撃げき力りよくだけで押おしてくるダーク・ドラゴンよりも、火力ははるかに低そうだが、はるかに邪悪で恐ろしい。

「イズー王が捧げた生贄どもを、あたしがどうしたのか教えてあげようか？」

　ウツロが俺たちを挑発する。

「聞いてはなりません。怒らせて足並みを乱して、一人ずつ倒す作戦です」

　シャイラが低い声で、俺たちに言った。ウツロは構わず、冷酷な声で言い放つ。

「おまえたちの体は結晶から進化した有機結晶でできている、だから結晶核クリスタレアーの光を浴びても平気……。それであたしはイズー王を騙だまくらかして生贄どもの生き血を集め、結晶核クリスタレアーの光をさえぎる『赤い霧きり』として空に撒まいたのさ」

「な、なんてむごたらしいことをっ……！」

　ラーフィアが怒りに歯を食いしばる。

「落ち着いてください、姫殿下！　心を乱されてはいけません！」

　シャイラは必死に冷静さを保とうとしている。ウツロは構わず話を続けた。

「ソーデリア皇帝がイズー王を倒してから二年待った、そしてソーデリアの戦士たちが忘れたころに総攻撃をかけた。血の霧は空に七日漂ただよって、結晶核クリスタレアーの光をさえぎり、ダーク・ドラゴンの七日間の連続攻撃に耐えられなかったソーデリアの戦士は全滅した。ラーフィア姫、おまえの母親も姉たちもドラゴン・アウトして、戦う力の無い子供たちを逃がすため、必死に戦っていたよ……そいつらをまとめて巨きよ大だいなダーク・ドラゴンに踏みつぶさせたときの、あの絶望の悲鳴を聞かせたかったねえ」

「黙りなさい、ウツロ」

　ラーフィアが、低い声で言った。その目に淡あわい光が燃えているのを、俺は見た。

「シャイラが言うように、わたしの心を乱すために母や姉たちの無残な死を語ったのなら、それは失敗だったわよ。卑ひ小しような策を講じるのが自慢のようだけれども、誇り高きソード・ドラゴンを侮ぶ辱じよくしたこと、それがあなたの最大の失策！　わたしの心は今乱れてはいない、純じゆん粋すいに磨き抜かれた怒りに包まれているからよ！」

　ラーフィアは杖を振りかざし、シャイラに叫んだ。

「行くわよ、シャイラ！　灼熱火球フアイアー・ボール！」

「了解しました、姫殿下！　突貫旋風ドリルネード！」

　二人で攻撃したらエリルが危ない、と一いつ瞬しゆん俺は焦あせったが、ちゃんと二人には作戦があった。シャイラの風が最初に、カゴの外側をぐるぐると回る。そこに火か球きゆうが飛んでくると、火球はぐるぐる回る風に巻き込まれ、つまりカゴに巻きついたウツロのまわりをぐるぐると高速回転した。

「ぐぎゃあああ！」

　火球の威い力りよくに回転の速度が加わって、それは回転するたびに何度もウツロの表皮を削った。ただの火球だけなら一発だけ当たって終わりだが、ラーフィアが次々に火球を放つたびに回転する火球が増えてゆき、最後にはウツロ全体が、燃える火球の回転槽の中で削られつづけた。しかもこの方法だと火球は表面しか削らないので、カゴの中のエリルにはまったく影響が無い。

「おお、すごい作戦だ！」

　思わずガッツポーズした俺だが、そのとき、カゴを囲む火球の群れがバッと飛び散った。ウツロが、カゴに巻きついている状態では反撃できないと見て、カゴを放し、しっぽで火球を全て払いのけてしまったのだ。

　ウツロの全身はヤスリで削られたようにキズだらけだったが、血は出ていなかった。しかも、砂の上に書いた線が風に吹かれて消えるように、そのキズもあっという間に埋うまってしまう。やはり姿は人間に似ているけれど、こいつも個にして全のダーク・ドラゴンなんだな、と実感する。

「そう簡単にはいかないよ、お姫ひめ様さま！」

　ウツロはしっぽの先だけでカゴに巻きついてぶら下がり、逆さになったまま両手を俺たちのほうへ向けた。その指先から多数の漆黒のコウモリが現れ、俺たちに襲おそいかかった。

「きゃあああ！」

　ラーフィアとシャイラは迎げい撃げきが間に合わず、全身をコウモリに引ひき裂さかれた。もちろん俺もろともだ。結晶石クリスタライトのマントのおかげで、コウモリは近づいただけで蒸発してしまったものの、蒸発しきれなかった小さな闇やみの粒つぶが体に突き刺さって、全身を針で突き刺されたような、すさまじい痛みが走った。

「くそっ、『ミナオール』！」

　俺はメスを振りあげて、回復魔法を使った。全身を襲った痛みが、フッと消えた。

「ありがとう、ソータ！　こちらの反撃よ、灼熱火球フアイアー・ボール！」

「突貫旋風ドリルネード！」

　ラーフィアとシャイラが、ウツロに向けて魔法を放った。今度はカゴから離れているので、遠えん慮りよなく撃てるという寸法だ。

「ぬぐううう！　このドラゴンのクソども、ソード・アウトせずに来たとばかり思っていたが、回復魔法を隠かくしていたね！　あたしをたばかったね！」

　ウツロは醜みにくく歪ゆがんだ声で怒鳴った。隠す気は無かったが、メスは小さいし無くしてはいけないと思って、ブレザーのポケットに大事に入れておいたのだ。ムーメががっかりしたメスの小ささが、まさかこんな単純なフェイントに使えるとは。

「だが、勝てるとは思わないほうがいいよ。あたしはおまえたちの戦力も戦い方も、全て知っているんだ。なぜ、このエリル一匹だけ生贄を残したと思う？　こいつは双子で、片割れはソーデリア皇帝に保護された。つまり、こいつの夢を通じてソーデリアの様子を見ることができたからさ。その上、巫女みこの離宮に逃れた後も監視を続けて、結晶石クリスタライトの山脈に守られたおまえたちに手出しできないことも確かく認にんした。手出しできないならおびき寄せればいい……」

　ウツロは目を細め、鋭い爪の生えた指で俺たちを指さした。

「そうさ！　おまえたちが回廊分岐ラウンド・アバウトを通ってここに来るときにダーク・ドラゴンに襲われなかったのは、偶ぐう然ぜんじゃない。あたしがわざわざおびき寄せたんだよ。おまえたちを確実に、このあたしがじきじきに、一匹も取りもらすことなく全滅させるためにねェ！」

　ウツロが叫んだ。赤黒い闇の中から、漆黒のガイコツ鳥が次々に湧わきあがった。

「キュエエエーン！」

　ガイコツ鳥がいっせいに、俺たちに襲いかかった。洞窟のコウモリのようにすさまじい数で、まるで黒いカーテンを引いたように俺たちの視界を闇で覆おおった。

「多い！　ラーフィア、ソード・アウトするぞ！」

「わかったわ！」

　複数のソード・アウトが大だい丈じよう夫ぶかどうか、考えてる余よ裕ゆうはなかった。ラーフィアは俺の頬ほおにキスをして、そして胸からあの両手剣を取りだした。これでラーフィアは魔法力が無くなった、というかこの敵陣のまっ只ただ中なかで、自分の戦闘力がゼロになるにもかかわらず、俺にそれを全部預けてくれるという豪ごう胆たんな性格に驚いてしまう。

「ラーフィア、俺とシャイラの後ろにいろ！　俺が絶対に守り抜く！」

　俺はラーフィアにそう叫びながら、剣を振るって魔法を放った。

「爆炎フアイアー猛嵐・ストーム！」

　ソード・アウトしたラーフィアの全体魔法の威力はすさまじく、炎がすさまじい質量となってガイコツ鳥を圧倒した。闇のカーテンを貫いて大穴が開く、その彼方かなたに打うち砕くだくべき敵、ウツロが見える。俺はさらに魔法力をそのまま上げて、ドドドド、と音を立てて燃える炎を力技で貫かん通つうさせようとした。

「ふん、さっきはまさか魔法の合わせ技を使うとは思わなくて焦ったけど、基本的にはおまえらは、あたしの前ではザコなんだよォ！」

　ウツロは炎を片手で止めると、なおも焦ることなく冷たく笑っている。

（まさか、まだ何か策があるのか？）

　俺が思った瞬間、ドドドドド、と地面が揺ゆれ、低い震しん動どう音が洞窟に響いた。

「ゴガアアアア！」

　闇の底から、山がせり上がってきた……違う、山じゃない。山のように巨大な、まがまがしい闇色のダーク・ドラゴンだった。全身が現れ後足で立ち上がると、洞窟の天てん井じようの鍾乳石がボキボキと折れた。つまり、ゆうに高さ百メートルはある。そいつが壁かべとなって、ウツロへの攻撃を阻止した。ラーフィアの火球はそいつの腹に当たったが、表面をチリッと小さく蒸発させただけで、消えてしまう。蒸発してできた小さい穴も、すぐ周りの闇が埋めてしまう。

「表面の闇の密度が高すぎるわ、闇が硬すぎて魔法が通らない！」

　ラーフィアが叫ぶ。シャイラも焦っていた。そしてダーク・ドラゴンは、ラーフィアの攻撃にじゅうぶん耐えられると確認すると、一気に勝負に出た。

「ゴガアアアアア！」

　すさまじい地響きを立てながら、重じゆう戦せん車しやのごとくこちらへ突撃してくる。そのまま質量で俺たちを押しつぶしてしまうつもりだろう。つぶされてしまったら、『ミナオール』でも治るかどうかわからない。それにきっと、全身骨折になってすごく痛い。いや、考えている暇ひまはない。もうダーク・ドラゴンが俺の目の前までやってきている。

「ゴガアアアアアァァーッ！」

　ダーク・ドラゴンが、俺たちを踏みつぶそうとした。見上げるほど巨大で、剣なんかでは到とう底てい攻こう撃げきが届くはずのないダーク・ドラゴン。

　だが、そこに俺は勝機を見た。ちっぽけなアリが巨大な人間に咬かみつこうとすれば、地面に近い足を咬むものだ。

「うおおおおおおあああああああっ！」

　俺は両手剣を頭の上に振り上げ、ダーク・ドラゴンの足の裏に突き立てた。高速回転するぎざぎざの刃はが、硬い表皮を物理的に切り裂く。根元まで突き立てたところで、俺は爆炎フアイアー猛嵐・ストームを放った。

「中から燃え尽きろ、ダーク・ドラゴン！」

　それは炎の注射だった。ダーク・ドラゴンの体内に炎の嵐が吹き荒れ、しかも表皮が硬いものだからそれが外に出て行くことができず、蒸し焼き状態になった。

「ゴガアアアアアアーッ！」

　ボシューッ、とすさまじい音がして、体内にあふれた炎がダーク・ドラゴンの目から赤く噴き出した。中身が無くなったダーク・ドラゴンは、解体工事のときにダイナマイトで土台を吹っ飛ばされたビルのように、あっけなく崩れ落ちる。バラバラに砕けた小さな破片に炎が回ると、花火のように降りそそぎ、地面に着く前に燃えつきてしまった。

　そして降りそそぐ炎の吹雪の向こうに、ようやく再びウツロが見えた。

「やっとまた会えたな、ウツロ！」

　俺は両手剣を構えた。俺の背後にはシャイラ、少し下がってラーフィアがいる。ウツロは今までの余裕の嘲笑を消し、悔しげに顔を歪めていた。

「どうせいずれは全て崩壊する運命のくせに、最終的に自然の摂理に抗うことなどできはしないのに！　くだらぬ手間をかけずに運命を受け入れたらどう、結晶構造などわずかな一時の現象にすぎない、全ての存在が崩壊した均一なる無秩序、それこそ宇宙のあるべき姿であり、向かうべき運命なのに！」

「世界の滅めつ亡ぼうが運命だというのなら、わたしはそれを認めない！　わたしはソーデリア帝国の皇女ラーフィア、この世界の法律を決めるのはこのわたし！」

　邪神の論理を、女王の論理が真正面から力技で打ち砕いた。シャイラも杖を振りあげる。

「砕け散るがいい、ウツロ！　突貫ドリル……」

「待ちな！　こっちには人質がいるってことを忘れたかい、武器を捨てるんだよ！」

　ウツロは追おい詰つめられた金切り声で怒鳴ると、エリルのカゴへ戻もどり、鋭するどい爪で彼かの女じよの喉を掻かっ切ろうとする。つくづく卑怯な手ばかり使う奴だ。人質は危険な状じよう況きようではあるが、武器を捨てたら俺たちは確実に負ける。さすがに、俺は迷った。ウツロがイラついてどなった。

「何をやってる！　早く剣を置くんだよ！」

「見苦しいわよ、ウツロ」

　静かな声が言った。エリルだった。ウツロはエリルをにらむ。

「誰だれに口をきいてるんだい、この生贄の死にぞこないの囚しゆう人じんが！」

「あなたはわたしを囚とらえたけれど、わたしの心は囚えられなかったわ。わたしの心はいつも自由だった、双子の姉のキリルのおかげでわたしの心はいつも誇り高いソード・ドラゴンの戦士たちとともにあった。だから戦う覚悟はいつでもできていたわ、そして戦うときも今来た！　ウツロ、あなたに復讐するときが！」

　エリルは高く手を挙げた。その手に金色の光が集まる。

「電光雷撃サンダー・ボルト！」

　その魔法は弱かった。たぶん魔法の杖が魔ま力りよくの増幅の役目を果たしているので、それが無いとあまり強い魔法は放てないんだろう。けれども、それはカゴと、カゴの上の鍾乳石を砕くにはじゅうぶんだった。

「ウガアアアアア！」

　支えを失ったウツロが、マグマの杯に落下する。エリルもろともに。

「エリル！」

　ラーフィアの悲鳴に、一瞬こちらを見たエリルの表情は、安らかな笑顔だった。

　けれどそのとき、金色の光がカゴの上にひらめいた。

「エリル！」

　光はエリルに手を伸ばし、しっかりとつかんだ。その光が実体化する。キリルだった。

「突貫旋風ドリルネード！」

　やっとシャイラの魔法が間にあって、二人を下から竜たつ巻まきで支え、そっと床ゆかへ着陸させた。いっぽうウツロは、輝く火の粉を上げながら、マグマの中に落ちた。

　冷静なシャイラも、さすがに額の汗あせをぬぐう。

「ふう、無む茶ちやをしますね、エリル。わたくしの竜巻の準備ができるまで待ってから落ちればよかったのに」

「だってそれでは、ウツロがこちらの手を先読みしてしまいます。策では、わたしたちは奴やつには勝てませんから」

　エリルは理路整然と反論した。キリルは年ねん齢れいよりも頼たよりない感じだが、エリルはさすが長年苦労してきただけあって、年齢よりもお姉さんに見える。

「キリル、寝ねてたんじゃないのか！　どうしてここに！」

「夢の中でエリルが落ちたのを見たの。助けたいと思って手を伸ばしたら、ここに引っ張りだされたの。きっとエリルの魔力が強いせいね」

　キリルはそう答えてから、エリルの両手を取ってぽろぽろと涙なみだを流した。

「遅れてごめんね、エリル。わたしウツロが怖くて、ずっと夢を見たことを忘れてた。カゴの中で動けなくなってた囚人は、わたしのほうだった。一生自分には何もできないと思って、自分で自分を囚人にしてしまっていた。でも、わたしはもう逃げない。わたしは臆病だけれど、だからこそこれから一生震ふるえつづけるのはもっと怖いことを、今のわたしは知ってるの。だってソータが勇気をくれたから、だからこの手を二度と離さない！」

「わたしも会えてうれしいわ、キリル。あなたがこの暗闇の底に、希望をくれたの」

　エリルも言った。本当なら、ここでめでたしとしたいところだが、戦いはそう簡単には俺おれたちを解放してはくれない。ウツロが落ちたマグマの杯が、突とつ然ぜん割れたのだ。灼熱のマグマが溢れ出し、地上にいた俺たちを襲った。マグマの量は多く、逃げるところがない。

「みんな、とにかく少しでも高い所へ！」

　俺が叫んだ瞬しゆん間かん、エリルにぐいっと腕を引っぱられた。

「それでは助からないわ、ソータ。両手剣を姫姉様にお返しして、そしてわたしとキリルに任せて」

「えっ？」

　驚おどろいてる俺の頬ほおに、エリルがキスをした。するとキリルも、まるで磁石が引き寄せられるように自然に、もう片方の頬にキスをした。

　その瞬間、二人の全身が同時に黄金の輝きを放った。光はそれぞれの胸に集まり、光の球となってぽわんと体から離れると、それぞれが同じ形と大きさの、金色の宝石で飾られた剣となった。両手剣を光の球に戻してソード・インしていたラーフィアが、それを見て驚きの声を上げた。

「双そう剣けん！　二つで一組の剣、だからキリル一人では、共鳴してもソード・アウトができなかったのね！」

「みんな、ソータにつかまってください！」

　エリルが叫んだ。女の子たちがつかまりやすいよう、もったいないが俺は結晶石クリスタライトのマントを脱ぎ捨てた。女の子たちが俺にひしっと抱きつくと同時に、俺は無意識に、というよりもキリルとエリルの共鳴に影響されて、魔ま法ほうを放っていた。

「紫電ライトニング轟雷・プラズマ！」

　剣から光がほとばしり、光の圧力で俺たちの体が宙に浮ういた。

「しっかりつかまってろ、飛ぶぞ！」

「きゃああああ！」

　双剣はいつの間にか俺の肩かたのあたりに、翼つばさのようにくっついていた。ジェットエンジンのように光を放出し、その勢いで俺たちはマグマの上を滑空した。俺が進む風圧でマグマが、モーゼの紅海の奇跡のように俺の前で左右に割れていく。女の子たちは、そのスピードに目が回るのか、ぎゅっと目を閉じていた。ラーフィアだけが、面おも白しろがっていた。

「すごいわ、ソータ！　武器だけじゃなくてこんな使い方もできるなんて、名前はサンダーウィングとかでいいかしら？」

「おまえ、名前つけるの好きだよな（しかも命名が雑）」

　加速をつけて、俺たちは一気に洞窟の天井まで上昇した。すでに洞窟の底はマグマの池となり、その中から漆黒のダーク・ドラゴンが、マグマをまとって飛びだしてきた。

「グパアアアアアアァッ！　逃がしはしない、ソード・ドラゴンのしぶとい生き残りの害虫ども！　洞窟に引っ張り込めた貴様らだけでも、きっちりトドメをさしてやるゥゥァァア！」

　それはウツロだったが、マグマをまとって、見るもまがまがしい姿へと変へん貌ぼうしていた。

　ウツロは、俺たちに火か炎えん弾だんを放ってきた。砂さ漠ばくで俺たちを襲ったダーク・ドラゴンのように、自分の一部をガイコツ鳥などの小さなダーク・ドラゴンに変換して攻撃してこないところを見ると、さっきの巨大ドラゴンを倒たおされたのが計算外で、「闇不足」になってるんだろう。

　双剣のコンビネーションは抜群で、片方が止まったと思えば片方は全力噴射、遊園地のミニコースターよりもぎゅんぎゅん小回りがきいて火炎弾をかわして行く。爽快だが、俺にしがみついていた女の子たちは、思いっきり乗り物酔よいしていた。

「どうしたのかしら、ソータ……気分が悪いわ」

　さっきまではしゃいでいたラーフィアが、急にうめいた。そう言えば、ラーフィアは乗り物酔いしやすいたちである。戦車に乗りなれているシャイラは平気なようすだったが、双子のエリルとキリルも少し酔ったのか、息が苦しそうになっていた。

「大丈夫、この戦いが終わったらすぐ楽になるさ」

　ラーフィアにそう言ってから、ふと俺は思うところがあり、言い直した。

「いや、戦いを終わらせるんだ。今から、この俺が！」

　火炎弾を何発も食らって、天井の鍾乳石はほぼ全て落ちていた。溶とけた天井が、やがてぽたぽた雨のように落ちてくる。

「あちっ！」

　一発、ふくらはぎに当たった。まだまだ溶岩の雨は降ふってくる。

「ヒャハハハハハーッ、火炎弾は避けられても、その細かい溶岩の散さん弾だんは避けきれないわ！　このあたしがただ狙いをハズしてたとでも思うのかい、おまえらが調子こいて逃にげ回ってるスキに退たい路ろを完全に塞ふさいでおいたんだよォ！　ボケッ！」

　ウツロの挑発はムカつくが、今の俺たちは天井も床も灼熱のマグマにはさまれた、サンマのグリル焼き状態である。双剣の魔法力が永遠にもつわけもないだろうし、いずれはこんがり焼かれるしかないのか。そんな俺の迷いを察して、エリルが乗り物酔い状態の中で、必死に気力を振りしぼって叫んだ。

「ソータ、天井を撃つのよ！」

「天井を撃ったら、溶けたマグマが崩れてきて生き埋めになるだろ」

「大丈夫よ、地ち殻かくはあまり分厚くないわ。わたしはここに十二年もいた、ときどき隕石が落ちる音、昼夜の温度差で砂漠の岩が割れる音、わずかな音を聞いて地上のことを想像していたの。それにウツロはソード・ドラゴンの残ざん党とうを探してちょくちょく外に出ていた、この洞窟は昼の光を避さけるために作った巣穴のひとつなのだから、出入りの利り便べん性を考えてもあまり深くはないはずよ」

　素晴らしく理屈が通っている、そう言われれば俺は信しん頼らいして天井を撃てる。俺は姿勢を、やや斜め上に向けた。

「行くぞ、紫電ライトニング轟雷・プラズマ！」

　俺の翼の双剣が、戦闘機のミサイルのように翼の前方から雷らい撃げきを放った。そうすると前から光の圧力がかかって後ろに下がってしまうので、後方からも雷撃を噴射してバランスを取ることも忘れない。雷撃が天井にぶち当たると、すでにマグマで加熱され、かなり溶けて薄うすくなっていた地殻はボロボロと崩れた。その上に、星が見えた。

「やった！」

　俺は天井の大穴から飛びだした。マグマをまとったウツロも、すぐに追ってきた。

「逃げられたとでも思うかい？　甘あまいねェ～ッ、運はあたしに味方しているよ！　今は夜、ダーク・ドラゴンの時間、おまえらは逃げられない！」

　下を見ると、どこまでも広がる砂漠である。つまり、緑豊かな巫女の離り宮きゆうなどと違って、ダーク・ドラゴンに滅ぼされたあとの、敵の勢力圏内ということだ。ウツロの巣穴があるぐらいなんだから当然だが、どこにダーク・ドラゴンが潜んでいるかわからない以上、乗り物酔い状態の皆みなさんにはもう少し我慢してもらうしかない。

「逃げまくるぞ！　でかいダーク・ドラゴンは速度が出せない、ガイコツ鳥ていどならこの速力で逃げ切れる！」

　俺は女の子たちをしがみつかせたまま、砂漠を飛んだ。砂漠のあちこちからダーク・ドラゴンが湧わいたが、俺たちを追おうとしても、速度が足りず後方へ飛びすぎていく。

　だが、ダーク・ドラゴンは鬱うつ陶とうしいことに、バカではない。俺たちの真正面から、待ち受けるように向かってくるのもいた。

「「連続攻撃！　電光雷撃サンダー・ボルトっ！」」

　左右の翼の前方から、機き銃じゆう掃そう射しやのように雷らい撃げきの弾が立て続けに発射され、目の前に立ちふさがったガイコツ鳥を撃ち砕いた。

「バカが！　このウツロから速力で逃げ切れると思ってるのかいィ！」

　他ほかのダーク・ドラゴンがどんどん振ふり切られる中、ウツロだけが追ってきた。マグマを振り払って体を軽くし、さらに速度を増す。さっきまでヘビ女だったが、今は腕がガイコツ鳥のような骨の翼に変わっていて、そのぶんしっぽは短くなり、速度だけでなく見た目の怖さも増していた。

「ソータ、わたしを落として！　そうすればこっちも速力が上がるはずだわ！」

　俺の腕にしがみついていたラーフィアが叫んだ。シャイラも叫んだ。

「わたくしも落としていただいてけっこうです、ソータ！」

「二人とも、バカ言うなよ！　砂漠に落としたら、ダーク・ドラゴンの集中攻撃に遭うぞ。おまえたち、乗り物酔い状態で早く降りたくて混乱してるんだ、もうちょっとがまんしろ」

「ううっ……」

　キリルがうめいて、俺の首にぎゅっと抱だきついた。彼女はもう声も出せない状態になっていて、かなり辛つらそうだが、命が賭かっているので、降ろすわけにはいかない。俺は全速力で逃げたが、ウツロは少しずつ距きよ離りを縮めてくる。

「近づいてきてる、逃げ切れるか……？」

　さすがに俺も焦ってきた。そのとき、酔ってもうろうとした状態で、ラーフィアが言った。

「大丈夫よ、ソータ……星を見て、南の大だい三さん角かく星せいの青あお星ぼしが地平線に今ちょうど沈みかけてる、あと十分で日の出が来るわ」

「十分か……！」

「じゃあ十分逃げれば逃げ切れるのね、わかりました、姫姉様！　わたしがんばる！」

「わたしたちもがんばるわ。今度こそ、この夢を終わらせない……地の底で見た夢を、この手に勝ち取ってみせる！」

　キリルとエリルの共鳴が、力を増した。すると、ジェット噴射も一気にパワーアップして速度を増した。

　とはいえ、ウツロも速い。俺がどんなに全速力を出しても、距離が開かない。

（無理だ、十分も逃げられない……この速力じゃ、五分で追いつかれる）

　俺はウツロを振りかえった。ウツロの速力も落ちてはいない。そしてキリルとエリルの魔法力もこれでせいいっぱいだ、これ以上は速力を上げられない。双剣が魔法の連続使用の負荷に耐え切れず、ピシピシと悲鳴じみた金属音を立てているから、これ以上共鳴して魔法力を増幅するのも危険ムードである。

「あと五分で追いつかれるわ、ソータ。やっぱりわたしを捨てて行って！」

「もったいない、姫ひめ殿でん下かをお捨てするわけにはいきません、かわりにわたくしを！」

　ラーフィアの見立ても俺と同じだ。そしてもちろん、ラーフィアやシャイラが何を言おうが、二人を投げ捨てるわけにもいかないのである。

「つまり十分で日の出が来る、けれども五分で追いつかれる。時間差五分、ってことか」

　俺は、頭の中で計算した。

「そうよ、そしてわたしたちを吸収して五分あれば、ウツロは砂にもぐって身を隠せるわ。だから余裕で追いかけてきてるのよ、わたしたちに追いつくまで追ってくるわ。ごめんなさい、ソータ。このままでは、ソードスの運命には無関係なあなたを死なせてしまう」

「だから無関係とか言うなよ、思いっきり巻き込んでくれていいから」

「だって……」

「ラーフィアのくせに、負けるの前提で考えるなよ。俺は、伝説の救世の戦士様とやらなんだぜ？　五分ぐらい、気合で稼いでみせてやるさ」

「気合でって……きゃあ！」

　ラーフィアは悲鳴を上げた。それもそのはず、俺は急カーブを描えがいて、真上へ進路を変えたからだ。

「どこへ逃げても無駄だよォォーッ！」

　ウツロはぐいぐい近づいてくる。水平飛行しているときは、雷魔ま法ほうの推進力と翼の揚力で飛んでいたが、真上に飛ぶときはロケットと同じなので、魔法の推進力だけで飛ばなければならない。だからスピードは水平飛行よりも落ちていて、ウツロが迫る速度も速くなった気がする。

　そして、雲を突つき抜ぬけたところで俺たちはウツロに追いつかれた。

「それで精一杯かい？」

　ウツロは俺の真横を、速度を同じにして飛んでいる。まだ三分ぐらいしか経たっていないから、余裕しゃくしゃくだ。

「わかったかい、エリル。おまえはあたしの囚人、最初から逃げられはしなかったのさ。生意気にあたしと戦って勝つつもりだったとは笑止千万、希望など最初から無かったんだよ。だが囮に使うには厄介だとわかっただけでも儲け物さ、おまえら全員ここで消しよう滅めつさせることにしたよ。絶望して滅ほろびな、虚無への崩壊こそ大宇宙の摂理、結晶世界を支配する物理法則、おまえらの敗北は最初から決まっていたんだよォォオオーッ！」

　ウツロが大きく骨の翼を広げた。翼からジャキンと鋭い爪つめが伸び、それで俺たちを、まるでハエトリグサのように挟み込もうとした。

「「「「きゃああああ！」」」」

　女の子四人分の悲鳴が、耳をつんざく。けれども俺にはもう、勝機が「見えて」いた。

「宇宙の摂理って、あれのことかな？」

　俺は砂漠の彼方を指さした。地平線の上に、美しく澄すんだ光がひらめいた。結晶核クリスタレアー……このソードスを照らす太陽だった。その光はウツロの顔の上半分を照らした。ウツロの顔が恐きよう怖ふに歪んだ瞬間、光に照らされた頭部の上半分が一いつ瞬しゆんにして蒸発した。

「ギィヤアアアアアア！」

　残った口が、恐ろしい悲鳴を上げた。

「なぜだっ、まだ時間は残っていたはず……なのにっ……」

　ウツロはとっさに方向転換して下へ逃げようとしたが、結晶核クリスタレアーが昇るにつれ、砂漠に光がさし、ウツロの全身が容赦なく光にさらされた。

「グゥヮアアアアア！　畜生ッ、せめておまえらだけは道連れにしてくれるううう！」

　ぼろぼろと蒸発しながらも、ウツロは再び方向を変えた。ウツロは人間ほどの大きさしかないから、すぐに蒸発するものだと思っていた。だが、小さく見える体の中に、超大型ドラゴンにも匹ひつ敵てきする大量の闇が高密度に詰まっているようで、なかなか消え去らず、俺たちに襲おそいかかってくる。この恐るべき邪悪を打ち砕けるだけの力を持つものは……。

「ラーフィア！」

　胸の奥おくからすでに熱がわき上がり高まり、思わず俺はその名を呼んだ。

「わかっているわ、ソータ！」

　ラーフィアがふわりと宙に浮くように移動して、俺の首に抱きつき、俺の頬にチュッとキスをした。ラーフィアの全身が輝かがやき、光の球がまぶしく光る。

「グギャアアア！」

　その閃せん光こうだけで、ウツロの肩が砕け散り、恐ろしい悲鳴を上げた。

「突貫旋風ドリルネード！」

　ぴったりのタイミングでシャイラが竜巻を起こし、ラーフィアの手を取って、俺から離はなれた。

「ソータ、武運を祈いのります！」

「その闇を打ち砕いて、ソータ！」

　シャイラとラーフィアが、抱き合って竜巻に体を支えられながら俺に呼びかけた。その声に背中を押されながら、俺は閃光の中から現れた両手剣を手に取る。胸の中に熱い炎が燃え上がり、膨れ上がり、今にも爆ばく発はつしそうだ。

「ウツロ！」

　俺はウツロにまっすぐ向き直る。

「グアアアアアアアオオオオッ、滅びよォォォーッ！」

　すでに体が半分消えたウツロは、骨の翼を広げて俺たちに襲いかかってきた。ウツロは恐らく、ほんの少し俺の体にかするだけでいい、それで俺の体のどこかを消滅させれば出血多量で殺せると思って突撃してくるのだろう。

　けれどもそうはさせない。俺はラーフィアの両手剣を振り上げる。

「うおおおおおおぉーっ、二度とキリルが悪夢を見ないように、二度とエリルが囚われないように、永遠に砕け散れウツロォォオオオオオオーッ！」

　怒りの炎が燃え上がる両手剣を、俺はウツロに叩きつけ、一刀両断にした。

「グギョオオオアアアアアアーッ！」
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　ウツロは濁にごった悲鳴を上げてまず半分に、さらに衝しよう撃げきが全身に回って粉々に砕け散り、細かい破は片へんは炎に包まれながら、結晶核クリスタレアーの光の中であっけなく蒸発してしまった。知略と邪悪に満ちたギルダールの邪神は、永遠に消えたのだ。

　そして結晶核クリスタレアーは今や完全に地平線の上に姿を現し、清らかな光が砂漠を照らすと、そこはもはやダーク・ドラゴンの世界ではありえなかった。

　俺はふたたび双剣をサンダーウイングに戻し、その砂漠へと降り立った。ラーフィアたちは、シャイラの魔法の竜巻に支えられて、先にゆっくりと降りてきていた。俺が降り立つと、ラーフィアは信じられないような表情で駆け寄ってきてたずねた。

「今のはどういうことなの、ソータ？　結晶核クリスタレアーが七分も早く昇るなんてありえないわ。まるでソータのために結晶核クリスタレアーが駆かけつけてくれたみたい、まるで光を支配する神様みたい！」

　ラーフィアは興奮して、しきりに俺にまくしたてた。乗り物酔いしていたことをすっかり忘れているようだ。一方で、シャイラたち三人は砂漠に座すわってぐったりしていた。完全に乗り物酔いでダウンしている。さすがラーフィアは単発魔法を力技で連発化するぐらいだから、気力と魔力がケタ違ちがいなのだろう。

「そんな大げさな、これは単純なトリックなんだ。別に結晶核クリスタレアーがいつもよりも早く動いて、それで日の出が早くなったわけじゃないんだよ」

「でも実際に、日の出が七分も早まったじゃないの？　謙けん遜そんしなくてもいいのよ、救世の戦士様なんだからどんな奇き跡せきを起こしたって不思議はないわ」

「そうじゃなくて、うう、言いにくいな」

　俺は砂漠の岩陰で、困ってボリボリ頭をかいた。ラーフィアはどうしても俺が奇跡を起こしたことにしたいらしいので、夢を壊すにはしのびなかったのだが……。

「単純なトリックなんだよ。じいちゃんと富士山に初日の出を見に登ったとき、俺はすごく楽しみで、新聞に載のってた初日の出の時刻をメモって行ったのさ。ところが、いざ富士山のてっぺんに着くと、日の出までまだ時間があるはずなのに太陽が出てきて驚いた。つまり高いところに立つとより遠くまで見渡せるから、高山の上では平地よりも早く初日の出が見られるんだよ」

　たしか緯度と標高が高くなるほど、日の出の時間も早くなって、日本では、たった五百メートルの山でも五分前後日の出が早くなる。三七七六メートルの富士山の上では、付近の標高ゼロの場所よりも十分以上早くなるのだ。

（おじいちゃん、ありがとう。おかげで勝てたよ）

　俺は、遠い故郷に思いを馳はせて、疲つかれた心の中で感謝をのべたのだった。







終章　湧き上がれ温泉！　戦士の休息は混浴ハーレム







　みんなの乗り物酔いが治ったところで、俺たちは帰る方法を検討した。

　俺たちが回廊分岐ラウンド・アバウトを通って出てきた洞窟はマグマに埋うまってしまった。だが、ラーフィアが星を見たところによると、ここは巫女みこの離り宮きゆうから北西に百キロぐらいしか離れていないそうだ。「しか」って、百キロはじゅうぶん遠いと思ったんだが、気力が戻ってからふたたびキリルとエリルをソード・アウトさせ、サンダーウイングで巫女の離宮へ知らせに戻り、迎むかえの結晶戦車クリスタリオツトを出してもらった。結晶戦車クリスタリオツトが最高速度を出すと、百キロを一時間ぐらいで走れるらしい。

　そういうわけで、ラーフィアたちも無事に巫女の離宮に戻ってきた。

　巫女の離宮では、祭壇の上からキリルが急に消えてしまったので、キリルが消えたことと、俺たちが帰って来られなくなったことに大おお騒さわぎをしていた。だから俺たちが帰ってくると、出迎えたチャスカもみんなもすごくホッとしていた。




　で、日本人である俺としては、戦いが済んで、しかも砂漠で暴れ回ったとあっては、寝る前に風ふ呂ろに入っておきたいわけである。最初の砂漠での戦いのときは、風呂に入る気力も残ってなかったことからすると、俺もけっこう成長したのかもしれない。

　それに、何となく祖父のことを思い出して、ちょっぴりホームシックになったってところもある。富士山の帰りには、箱根の温泉に連れてってもらったなあ、なんてことを思い出したのだ。

　ドロドロに疲れて、まだ時間は夕方にもなっていなかったが、以前ムーメに教えてもらった結晶石クリスタライトの熱による温泉とやらに行ってみることにした。

　そこは離宮の端っこの方にあって、崖がけに向かってテラスのように張り出していた。白く輝く結晶石クリスタライトの浴よく槽そうは直径三十メートルはあり、うちの高校のプールよりも広い。豊かな緑に包まれ、口から温泉を噴き出しているドラゴンの石像も置かれていて、空は青いし、景色はいいし、最高だ。

「ふー、落ちつく！　やっぱ異世界だろーがどこだろーが、日本人のＤＮＡには風呂が刻みつけられてるんだよなぁ～」

　はービバノンノン♪　と、俺は温かい湯の中で、大きくのびをした。男子たるもの、青空の下で素っ裸というのも、解放感あふれて気持ち良いものである。戦いの疲れがすうっと消えていくようだ。

　白い雲がぽっかりと浮かぶ青空は、とてつもなく平和に見える。闇やみとマグマの中での死し闘とうが嘘うそのようだ。安心したせいかリラックスしすぎるせいか、妙みように眠くなってくる。ぬるい湯に浸かった自分の体を見てみると、全身キズだらけだ。夢中で戦っていて気づかなかったが、ダーク・ドラゴンの破片もかなり被弾している。結晶石クリスタライトのマントがほとんど止めてくれたおかげで、どれも小さいキズではあったが。俺が脱ぬいで風呂の横に積んである制服もボロボロになっていた。

（またムーメに直してもらわなくっちゃ、だな……）

　のびのびと俺は風呂に浸かって、だんだん眠くなってきたわけなのだ。

　がががっ。

「あっソータ様、こんな所にいましたです？」

　うつらうつらしかけたときに、ムーメの声で俺はいきなり覚醒した。ガバッと湯から起き上がると、俺の頭上にムーメが、ボロボロの制服を手にして立っていた。

「ムムムムーメ！　な、なんでここにいるんだっ！」

　俺はあたふたして、どうやって自分の体を隠かくすべきかうろたえた。想定外の超巨きよ大だいダーク・ドラゴンが洞窟の中に現れたときだって、こんなにはうろたえなかったのに。

「ソータ様をお探ししていたんですよ、こちらの服は『ナオール』したほうが良さそうですね。薬箱を部屋に置いて来てしまいましたので、服を持って行きますね」

「待て待て待て！　それを持って行かれたら着き替がえが無いんだ、後から持って行くから……」

　裸を見られてやばい。俺が体を隠していると、そこにドヤドヤと、女の子たちがやってきた。

「ふーやれやれ、姫ひめ姉ねえ様さまたちが無事にお帰りになってホッとしたー」

「しかも、エリルさんが来るなんて、超ラッキー。ずっと同じ顔ぶれだったから、外の世界の話を聞きたいの」

「別に楽しい話じゃないですけど」

　エリルの声だ。さらに、キリルの声も聞こえる。

「そうよ、楽しいのはこれから！　夢だけじゃなく、実際に巫女の離宮でいろいろできるんだからね。ほんとに、一番最初に案内するのは温泉でいいの？」

「ええ、とても気持ち良さそうで、憧あこがれだったの。とってもうれしいわ」

「これから行く露ろ天てん温泉は眺ちよう望ぼうがとても良いので、きっと気に入りますよ」

　シャイラの声も聞こえる。

「戦いの疲れをすっぱり洗い流しましょう、みんなで洗いっこしましょう♪」

　チャスカの元気な声も聞こえた。

「そうね。そのあとで、離宮楽団の演奏を聴く？　かなり上達して、みんなけっこう自信があるのよ」

　ひいいいラーフィアの声だ！　みんなが来る、つまり女の子たちがみんなして全ぜん裸らで来る？　どうしよう、俺は変質者になってしまう、というか俺だって見られたら困る！

「あら、温泉に先客がいたわ。ひょっとしてソータ？」

　ラーフィアの澄んだ声が聞こえた。俺はドキッと硬直してしまう。

「や……やあ、今日は良い天気だね」

　俺はなるべく平静を装よそおうとして、ものすごくうさんくさい挨あい拶さつをしてしまった。でもなるべく大事なところがラーフィアに見えないよう不自然な格好で、不自然な笑え顔がおを浮かべている俺を見て、ラーフィアは不思議そうに、目をぱちくりする。よく見ると、ラーフィアは薄うすい水着のような服を着ていた。

「あれっ？」

　ホッとしたような、ガッカリしたような……。他の女の子たちも、みんな水着着用だった。

「きゃああっ、どうして温泉に裸で入っているの、ソータ？　湯ゆ浴あみ衣ぎはどうしたの？」

　キリルが真っ赤になって、両手で顔を覆おおった。他の女の子たちも、俺が裸だということに気づくと真っ赤になって、あわてて顔を覆ったり、後ろを向いたりした。そ、そうか、ソーデリアでは風呂に入るときに服を着るのか。というか、テレビでやってる海外の露天風呂って、たいてい水着着用だったな。

「ムーメ、俺の水着もください」

「それをお渡わたしするために、お探ししてたんですよ」

　ムーメは俺のほうを見ないようにしながら、そーっと海パンみたいなのを渡してくれた。おかげで、俺もお湯の中でぱっぱと着替えた。

「……あ、あの、ソータ。もう大だい丈じよう夫ぶ？」

　ラーフィアが、真っ赤な顔でドキドキしながら振りかえる。そして俺が着替えを終えているのを見ると、ホッと胸をなでおろして、笑顔を見せた。

「ああ、良かった。わたしたちもいっしょに入っていいわよね、ソータ。同じお湯につかって、共鳴を深めましょ？」

　ざっぱん、とラーフィアは温泉に飛びこむと、逃げ腰の俺のところまですいすいっと泳いできて、ぷはっと水面に顔を出した。

「ここここここらっ、子供じゃないんだから風呂で泳ぐな！」

　裸の胸のすぐ前に女の子がいる状況は、かなり照れくさい。

　ちなみにお湯の中にいるラーフィアの肌はだは、石せつ鹸けんのように真っ白ですべすべしていて、湯で温まってほんのり紅潮している。湯の上に広がる淡あわいピンクの髪かみは花びらのようだ。そしてソード・ドラゴンの女の子は、頭の宝石のような角以外は、どこもまったく人間の女の子と変わらない。いや、人間の女の子の裸を詳くわしく知っているわけではないが、別に背中に羽根もなければしっぽも生えてない、そしてやはり全身どこにもウロコは無い。

　つまりただの普ふ通つうの、裸に限りなく近い露出度の女の子がいっしょに温泉に入っているわけなので、俺の緊きん張ちようが最高潮になるのも仕方のないことであろう。

「あああああ、せめて羽根とかしっぽとか人間っぽくないものがついてたら、犬や猫なら裸でも別に気にならないみたいに、新種の生物ぐらいに冷静にとらえられたかもしれないのに！」

「もーソータ様、温泉の中で七転八倒してお湯をばしゃばしゃやるなんて、お行儀悪いですよ☆」

　チャスカにかわいく注意されてしまった。

「でもソータの、強くて立派な救世の戦士なのに、そういう子供みたいなとこ、かわいくてわたしは好きよ♪」

　キリルはにっこりほほえむと、俺にくっついてきた。

「わたしもよ、ソータ」

　エリルも、いとも明るい笑顔でそう断言すると、キリルの反対側に回って、やはり俺にくっついてきた。だから、この双子は距離が近すぎるんだって！

「ちょっ、待ってくれ、少し離れてくれ！」

　俺はほとんど哀あい願がん状態で、女の子たちに叫さけんだ。すると二人は逆に、俺をサンドイッチの具状態にして、左右から自分たちの身を抱き寄せあうようにして、ぎゅうっと抱き合った。

「だって、もっと共鳴してもっと魔法の威い力りよくを上げたいんだもの。ソータのおかげで自信がついたから、もっと自分の力の限界を見てみたくなっちゃったんだもん」

　と、キリルが言った。

「魔法の威力も上げたいけれども、サンダーウイングの航続距離を延ばして、スピードも上げたいところね」

　と、エリルも俺にぎゅうっと体を押おしつける。サンドイッチ用のパンは、食パンの茶色いところを切り落として中のフワフワの所だけ使っているので、フワフワと柔やわらかいが、俺サンドのパンであるキリルとエリルの胸は食パンよりも柔らかくて、なんか窒息しそうになってくる。

「ちょっ、息いき継つぎさせてくれっ……！」

　俺は、くすぐったさと恥はずか死さに耐え切れなくなって、二人のサンドイッチの具状態から脱出した。だが、風呂の中で走ってはいけませんと子供のころ祖父と行った温泉の壁かべに書いてあった言葉は正しく、俺は結晶石クリスタライトのツルツルした浴槽の床ゆかで、ツルッと滑すべった。

「ぎゃあ！」

　大々的にスッ転んで、これは風呂の床でおでこでも打つパターンか……と思った。

　が、俺の頭は、何かクッション性の高い物にポフッと保持された。

（あれっ、風呂の中にクッション？）

　あったら便利だけれどあるわけがない、けれども俺の顔は今たしかに、絹のようにすべすべしたきめ細やかな表面の、羽う毛もうよりも柔らかくてふわふわした二つのクッションの間にある。

（……ふた、つ？）

　嫌いやな予感がした。恐る恐るクッションの間から目を上げると、果たしてそこは、俺がこけた先にちょうど座っていたラーフィアの胸の谷間であった。

「うわああああごめん！」

「きゃあん！　そこでしゃべらないで、くすぐったい！」

　ラーフィアは悲鳴を上げた。

「ご、ごめん！」

　あわてて俺は立ち上がろうとしたが、焦あせりすぎて重心が前のめりにずれたままだったので、もう一度足が滑って、そのままもっと強くラーフィアの胸の間に、ぼふんと顔がのめりこむ結果となってしまった。

「ふああああ！　ごごごごごめんっ！」

「やんっ、だからそこでしゃべらないでってぇ……！」

　ラーフィアは真っ赤になってくすぐったがっていたが、ふと何かに気づいて、俺の頭をぎゅっと抱きしめた。

　俺はびっくりして、固まってしまう。心臓がドキドキと、ものすごい勢いで鳴っていた。

「なっ、なな……何をしておるのですかな、ラーフィアさん？」

「どうして口調が急に老けたのか知らないけど、立とうとして焦るからよけいに倒れてしまうってことに気がついたのよ。一度落ち着いて、ソータ……ね？」

　ラーフィアは、にっこりほほえむ。底そこ抜ぬけの青空と白い雲の下、底抜けに明るくて屈くつ託たくの無い笑顔は、いっそ結晶核クリスタレアーの太陽よりもまぶしい。

「べ、別に焦ってないし、俺おれは……もう立てるから、放せよな」

　照れくさくて、逃げるように視線を外してしまう。

「あっ、でもやっぱり、もうちょっとこうしていましょう」

「なんでっ？　やめて、みんなこっち見てる！」

　そう、女の子たちがほほえましそうに俺たちを見ている。シャイラだけは、ほんの少し「大事な姫殿下になれなれしすぎ」みたいな感じで、不機嫌であったが。

「だって、もっと深くソータと共鳴して、早くドラゴン・アウトして戦えるようになりたいんだもの」

　そう言って、ラーフィアは俺の頭をぎゅうぎゅうと、柔らかい腕うでとふたつの胸が作る黄金の三角地帯に押しつけていた。恥ずかしそうに頬ほおを赤らめてはいたけれど、幸福そうでもあった。

　……けれども、ラーフィアが何気なく言ったその言葉の中に、戦いが長引くことへの覚悟もまたあったことに、俺は気づいていた。

「放せよ、ドラゴン・アウトなんか必要ないだろ」

「どうして？　ソード・アウトだけじゃ戦力が足りないのよ？」

「そういう意味じゃなくって、ドラゴンなんか出さなくてもいい状態にしてやるってこと……この戦いを終わらせてやる、ってことだよ！」

　俺はラーフィアに、強くそう言った。ラーフィアは強い、強きよう靭じんな精神力の持ち主だ。けれどもだからこそ、自分一人で全すべてを抱かかえ込みすぎている。戦いが終わらないことへの覚かく悟ご、勝てないかもしれないという予感を全否定する気力、戦い続ける闘とう志し。ラーフィアは強い、けれどもだからこそ、俺が支えてやらなくちゃ心配になってくるじゃないか。

「もっと俺に頼れよ、ラーフィア。俺はおまえの戦士なんだから」

　俺は、少しためらいながらも、ラーフィアを抱きしめ返した。戦場での強さが嘘みたいに、ラーフィアは柔らかくて、今にも腕の中でほろほろと崩れて消えてしまいそうで、はかなくて、俺は不安になった。こいつのために何かしてやりたい、この滅びかけた世界ソードスを何とかしてやりたい。その力が、今の俺にあるのなら。

「……ありがとう、ソータ。ソードスの救世の戦士、そしてわたしの戦士」

　ラーフィアは、泣きそうな顔でほほえむと、俺の頭を抱いたまま、俺の額ひたいにキスをした。

　キスをされた場所から、共鳴する熱さが広がる、勇気によって何万倍にも増ぞう幅ふくされた強い力が、体の底から湧わいてくる。

「必ず見つけましょう、『光の巫女』アルカディアス様を。そしてこのソードスに、必ず光を取り戻しましょう」

　ラーフィアの言葉は俺と、その場にいた女の子たちと、そして失われてしまったソード・ドラゴンたちへ、向けられているものだった。

　結晶核クリスタレアーの光は美しく明るく清らかに、ソードスの大地を祝福するように照らしていた。

　ここはソードス。誇ほこり高たかきソード・ドラゴンの大地。

　そして俺の名は蒼そう大た。それは、いずれこのソードスの伝説に残ると予言された名だ。







あとがき







　新作「ソード・ドラゴン・ソード」お買い上げありがとうございます。ファンタジーといえば剣けんと魔ま法ほうとドラゴン、ということで、このような直球タイトルにしました。無駄な雑ざつ味みいっさい無し、しぼりたて天然ファンタジー百パーセント、という感じです。

　女の子と武器、という仕掛けは、ずいぶん以前から書いてみたかったテーマで、北ほく欧おう神話に出てくる戦乙女ヴァルキューレから来ています。ヴァルキューレには、名前の中に「槍やり」「斧おの」といった武器の名や、「兜かぶと」「盾たて」など防具の名が入っている者がいて、戦士の守護神であるということから、何となく女の子が戦士の武器や防具に変身するような連想をしていました。それが、ソード・ドラゴンの設定につながりました。

　敵が絶望的に強すぎて、力押しで勝てる相手ではないので、弱い力をさまざまな工夫や技術やトリックで逆転してみようと思いました。ラーフィアのなんちゃって全体攻こう撃げきな連発魔法や、増幅によって弱い魔法が攻こう撃げき力りよくを増す「共鳴」の仕掛けなど、大きな敵と必死に戦って乗り越える感覚が、書いていてワクワクしました。

　裏設定として、本文には登場しない国々をふくむソードス世界全体の歴史も考えてあります。たとえばドラゴン・フルーツ、これはソーデリア人が農耕を始めた時代からあった主食植物で、栄養価は高いけれど温暖地でしか生育できません。それを発酵させた酒が発明され、お神み酒きとして豊穣神に捧げた歴史から、巫女みこの離り宮きゆうにもたくさん植えられています。また繊維の材料として衣服が作られた他、金属の製せい錬れんが行われる以前の時代には硬こう質しつな殻を加工して、女用の防具も作られました。男は硬質なウロコが防具になったので、動きを邪じや魔まする弱い防具は使われませんでした。金属の製せい錬れんが始まって男も防具をつけるようになり、同時に神経が集まって弱点である女の角にも防具としての金具がつけられるように……など、詰つめていくうちに設定ノートが五十ページ以上に膨ふくれ上がりました。

　このような誰だれも見たことの無い、わたしの頭の中にだけある異世界やそこに暮らす人々を絵で表現するというのはとても難しいことですが、この難しい仕事に美麗なイラストで応えてくださったhimesuzひめすず先生に心から感謝します。わたしの頭の中にあったソードスの大地が、すばらしく鮮明に光り輝いています。読者の皆様も、ここまでお付き合いくださってどうもありがとうございました。結晶核クリスタレアーがあまねく照らすソードスの大地が、皆さまにもお気に召していただける世界であればさいわいです。


二〇一四年三月　夏緑＠今年は初日の出を見られませんでした（泣）
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